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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　　　【Intro.Phase　少女はそれを我が慢まんできない】







　カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ。

　その音は、酷ひどく少女を苛いらだたせる。

　カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ。

　その音は、いつまで経たっても鳴り続ける。

　手を伸のばせば、届く距きよ離り。むしり取って、地面に叩たたき付けたくなる。

　でも少女に、そんな勇気はない。なぜなら、その音は……




「ねえリオン、あたしたちって親友よねー」

　急に問われ、少女は返事ができなかった。

　いつものファミレス。窓際のボックス席。

　学校帰り、たいした用事もないのに寄り道し、ドリンクバーだけ注文するのがお決まりの日課だ。

　目の前に座る自じ称しよう・親友Ａは、さっきから携けい帯たいを弄いじりながら、しゃべり続けた。

「だってほら、あたしたち中学三年一いつ緒しよで、高校も同じじゃない？　だから相談すんだけど、ほら先月コクってきた彼、実際つき合ってみたらリアクション悪くて、メール打っても全然返事来ないから、別れちゃってもいいんだけど、そしたらあたし彼氏いなくなっちゃうし、寂さびしいのヤだなーとか思ってたら、先せん輩ぱいの友達とか云いう人が、だったら俺おれとつき合わね？　とか言ってきてー」




　少女は、誰だれかに告白した事もなければ、誰かから告白された経験もない。

　こんな自分に、どうして恋れん愛あい相談するのか分からない。どうして自分を親友と呼ぶのかも理解できない。少女には、親友の実感なんて欠片かけらもないのに。

　そして話す間も、自称・親友Ａの派は手でなネイルが、携帯メールを打ち続けてる。カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ……と。




　そこへもう一人、知り合いがやって来た。

「遅おくれてごめーん。バイトの面接、長引いちゃって。もう帰ったかと思ったけど、待っててくれるなんてやっぱ親友よねー」

　自称・親友Ｂもボックス席に滑すべり込み、嬉うれしそうにしゃべる。

「でさ、来週からバイトＯＫだって。これでドリームパーク代、稼かせげるよー。やっぱ夏休み前に一回行っときたいし、来月のパレードもさ……」




　また異世界の話が始まった。

　ドリームパークには、小学生の頃に一度、親に連れていかれた。子供から大人まで楽しめる巨きよ大だいテーマパーク。夢とファンタジーの理想郷。両親にすれば、女の子らしく喜ぶと思ったのだろう。

　けど少女は、なにひとつ楽しめなかった。作り物のキャラクターも、作り物のアトラクションも醒さめた目で見つめ、周囲ではしゃぐ客の気持ちが理解できなかった。噓うそで塗ぬり固められた世界に、どうして入り込めるの？




「ね、リオンも今度、一緒にドリームパークに行かない？　パレードの振ふり付け、教えてあげるからさー」




　少女は、また返事を吞のみ込んだ。

　断りたい。あんな所には行きたくないし、踊おどりたくもない。でも「親友」を続けるためには、どうやって断ればいいのだろう。

　この人たちは、ただ一緒にいるだけで、私を親友だと言ってくれる。『親友がいる』って事実は、結構都合がいい。クラスの中でも、先生にも、両親にも。その体てい裁さいを繕つくろうためだけの関係？

　そもそも……どうして私は、この人たちと一緒にいるんだろう。考え方も、してみたい事もまるで違ちがうのに。




　自称・親友Ａの指も、まだ動き続けてる。

　カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ。

　その音は、酷く少女を苛だたせる。

　まるで少女の忍にん耐たいを試ためすように。

　まるで少女の焦しよう燥そうを煽あおるように。




　すると、救いのように少女の携帯が鳴った。

　相手は、数日前に携帯サイトで知り合った誰か。面識はないけど、なぜか親近感を覚える相手だった。




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件名・儀ぎ式しき。

『どうもです。先日の件、考えてもらえました？　無理に誘さそうつもりはないですけど、もし、うちのサークルに入るなら、早い方がいいかなと思いまして』




　送信者・親和少女アフイニテイ。件名・Re:儀式。

『こんにちは。まだちょっと迷ってます。いきなり儀式じゃなく、とりあえずオフ会参加でも良いですか？』




　送信者・冥界神。件名・オフ会。

『それもありですよ（絵文字で笑い）。ちなみに、最近のテーマは時間探しです』




　送信者・親和少女。件名・Re:オフ会。

『時間探し？　それって興味あります。どんな事するんですか？』




　送信者・冥界神。件名・時間探し。

『たった二秒、記き憶おくをなくした男の子がいるんですよ。その彼の二秒を、みんなで探すんです。面おも白しろそうでしょ？』




　送信者・親和少女。件名・Re:時間探し。

『あ、そういうの好きかも。じゃあオフ会、参加させてください。学校の友達と会うより、ずっと楽しそうだし』




　送信者・冥界神。件名・歓かん迎げい。

『じゃあ日程は後日。きっと今の日常より楽しいと思います。《親和少女》さんがいるべき場所は学校じゃないんですよ』




　ああ、そうかもね、と少女は微び笑しようした。

　自称・親友たちは、少女の笑みにも気づかず、勝手なおしゃべりを続けてる。

　本当にそうなんだ、と少女は確信した。







　　　【Phase.1　西にし浜はま戦線異状なし】







「お待ちください、若さま！　若さま！」

　無視だ無視、あくまで無視。俺おれは、全速力で逃にげ続ける。けど追ってくる足音も、俺との距離をぐんぐん詰つめていた。

「若さま、こんな夜中にどこへ行かれるのです！　お一人での外出は危険です！」

　確かに、今は午前一時。海岸へ向かう西浜大通りには、人通りも少ない。高校生の俺が必死に走ってるのを見られたら、補導されたって不思議じゃない。

　けど俺は、後ろも振り返らずに叫さけんだ。

「さっきも言ったろ！　ちょっとコンビニ行って、俺の好きな三個入りはちみつヨーグルト買うだけだって！」

「分かりやすい噓は困ります！　ヨーグルトなら私が買い置いてございますし、コンビニも四軒通り過ぎました！」

「いやあの量では足りねーんだ！　それに俺はヨーグルト買うのは、海岸通り交差点のコンビニと決めている！　あの店の深夜バイトの女の子は可愛かわいいし、買い物ついでに働いてる姿を鑑かん賞しようしたい！　だから付いてくるなっての！」

「またそのような噓を！　海岸通り交差点のコンビニは、男性アルバイトばかりです！」

「お、お前が知らないだけで、新しい女の子が入ったんだよ！　それよりお前、風ふ呂ろに入ったんじゃなかったのか？」

「あれは若さまを欺あざむくための芝しば居い！　実は脱だつ衣い所に隠かくれて、若さまの様子を窺うかがっていたのです！」

「ぬわにいっっ！」

「夕方から、やけに私に入浴を勧すすめられたので、何かあると感づいたまでの事！　やはり私を置き去りにする作戦でしたか！」

　──読んでいたか！

　俺は、自らの失策を悟さとった。さすが《戦せん略りやく思し考こう》！　あいつの目を盗ぬすんで外出するのは、容易ではない！　そして小うるさい足音は、さらに接近した。

「いったいどこへ行かれるのです！　さては私を置いて、お一人で例の件を片づけるおつもりですね！」

「う、いや、それはその……」
















「でしたら、私もご一いつ緒しよに！　若さま一人行かせるワケにはまいりません！　私は、若さまのかしずきなのですから！」

　そうなのです。この金きん髪ぱつの少女こそ、俺のかしずき、松まつ下した小こ春はる。

　歳としは、同じ一五歳。一ヶ月前から俺のマンションに強ごう引いんに住み着き、俺の世話をし、生活態度まで厳しく監かん督とくする……簡単に言えば、守もり役ってとこだ。

　なに、羨うらやましいだって？　それは、非当事者だから言えるんだよ！

　いくら相手が金髪の美少女（これは俺も認める）だからって、四六時中引っ付かれ、行動を監視されてはたまらない。ああしろこうしろ、あれはだめこれもだめ……俺は、子供じゃないんだ！　俺は、必死に駆かけ足を速めた。

「分かった、正直に言う！　俺は、宿題をしたいんだ！」

「やはり！」

「けどお前の手は借りないぞ！　自分の宿題ぐらい、自分一人でやり遂とげる！」

「ですが若さま！」

「手を出すなよ、絶対！」

　叫ぶと、俺は海岸通り交差点を通過した。

　駆け込んだのは、西浜海かい浜ひん公園。こんな夜よ更ふけでは、もうデートを楽しむカップルすらいないが、俺は併へい設せつされた駐ちゆう車しや場じように入った。だだっ広いそこにも、車の姿は少ない。

　ただし……赤あか紫むらさきの改造バンが一台、場内を走り回っていた。意味もなくアクセルを吹かし、意味もなくぐるぐると。

　急カーヴを切るたび、歓かん声せいが聞こえる。車内のウーハースピーカーからは、不快なほどの重低音。車体側面には、派手なスプレーアートが施ほどこされている。

　──間ま違ちがいない。

　──あれが宿題だ。

　躊躇ためらいもせず、俺はその車の進路に飛び出した。




「死にてえのか！　バカ野や郎ろう！」

　ぎゃぎゃぎゃ！　と急ブレーキ音が響ひびき、改造バンが停止した。

　車内から降りてきたのは、若い男六人。大きなサイズの服をだぶつかせ、それぞれ得え物もの……金属バット、サバイバルナイフ、スタンガンを握にぎりしめてる。つまり、そういう連中ストリート・ギヤング。

　六人は、物ぶつ騒そうな表情を歪ゆがませた。

「んだよ、ガキじゃねえか」

「てめ、なんのつもりだ」

「轢ひかれてえのか、ボケが」

　怒おこるのも無理はない。けど気にもせず、俺は六人の男を見み渡わたした。

「あんたら、毎週水曜に西浜に来てるよな。先週は、西浜海浜公園でカップル脅おどして金品強ごう奪だつと婦女暴行未み遂すい。先々週は、駅前で会社帰りのサラリーマン殴なぐって暴行傷害。その前の週は、国道沿いのコンビニで店員脅してレジ強ごう盗とう……で、合ってる？」

　丸暗記した罪状を突つきつけると、六人の顔がさらに歪んだ。

「……てめ、なんなんだよ」

「なんでそれ、知ってんだ」

「警察にタレこむつもりかよ」

　六人は、得物を構えて俺を包囲する。でも俺は、その態度にほっとした。

「良かった。やっぱりあんたらか。人違いだったらどうしようかと思った。でも目もく撃げき情報と一いつ致ちしてたからさ。車種と風体が」

「んだと？」

　六人の歪んだ顔が、徐じよ々じよに笑みに変わっていった。六対一の数的優勢。暴力沙ざ汰たも慣れてるし、誰だれかをめった打ちにするのも好きなんだろう。獲え物ものをいたぶれる喜びが、全員の顔に出ていた。

「狩かっちゃおうか、こいつ？」

「いいんじゃね？　死にたいみたいだし」

「あ、じゃあ俺からいい？　このナイフ、買ったばっかで、まだ切れ味試ためしてねーのよ」

　一人が、サバイバルナイフをひらひらと動かす。脅しのつもりかもしれないが、刃は先さきをぐっと俺に突き出した。

「おら、逃げんなよ！」

　言われた通り、俺は逃げなかった。その代わり、迫せまる手首を握り締しめ、あらぬ方向へ捻ひねってやる。ぼきびきっ！　関節が砕くだけ、筋肉が断だん裂れつした音だ。

「ぎぎゃああああっっ！」

　続けて俺は、真後ろのギャングも蹴けり飛ばした。悲鳴と共に肋ろつ骨こつ三本骨折。俺にとっては、なんて事ない動作だけど、常人には知覚できぬ速さ。二人を倒たおされてようやく、金属バットが襲おそいかかってきた。

「野郎っ！」

　そいつの動きも難なくかわし、顎あごを拳こぶしで打ち抜ぬく。下か顎がく骨こつがぐちゃっと潰つぶれ、折れた歯が五、六本空中に飛ぶ。これでしばらくは流動食だな。

　と、側面からスタンガン。俺は、ばちばち爆はぜる電撃を避よけ、襲ってきた右みぎ腕うでをつかむと、曲がってはいけない方向に肘ひじを曲げてやる。悲鳴と共に、その男ものたうち回った。

　ここまで二・六秒。素すの俺としては、悪くない数字だ。もっとも常人相手に、覚かく醒せいする必要もないし。ようやくギャングも気づいた。

「な、なんだこいつ！」

「只ただ者ものじゃねえっスよ！　ジョウさん！」

　呼ばれて、リーダー格が進み出た。

　一八○を優に超こす長身。ぼってりした肥満体。若いのに口くち髭ひげを生やし、首から金色のネックレスをじゃらじゃらとぶら下げてる。

　ジョウさんは、俺に向かって、にやあーっと笑った。

「今時、流行はやんねーぜ。腕試しとか」

「そんなんじゃないけど」

「まあ目的はどーでもいいわ。もう謝っても許してやんねーし」

「じゃあ、どうするんだ？」

「それは、こいつに訊きけや」

　言うとジョウさんは、両手を差し出した。広げた一〇本の爪つめには順番に一つずつ、ragamuffinのスペルが刻まれてる。

　その掌てのひらが胸むな元もとで合わさった時……どくんっ！　と低い鼓こ動どうが響き、掌の間に白い光球が現れた。光球は即そく座ざにジョウさんの手を離はなれ、瞬まばたきする間に実体化する。

　身長二・五メートル。黒光りする長ちよう剣けんを握った装そう甲こう騎き士しが立ち上がった。兜かぶとの奥には殺意に満ちた眼光。半はん獣じゆう半機の魔ま神じん、虚攻体ラガマフインが、俺めがけて長剣を振ふり下ろした。

「…………っっ！」

　一撃をかわし、俺は後ろへ飛び退のく。

　空を切った長剣は、駐車場のアスファルトにめり込んだ。と同時に、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが地表に広がり、半径三メートルが微み塵じんに砕ける。剣撃は見えぬほど速い。

　続けて、虚攻体が吼ほえた。俺めがけて疾しつ走そうし、再び長剣を振り下ろす。俺が横っ飛びにそれをかわすと、長剣は駐車中の４ＷＤ車に命中した。ばがんっ！　と云いう爆ばく発はつ音と共に、４ＷＤが爆発。燃え盛さかる炎ほのおに、ギャングたちが歓声を上げる。

「出ました、ジョウさんの虚攻体！」

「殺やっちゃってくださいよ、ジョウさん！」

　虚攻体は、じゃきんっ！　と長剣の切っ先を俺に向けた。鋭えい利りな刃はが月光を映す。その背後で、ジョウさんが葉巻に火を点つけた。

「俺たちを、舐なめたのが間違いだったな。今時のギャングってな、虚攻体ぐらい実装してんだよ。こーいうの、売ってくれる先せん輩ぱいもいるし」

　ジョウさんは、ふうーっと紫し煙えんを吐はく。

「ガキのくせに警察サツの真似まねなんかするから、こうなるんだぜ」

　なるほど。ジョウさんは、背後の罪閥シンジケートから虚攻体を操る術を刻んでもらい、それを使って恐きよう喝かつや強盗を繰くり返してるってワケだ。他の仲間は、おこぼれにあずかる、虎とらの威いを借る何とか。

　でも、驚おどろきはしなかった。ただ無む性しように腹が立った。本当にこんな奴やつらがいるなんて。

　──こいつらは、力が欲しいだけ。

　──ただそのためだけに、あれに手を出しやがった。

　──それで自分が強くなったと思ってる。

　──弄もてあそべる力じゃないのに！

　俺は、裾すそに付いた砂を払はらった。

「勘かん違ちがいするな。これは警察の真似じゃない。あんたらを退治するのが、俺の宿題だ」

「あンだと？」

「遊び半分で虚力ネガスペルに手を出しやがって！」

　瞬しゆん間かん、俺は目覚めた。全身から赤い閃せん光こうがほとばしり、俺の四し肢しを覆おおい尽つくす。光は生き物の如ごとく吼え猛たけり、ばりばりばりっ！　と勢いよく爆はぜた。

　▼領域因子ポテンシア、活性化完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四肢〉自動発動。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動。

　五体に術が行き渡ると、俺の髪かみは閃光にあおられ、勢いよく逆立った。その姿に、ギャングたちは這はったまま逃にげ出している。

「こいつ、まさか！」

「制服着てねえから分からなかったぜ……てめ、あの高校の生徒か！」

「ああ、そうだ。異相ネガスフイアを狩るのが、俺たち領域士イグザルタスの使命……」

　低く吼えて、俺は拳を握った。

「西浜学園一年Ａ組、宇う牙が神じんリョウト、誅ちゆう殺さつ開始！」




　異相と呼ばれる異世界があると云う。

　それがどこにあって、どんな意志を持っているかは分からない。だが異相は、数千年前から俺たちの世界を蝕むしばみ、異相に与くみする者に虚力と虚攻体を与あたえて、人類社会の破は壊かいと征せい服ふくを目もく論ろんできた。

　しかし人類にも、異相と戦う術大系……九領域イグザルト・ナインがあった。

《滅めつ殺さつ》は攻こう撃げきを司つかさどり、異相を破壊する術。

《鎮ちん守じゆ》は防ぼう御ぎよを司り、異相を撃退する術。

《神しん智ち》は知識を司り、情報を収集・解かい析せきする術。

《心しん魂こん》は精神を司り、思考と感情を操る術。

《霊れい命めい》は生死を司り、傷病を治ち癒ゆする術。

《創そう成せい》は物質を司り、武具を製作する術。

《苦く行ぎよう》は肉体を司り、強化・変容する術。

《流りゆう刻こく》は時空を司り、時間と空間を遊泳する術。

《星せい練れん》は惑わく星せいを司り、元げん素そと自然を操る術。

　一○万以上にも及およぶ九領域の術を行使できるのは、人間が持つ異相に反発する力……領域因子を多量に有し、術を取得した者のみ。

　それが領域士であり、俺も《苦行》と《滅殺》を修めた術者だった。




　虚攻体が再び、走った。

　がきんがきん！　と金属の足音を響ひびかせ、俺めがけて長剣を突き入れる。

　けど、俺の視界に映る虚攻体は、もうスローモーションでしかない。第一難度の《苦行》感覚拡張術〈ヴァインの賢しき耳目〉によって五感は研とぎ澄すまされ、俊しゆん敏びんな虚攻体すら静止画像に思えた。切っ先が迫るスピードもあくびが出るほど鈍のろい。

　その間に俺は、腕うでから黒い閃光……《滅殺》の術光オーラをほとばしらせた。うねる術光は、一瞬にして十数メートルの鎖くさりへと変へん貌ぼうする。俺は、第三難度の《滅殺》遠えん距きよ離り打撃術〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉を、虚攻体めがけて打ち込んだ。

「こんなモノ、おもちゃにしやがって！」

　第一難度の《苦行》肉体変容術〈サロスの勁悍なる四肢〉は、俺に常人を超こえた膂りよ力りよくと反射神経を与えていた。虚攻体を上回る速さで鎖をぶん回し、鞭むちのようにしなった術を、虚攻体の頭頂に叩たたき込む。

　すると兜が砕け、〈グラシアの憎まれし鉄鎖〉は、そのまま虚攻体を真っ二つに斬きり裂さいた。あが、あが、あがががががが！　と虚攻体が絶ぜつ叫きようを放つ。そして爆発。炎と爆風を撒まき、虚攻体は跡あと形かたもなく消し飛んだ。

　後には、呆ぼう然ぜんとするギャングだけが残されていた。

「う、噓うそだろ、ジョウさんの虚攻体が……」

「たった一発で……」

　ジョウさんも、がちがち歯を震ふるわせながらその場に立ちつくす。

「宇牙神だと……まさか桜さくら野のの領派クラン……」

「俺の実家がなにか？」

「《独どく断だん戦せん巧こう》宇牙神リョウトか！」

　ようやく気づき、ジョウさんは後ずさる。

　俺はすべての術を閉じると、ギャングたちを一いち瞥べつした。

「西浜学園・対異相任務・第六八四号事件。西浜市周辺にて虚攻体を使った恐喝・暴行・強ごう盗とうを繰り返すストリート・ギャングを拘こう禁きんせよ。これが俺の宿題。一単位取得……ま、そんな大義名分がなくたって、お前らは俺が許さない」

　術光も解き、俺は続けた。

「お前らの身み柄がらは、西浜市の管かん轄かつ領派、聖しよう護ご院いん家に引き渡す。たとえ未成年でも、異相犯罪ネガクライムには執しつ行こう猶ゆう予よも情状酌しやく量りようもまずつかない」

　ギャングたちの慄りつ然ぜんが激しくなった。自分たちの末路を考えれば、失禁したっておかしくない。

　だがジョウさんは、いきなり胸むな元もとのホルスターから黒い拳けん銃じゆうを引っこ抜ぬいた。コルト・モデル・アナコンダ。銃身は短いが、シリンダーにはマグナム弾だんがびっちり詰つまってる。それを両手で握にぎり、ジョウさんは俺に狙ねらいを定めた。

「捕つかまってたまるか！　異相犯罪でパクられたら、戦地送りじゃねえか！」

　その通り。恐おそらく激戦地・北米戦線辺りに移送されて、戦場での奉ほう仕し活動を強制されるだろう。無事に刑けい期きを勤め上げて、帰き還かんできる者は一割に満たず。

　けど俺は、同情なんてしなかった。

「知ってるなら、なぜ手を染めた！　異相の力は、お前らを怨痕者アンガーにしちまうんだぞ！　そうなったらもう人間じゃなくなる！」

「俺は、力が欲しかったんだよ！　お前らみたいな力が！　なんでもできる力が！」

　ジョウさんの指が引き金トリガーにかかる。

「領域士なんてムカつくんだよ！　自分たちだけ力を使いやがって！　お前ら、力を独どく占せんしてえんだろ！　だから俺たちが力、使うのが気にくわねえんだ！　そうだろ！」

　ぶるぶる震える指が、徐じよ々じよに動き出す。

　でも焦あせる必要はない。たとえジョウさんが引き金を引いても、〈サロスの勁悍なる四肢〉と〈ヴァインの賢しき耳目〉を再起動すれば、銃弾は避さけられる。

　ただしジョウさんは、どう見ても拳銃に慣れちゃいなかった。まして恐きよう怖ふに震えてる。シロウトの弾たまほど、予測不可能で厄やつ介かいなモノはない。そして錯さく乱らんしたまま、ジョウさんの指が動いた。

「お前らばっかり！　お前らばっかり！」

　がくんと引き金が絞しぼられる。俺は身構え、再び術を……

　その瞬間、風を切る飛ひ翔しよう音が接近した。

　どこからともなく、回転する『あれ』が猛速度で飛んでくる。続けてぎぃん！　と云いう金属音。ジョウさんの手から火花が散り、両断された拳銃が地面に落ちた。

「ぎひいいいっっ！」

　切断の瞬間、ジョウさんは手の肉も削そがれたらしい。したたる血を押さえ、ギャングはその場に崩くずれ落ちた。

　そしてすべてを成し遂とげた『あれ』は、ブーメランのような軌き跡せきを描えがき、持ち主……松下小春の手に戻もどっていた。

「この力には、目的があります」

　風車のような剣けん……の領域兵器アームズ、紅煉獄三叉剣トライブレードを受け止め、小春はジョウさんに歩み寄った。

「私たちが使う九領域の術は、地球を蝕む異相と戦い、人類を守る力。決して己おのれのために使ってはならない。しかしあなた方は、異相の力を私利私欲に用いた」

　怒いかりを込めて、小春は続けた。

「何の罪もない人を傷つけ、異相に加担した罪は重大です。おとなしく罪を償つぐないなさい」

　小春の眼光は、峻しゆん烈れつ。凜りんと響く声こわ音ねに、ギャングたちもその場にへたり込む。

　けど俺は、不満を顔に表した。

「言ったはずだぞ、手を出すなって」

「申し訳ございません。ですが若さまが撃うたれぬよう、お助けしたつもりです」

「また子こ供ども扱あつかいか！　あれぐらい避けられるって、お前にも分かってただろ？」

「それが……勝手にこの手が動いたのです。この人たちを見ていたら、つい……」

　小春は、自分でも不思議そうにつぶやく。

　でも俺は、その答えに妙みように納なつ得とくした。

「条件反射だな。異相を見たら、黙だまっていられない……やっぱお前、骨の髄ずいまでうちの掟おきてが染しみついてるだろ？」

「と申されますと？」

「傍ぼう観かんはしない……それが俺たち、宇牙神家の領域士だからな」

　俺は、次こそ一人で宿題かたづけてやると誓ちかいつつも、この律りち儀ぎすぎるかしずきがいる間はそれも無理だと諦あきらめるのだった。




　季節は、五月の半ばを過ぎていた。

　俺……宇牙神リョウトが西浜市にやって来て一ヶ月半。この海沿いの新興住宅地にも新緑が芽め吹ぶき、東とう京きよう湾わんから吹ふく風も暖かくなっていた。

　元々、俺はこの街の生まれじゃない。実家は、隣となりの桜野市。だけど両親がうざくて、高校入学と同時に西浜駅近くで一人暮らしを始めたのだ。

　しかし俺の前には、実家……由ゆい緒しよある領域士の一族・宇牙神家……から派は遣けんされたかしずき、松下小春が現れた。

　小春は、ぱっと見だけなら金きん髪ぱつの美少女だけど、性格は頑がん固こ一いつ徹てつ。融ゆう通ずうなんて利ききやしない。それだけでも堅かた苦くるしいのに、俺と同じ西浜学園一年Ａ組にも籍せきを置き、クラスメイトとして授業も一いつ緒しよに受けている。

　正直、これはキツい。毎日午前三時から叩き起こされ、足あし腰こしが立たなくなるまで朝のスパルタ修しゆ行ぎようだ。

　たとえ逃にげようとしても、小春は《苦行》を第四難度、《滅殺》を第二難度まで会え得とくした領域士。《苦行》を第一難度しか修めていない俺では、抵てい抗こうも脱だつ走そうも無益である。

　さらに小春は、ゲーム理論を基もとにした対異相戦略の達人で、俺の行動をことごとく予測しやがる。サボろうとすれば先回りし、ごまかそうとすれば即そく座ざに見み抜ぬく。

　まったく、かしずきには適任すぎる少女なのだ。がっくし。




　さらにひとつ屋根の下で暮らしてる以上、時には小春の風ふ呂ろ上がりバスタオル姿を見てしまう可能性もあるが、幸いその危機は今んとこ回かい避ひされてるし、俺も小春の入浴タイムには接近しないよう心がけている。

　なにしろ小春は、意外にその……何と申しますか、一五歳にしては立派なプロポーションをしてる（ほぼ想像）し、特に胸なんか日々素す敵てきに成長してるらしい（これも想像）ので、いたいけな俺には刺し激げきが強すぎるのだ。

　まったく、どうしてこんな同居生活になったんだか……




　けど、そうまでして俺が心配されるのには理由がある。

　なにしろ俺は、三年前にある事件を起こし、南極監かん獄ごくに収監されてた身だ。そして何より問題なのは、俺がその事件を忘れたって事。

　忘ぼう却きやくしたのは、たった二秒。だけどその間に、俺は大切な人を失ってしまった。

　大切な、最初のかしずきを。




「……若さま？　どうかなさいましたか、若さま？」

　呼ばれて、俺は我に返った。

　早朝。俺たちが上る坂道は、学校へと続いてる。いつもの登校風景の中、小春は俺の顔をじっと見つめた。

「何か考え事でございますか？　さっきからぼんやりしておいでです」

「いや、なんでもない。ただ朝の修行で腰が痛いだけだ。なあ、もうちょいメニュー軽くしない？」

「なりません。宇牙神家の若さまともあろう御お方かたが、未いまだに《苦行》を第一難度しか修めていないのは、不心得と云うものです。肉体を鍛きたえに鍛え、より逞たくましい《苦行》の領域士にお成りいただきませんと」

「あのさ、前々から申し上げておりますが、俺ってスパルタ特訓とか暑苦しいド根性とか、すっごい苦手なんだけど！　早朝の修行のせいで、毎日、授業中に死ぬほど眠ねむくなって、うとうとした所を、伊い坐ざ凪なぎ先生の術杖スタツフでガツーン！　と殴なぐられて、目から☆が飛び出すの、もう嫌いやなんだけど！」

「それは気合が足らぬからです。人間、気合があれば、眠気にも勝てます」

「出た、気合。俺的ＮＧワード。宇牙神家の人間って、全部その気合で済ませようとするから嫌きらいだよ」

「若さまは、その宇牙神家を継つがれるのです。皆みなの模も範はんとなるよう、気合をお示しいただきませんと。それにここ一ヶ月半の修行で、若さまは、かなり腕うでを上げられたはずです」

　うん……その事実は、否定できない。俺は、三年間のブランクを取り戻しつつある。最初はキツかった基き礎そ訓練も、徐々に身体からだが慣れ、今では難なくこなしてる。術を打つ速さや精度も上がったはず。

　それもこれも小春と修行したおかげだよな……と思ううち、俺たちは校門をくぐった。

　私立西浜学園高校……けど私立と云っても、経営母体は複数の領派クランだ。南関東を管轄する領域士の一門、つまり領派が集まって、異相と戦う学生戦せん闘とう員……学がく斗との育成用に創設した学校なのだ。

　九つの突とつ角かく堡ほを持ち、日本に上陸せんとする異相と戦う、南関東屈くつ指しの軍事拠きよ点てんでもある。別名・西浜九く稜りよう郭かく。

　そしてその校内では毎日、厄介な戦いが繰くり広げられていたのだ。




「おはよーっす」

　俺は、一年Ａ組の扉とびらをがらりと開けた。

　本当は、小春が『かしずきとしての務めです』とばかりに先に立って扉を開けたがるのだが、あまりにも俺が偉えらそうに見えるので、それは勘かん弁べんしてもらってる。

　すると、始業前の教室でおしゃべりに興じてたクラスメイトが振ふり返った。

「おはよー、宇牙神くん、松下さん」

「うーっす、宇牙神。今日、早くね？」

「宇牙神くん、昨日きのうの『九領域少女イグザルト・ガールレモン』観みた？　あの新・妹キャラ良いよねー」

「松下さん、三時間目の領域日本史、小テストらしいのよー。どこが出るかなあ？」

　俺は、おはよう星ほし村むらさん、おはよう印いん西ざい、悪いな小こ松まつ、俺あのキャラはいまいちと挨あい拶さつを返す。

　小春も、カバンからノートを取り出し、恐らく小テストは、縄じよう文もん・弥生やよい時じ代だいにおける領派の成り立ちについての問題が出るでしょうと、得意の戦略理論でヤマを張ってる。これが俺たちの日常だけど……




「おはよー、リョウちゃん、小春ちゃん。今朝けさは早いのねー」

　ゆる巻きの髪かみをなびかせ、幼なじみが登校してきた。

　弥勒みろく寺じユリ。《心しん魂こん》と《霊れい命めい》の治ち癒ゆ術を使う医療領域士だ。世せ田た谷がやの実家から、わざわざ一時間以上かけて電車通学……

　だがユリが現れると同時に、小春の眼光がぎらりと光った。

「ユリさま、真上です！」

「え、なにが……って、きゃあああっっ！」

　唐とう突とつに天てん井じようから、巨きよ大だいな蜘蛛くもの巣すが降ってきた。金色を帯びたそれは、ユリを頭から包み、一いつ瞬しゆんにして彼女の身体を搦からめ捕とってしまう。続けてユリは、網あみにかかった獲え物もののように、天井からぶら下がるハメになった。

「な、なんなのよ、これ！　リョウちゃん、助けてえ！」

「危ねえぞ、ユリ！　あんまり動くな！」

　ぶらーんぶらーんと網の中で揺ゆれるユリは、嬉うれし恥はずかしい部分が見えそで見えない状態。そこへ抜ぬけ目めのない柳やなぎ下したが一眼デジカメを構えた。

「うおお、まさか弥勒寺さんをローアングルで撮とれる日が来るとは！　目線こっちでお願いしまーす！」

「やめなさいよ、柳下くん！」

「そうよ、この変態！　女の敵！　そのデジカメこっちに渡わたしなさいってば！」

　怒おこる女子が柳下に群がり、容よう赦しやのない鉄てつ拳けんを振るいまくる。ぼかぼかどかどかっ！

「うああ、壊こわさないでくれ！　僕の西浜学園女生徒ベストショット・データが！」

「リョウちゃん、《滅めつ殺さつ》の術で柳下くんのデジカメ、木こっ端ぱ微み塵じんにして！　でないと私、お嫁よめに行けなくなる！」

　絶ぜつ叫きようが交こう錯さくする中、小春が俺の傍そばに駆かけ寄ってきた。

「若さま！」

「分かってる！　今朝は、どこのどいつだ！」

「お気をつけください、またあの方です！」

　すると天井に、四つの人ひと影かげが現れた。全員、西浜学園一年Ｂ組の女生徒。赤いジャージを身につけ、背中には忍しのび刀。さながらクノイチのような出いで立ちで、教室の天井に逆さまに立っている。

　先頭のポニーテールの女生徒は、俺を見下ろして微笑ほほえんだ。

「一年Ｂ組、風ふう魔ま千ち鶴づる！　宇牙神くん、今日こそ私と学斗隊を組んでもらうわよ！」

　学斗隊。それは、生徒同士で編制された領域士チームだ。学校の内外から対異相任務を引き受け、依い頼らいを果たして報ほう酬しゆうを得る。異相戦争ネガテイヴ・ウオーが激化した今、日本を守るのに必ひつ須すの戦闘力でもある。
















　しかし生徒の大半は、第一難度の術を覚えただけの修練士デイサイプルだ。すでに一人前の領域士である俺は、即そく戦せん力りよくと期待され、学斗隊争そう奪だつの的になってるが……

「俺は、学斗隊とか興味ねえんだ！　金欲しさに異相と戦うなんて、性しように合わねえ！」

「そんなポリシー捨てなさい！　それに学斗隊に勤めるのは、立派な社会勉強よ！」

「だからってお前と組む必要はない！」

「あら、そんな事言っていいのかしら？　断るなら、弥勒寺ユリの恥ずかしい写真を校内は勿もち論ろん、ネットにバラ撒まくわよ？」

　言うなり、風魔さんに従っていたクノイチが一いつ斉せいにデジカメのフラッシュを焚たいた。天井に張り付いたまま撮るとは、なんて無む駄だに器用な領域士なんだ！

　ユリも、必死に網の中でもがいた。

「ちょっと風魔さん！　なんで私がこんな目に遭あうのよ！」

「悪く思わないで、弥勒寺さん。宇牙神くんと組むには、どうしても人ひと質じちが必要なのよ」

「くっ、こんな網なんか……あ、あれ、なんかだんだん締しまって……」

「ほほほ！　その網は、第二難度の《創成》捕ほ縛ばく術、〈ヴァプーレイの堅かたき縛いましめ〉！　もがけばもがくほど、その柔やわ肌はだに食い込む一方ぞ！」

　しかし眩まぶしいフラッシュに挑いどむように、小春が前へ出た。「千鶴殿どの……若さまを学斗隊に誘さそうのは、この私を倒たおしてからです」

「出たわね、かしずき松下小春！　いいわ、あなたを倒して、宇牙神くんを手に入れてみせる。行くわよ！」

　叫さけぶや、風魔さんは空中で前転し、小春めがけて前まえ蹴げりを放つ。小春も、両りよう腕うでをクロスさせ、一いち撃げきをはね返した。着地した風魔さんは、すぐに拳けん撃げきを連打する。

「目め障ざわりなのよ！　あなたがいるせいで、宇牙神くんに近づけやしない！」

「人質を取るような方に、大切な若さまをお渡しできません！」

　どか！　ばき！　びし！　ぶん！　べき！

　殴おう打だ！　鉄拳！　手刀！　裏拳！　蹴り！

　小春は次々に打撃を当て、風魔さんを追い詰つめていく。て云いうか、机やクラスメイトまで吹ふっ飛ばしてるぞ！

「宇牙神、松下さんを止めろー！」

「このままじゃ一年Ａ組が全ぜん滅めつしちゃう！」

「教室が全ぜん壊かいする前に早くー！」

　みんな机の下に潜もぐり、俺に助けを求めた。

「わ、分かってる！　えーと、小春、そろそろ終わりにしろ！」

「承知しました！　むんっ！」

　小春は、渾こん身しんの回し蹴りを風魔さんに放った。目にもとまらぬ一撃で風魔さんはすっ飛び、壁かべに激げき突とつ。

「きゃああああっっ！」

「うわ、やり過ぎだ！」

　俺は、倒れる風魔さんに駆け寄り、あわてて抱だき起こした。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか、しっかりしろ！」

　俺は、埃ほこりまみれの風魔さんを、手ではたいてやった。すると風魔さんは……なぜか指を組み合わせ、俺をきゅんとした瞳ひとみで見上げたではないか。

「あの宇牙神くん……私、本当は……ずっとあなたの事、気になってたの……」

「え！」

「私と……比ひ翼よく連れん理りを組んでくれない？」

　一瞬……俺は、硬こう直ちよくした。

　比翼連理。一翼しか持たない雌し雄ゆうの鳥が、互たがいの羽を用いて、一体となって飛ぶ様を言う。転じて、終生共に戦うと誓ちかった男女の領域士を指す。通つう称しようおしどり。

　けど比翼連理を組むって事は、単なる領域士コンビどころか、彼氏彼女、恋こい人びと……いやいや結けつ婚こんして夫婦になろうねって云うプロポーズに近い。当然、クラスも沸わき立った。

「さすが宇牙神！　学斗隊だけじゃなく、比翼連理まで申し込まれるとは！」

「しかもこれで入学以来一八人目！　だけど畜ちく生しよう！　涙なみだが止まらないのは何故なぜだ！　俺なんかまだ一人も……」

「嘆なげくな！　まだ宇牙神は、ＯＫしてないぞ！　それにこの状じよう況きようを、弥勒寺さんと松下さんが許すはずがない！」

　横よこ田たが叫んだ通り、頭上から怒いかりの叫びが聞こえてきた。

「ちょっと、風魔さん！　どさくさに紛まぎれてなに雰ふん囲い気き出してんの！　リョウちゃんも手ぇ放しなさいよお！」

「若さま！　そのような方と比翼連理を組んではなりません！」

　さらに風魔さんのお仲間クノイチも天井から飛び降りてきた。

「騙だまされないで、宇牙神くん！」

「本当は千鶴、宇牙神くんの力を借りて、荒あら稼かせぎしたいだけなのよ！」

「それに宇牙神くんは、あたしたちで共有する約束！　千鶴、抜け駆けはなしよ！」

　言われて、風魔さんの表情が一変した。

「だってせっかくのチャンスだもん！　本当は、宇牙神くんを独ひとり占じめしたいもん！　嫉しつ妬とするなんて醜みにくいわよ、みんな！」

「どの口が言うのよ、どの口が！」

「ちょっと優しくされたからって、イイ気になっちゃってえ！」

「だいたい、千鶴はねえ！」

　なぜか一年Ａ組の教室で、一年Ｂ組クノイチの乱らん闘とうが始まった。

　その傍で、俺は愕がく然ぜんと肩かたを落とす。

　……まただ。疑いたくはなかったけど、やっぱり今回も金目当てだったんだ。

　そこへ、学級委員の片かた岡おか光みつ也や……通称、ミィさんが入ってきた。

「みんなー、もう予よ鈴れいが鳴ったの聞こえなかったの……って、なにこれええっっ！」

　ミィさんが悲鳴をあげるのも無理はない。

　なにせ机は小春に吹っ飛ばされ、天井からユリがぶら下がり、教室の真ん中では隣となりのクラスの女の子同士が戦っているのだから。

　そしてクノイチたちも、教室に迫せまる緊きん張ちよう感かんを察知した。

「まずいっ、もうこんな時間！」

「このままでは、Ａ組の残ざん虐ぎやくサディスト女教師に見つかってしまうわ！」

「そうなったら、全員血祭り！」

「宇牙神くん、今日はここまでにしとくわ！　でも私、諦あきらめないからー！」

　風魔さんたちは捨て台詞ぜりふを残し、びゅんっ！　とその場からかき消える。

　代わって、廊ろう下かにヒールの足音が響ひびき、俺たちの担任、伊坐凪レイラ先生が教室に入ってきた。

「皆みなさん、おはよう……あら……？」

　先生は、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた目で、教室を一いち瞥べつした。一年Ａ組に、絶対零れい度どの緊きん迫ぱく感かんが張り詰める。だが伊坐凪先生は、満面の笑み。いつもの白ワイシャツ＋タイトスカートで、もってりした胸むな元もとを揺すぶった。

「ふふふっ……今朝けさは、ずいぶん楽しそうな事をしてるのね？　弥勒寺さんを天井から吊つるして、みんなでいたぶるなんて……ああ、なんてステキな姿なの、弥勒寺さん……でもどうせなら、こんな網より荒あら縄なわの方が……」

「違ちがいます、先生！　あたしには、そんな変態趣しゆ味み……じゃなくて先生が求める高貴かつ耽たん美びな趣味はありません！」

「そうです、これは一年Ｂ組の奴やつらが……あーっと、そんな事より俺、昨夜ゆうべ、宿題になってた不良を捕縛したので……」

　だがはぐらかしの途と中ちゆうで……どごーん！　と、先生は術杖スタツフを壁に叩たたきつけた。一年Ａ組、全員硬直。先生は、女によ体たいが絡からまったエロティックな術杖をさすり、俺たちを見み渡わたした。

「つまりあなたたちは、主人と奴ど隷れい、支配と隷属について、勝手に学習していたのね。この私を、除のけ者にして！」

「先生、観点が違うような気が……どうせなら、俺たちが教室をめちゃくちゃにした事を怒ってください！」

「お黙だまりなさい、宇牙神くん。こうなれば一時間目からお仕置きよ。全員、ジャージに着替えて第五突とつ角かく堡ほに集合！　本当の苦痛がどんなものか、たっぷり教えてあげるわ……ふふふ……ふふふ……ふふふふふふっ！」

　伊坐凪先生の高笑いを聞きながら、俺たちは力なくヘタり込んだ。

　これも俺たちの日常。一年Ａ組に、平和はない。




　昼休み。西浜学園の校庭では、生徒たちがフットサルやバレーボールに興じていた。広い芝しば生ふでも、仲良しグループが弁当を広げる姿が目に入る。

　俺も同様に、小春やユリたちと芝生で弁当を食べてるが、目の前には、赤い短たん髪ぱつ、腰こしに戦闘ウオー・剃刀レイザーを携たずさえたピアス野や郎ろうも寝ねそべっていたのだ。

「朝から松下さんが教室半壊させて、天てん井じようから弥勒寺さん吊したのに伊坐凪先生をハブったって？　みんな、マトモに授業受ける気あんのかよ？」

「遅ち刻こくしたお前が言うな、エルヒコ！　お前がいない間に俺たち、二限ぶっ通しでシゴかれたんだぞ！　今日は伊坐凪先生、実じつ弾だん、四割だぞ！　避よけられなかった鎌かま田たと[image: 辻]つじ谷たには保健室送りだぞ！」

　俺が声を震ふるわせても、矢や野のエルヒコは大あくびをかますだけだった。

「怒んな、宇牙神。俺、まだ眠ねむくてよ。実は一晩かけて、新型虚攻体ラガマフイン二○○体を撃破したんだ。けどさすが俺。見事、無傷で完勝したぜ。もっともあまりの疲ひ労ろうについ眠っちまったのだ。仕方ねーだろ」

「えーと……今のを翻ほん訳やくすると『新発売のシューティングゲーム・イグザルトギア４を買ってきたら、つい面おも白しろくて朝まで遊んじゃって、起きたら昼前でした』って事？」

　ミィさんのナイス解説に、エルヒコが牙を剝むく。

「てめ、俺の部屋に監かん視しカメラでも仕込んでんのか！　いや違うな。ドＭのお前は、見るよりも見られたい方……まさかてめ、伊坐凪先生に監視されたい願望とかねーだろな？」

「そんなのないってばー。だって監視されるより、直接、言葉で責め……」

「このドＭ学級委員が！」

　俺は、いつものミニコントを眺ながめつつ、小春が作ってくれたシャケの塩焼き弁当を突つっついた。

「だけど困ったな。まだ俺を勧かん誘ゆうしようって学がく斗と隊がいるんだから。俺、どこにも入る気ないのに」

「致いたし方かたございません。やはり若さまのお力は、一年生の中でも抜ぬきんでてございます。この先も、争そう奪だつの的になるでしょう」

　小春も、芝生にきちんと正座して、緑茶をすする。

「ですが若さまは、安心して授業と修しゆ行ぎようにご専念ください。もし比翼連理を申し込まれた場合は、お相手を慎しん重ちように吟ぎん味みなさるのが宇牙神家らしいお振ふる舞まいかと」

「俺もそう思うけど、お前が教室を半壊させるのはどうかと思うし、Ａ組のみんなにも迷めい惑わくかけるのは、宇牙神家らしくないお振る舞いだと思うぞ」

　俺は気持ちを鎮しずめるように、食後の一いつ杯ぱいを口に運んだ。勿もち論ろん、森もり北きた美み空くさんのコーヒーである。

　森北さんは、小こ柄がらで華きや奢しやだけど、歴れつきとした《星せい練れん》の修練士デイサイプルだ。西浜駅前で、姉の沙さ織おりさんと経営するカフェ『ラピスラズリ』は、コーヒー豆の品しな揃ぞろえ・焙ばい煎せん技術・淹いれ方・接客において、俺の中での素す敵てきカフェ・ランキング第一位なのだ。

　森北さんは、その店で淹れてきてくれたコーヒーを、魔ま法ほう瓶びんから俺のマグカップに注ついでくれた。

「宇牙神くん、いつも勧誘ばっかりで大変そう……」

「うん。ありがたい話だけど、小春の言う通り、しばらくは修行に専念するよ」

「でもいつかは……」

「そりゃあ将来、誰だれかを比翼連理に選ぶかもしれないけどさ……それはだいぶ先のような気がするよ」

　俺は、コーヒーを飲んでつぶやいた。

　すると俺の言葉を聞いて、急にユリが居住まいを正した。

「リョウちゃん、本当に……いつか誰かを選ぶの？」

　唐とう突とつな問いかけだった。

　ユリの瞳は、やけに深刻な色。声も問い詰つめるようで、表情も強こわばっている。

　正直、動どう揺ようした。どうしてユリがそんな事訊くのか、俺には分かっていたと思う。

　だから俺は何も言わず、黙りこくった。

　本当は、将来なんて考えられないんだ。勿論、比翼連理も……なぜって俺は……




　　　　＊　＊　＊




　西浜駅前のオープンカフェ『ラピスラズリ』は、豆にこだわったコーヒーが人気で、落ち着いた店内の雰囲気も好まれ、多くの常連客が通う西浜の名店のひとつである。

　しかしランチタイムを過ぎれば客も減り、オーナーの森北沙織もようやく人ひと心地ごこちつけた。これから小一時間はお客さんも混まないだろうし、洗い物が済んだら焙煎を……と思いつつ、店内に残る唯ゆい一いつの客、テラス席のカップルに目をやった。

　男は長身、スーツにサングラス。書類を眺め、食後のコーヒーを口に運んでいる。

　一方の女も長身、長い茶髪、タンクトップにジーンズ。スタイルも良く、快活なファッションモデル然とした容姿だ。

　妙みように絵になるカップルだが、接客に慣れた沙織の目には、二人ともどこか異質なたたずまいに見える。落ち着いているようで張り詰めた雰囲気。あの緊張感は誰に向けられているのかしら？

　しかし沙織は、職業意識からそれ以上の詮せん索さくはせず、洗い物に向き直った。

　その二人に観察されているとも知らずに。




「見られてるわよ、私たち」

「分かってる。《神しん智ち》は、すべてを見通すからな」

　宇牙神家筆頭領域士、戦せん崎ざきツカサはコーヒーを口に運んだ。知識を司つかさどる《神智》領域士にすれば、たとえ背中を向けていても、一いつ般ぱん人じん（この場合、森北沙織）の視線に気づくくらい簡単な事だった。

　そして戦崎と比翼連理を組む《流りゆう刻こく》領域士の女も、森北沙織の無害さを察していた。

「あれが若さまを誘ゆう惑わくしかけた人？　確かに美人だけど、あんまり色いろ事ごと向きには見えないわね。もっとも若さまは子供だから、ああいう年上に迫られたら、たまんなくなっちゃうかも。ふふふっ」

「若さまを愚ぐ弄ろうするのはよせ。あの年頃は誰でも女性に対して敏びん感かんだ。そこを衝ついてきた介罪人クリミナルこそ狡こう猾かつと言うべきだろう」

「まだこだわってるの、この前の事件？」

「ああ、確かめるべきだろう。まだ若が狙ねらわれているかどうか……」

　戦崎は、書類を繰くる手を止めた。

　読んでいたのは、一ヶ月半前、リョウトが介罪人に襲しゆう撃げきされた異相犯罪ネガクライムの公式最終報告書。介罪人《錆びた釘ラステイネイル》は、森北沙織に虚力ネガスペルを打って吸魂者プリズナーとしたが、幸いリョウトと小春の活かつ躍やくによって《錆びた釘》は誅ちゆう殺さつされ、沙織も無事に快復したのだが……

「《錆びた釘》は、若が日本に帰国すると同時に襲撃を実行した。しかし若の帰国時期、西浜学園への入学は宇牙神家でも知る者が少なく、それを突き止めるには、相当な情報収集力が必要だ」

「でも報告書にも書いてあるけど、《錆びた釘》は変化を操る第Ⅶ系統の介罪人ね」

「ああ、情報収集なら第Ⅲ系統だからな。つまり《錆びた釘》には他ほかにも協力者がいる。そいつは恐おそらく、まだ西浜市内にいて若を監視しているはずだ」

「それが森北沙織さんだって言うの？」

「いや違うな。気づかれないよう虚力走査術を施ほどこしたが、彼女は無関係だったよ」

「あんなおとなしそうな人を疑うなんて念が入りすぎてるわね」

「被ひ害がい者しやを装って近づくぐらい、介罪人ならやりかねん。そう思えるほど、《錆びた釘》は若の秘密を知りたがっていた。若がなくされた二秒間の記き憶おくを……だが、それを知りたいのはこちらも同じだ」

　言って戦崎は、コーヒーの苦みを嚙かみしめるように表情を歪ゆがめた。

「三年前、若は渋しぶ谷やに買い物に出られた。かしずきのグレン・アクスフォードと……俺は、今でも悔くいてるよ。あの時、俺も一いつ緒しよに付いて行くべきだったと」

「歴史にもしもは無いのよ、ツカサさん。あの日、私たちは北米戦線に遠えん征せい中だったでしょ。たとえ桜野に残っていたとしても、大勢の取り巻きを嫌きらう若さまだもの。きっと『付いてくるな』って言ったわよ」

　女は、《流刻》の領域士らしい口くち癖ぐせを交えてなだめる。それでも戦崎の思いは癒いやされなかった。

「しかし俺には解げせんのだ。たかが買い物に行っただけで、アクスフォードが死に、若さまは九軍帥ストラテゴ・ナイン預かりとなって南極へ送られた。その間の調査、査問、審しん判ぱん、すべて宇牙神家の人間はシャットアウトされ、最後に通達だけが突きつけられた」

　戦崎は、その忌いまわしき文面を呻うめいた。

「九軍帥勅ちよく令れい。宇牙神リョウトは、渋谷の街中で術暴走を引き起こし、かしずきのアクスフォード他多くの民間人を巻き添ぞえにし、事故死させた。よって南極監かん獄ごくに収監する。そして宇牙神リョウトの事件の一いつ切さいを非公開とし、箝かん口こう第九号事件と呼ぶと……」
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「はい、注目ー！」

　伊坐凪先生が、術杖スタツフの先でごつんごつんと床ゆかを突っつき、なぜか臨時ホームルームが始まった。先生は、咳せき払ばらいをひとつ。

「来週、あなた方一年生は、毎年恒こう例れいの学年キャンプを行います。旅程は二泊はく三日。クラスメイト同士、協力し合い、お互たがいの友情と信しん頼らいを深めるのが目的です」

　学年キャンプ？　へえー、そんな行事もあるのか。普ふ通つうの高校みたいだな、と俺が教室の最後列・窓まど際ぎわ席で思った途と端たん……

「ついに来たぞ、学年キャンプ！」

「俺は、この日を待ってたぜー！」

　教室中に、うおおー！　ひゅーひゅー！　と云いう歓かん喜きの叫さけびと口笛が沸わき起こった。同時に無数のクラッカーが鳴り、教室中に紙かみ吹雪ふぶきが乱らん舞ぶ。吹すい奏そう学斗隊の竹たけ内うちが高らかにトランペットを吹ふき鳴らし、鎌田と仙せん堂どうは感かん極きわまって号ごう泣きゆうだ。

「やっと……やっと俺たちにもチャンスが巡めぐってくるんだな……ぐすっ」

「泣くなよ。入学して一ヶ月半……今までは宇牙神の独どく壇だん場じようだったけど、これで僕たちにも春が来るかもしれないんだ」

「そうだとも！　一年Ａ組の男は、宇牙神だけじゃないってとこを見せてやろうぜ！」

　なにそれ？　なんか俺が引き合いに出されてるけど、さっぱり話が見えねー。しかも男子だけでなく、女子まできゃあきゃあと浮うかれまくっている。

「ど、どうしよ……私まだ、心の準備ができてなーい。身体からだの方はＯＫだけど」

「嫌いやーねー、そういう言い方。でも超ちよう期待しちゃうー」

「ねえねえ、奥おく園ぞのさんは誰だれ狙ねらい？」

　確かに学校を離はなれてキャンプなんて楽しいと思う。けどみんなの様子は尋じん常じようじゃなく、妙な色気とフェロモンまで撒まき散らしてる。

　俺は、隣となりの小春にささやいた。

「なあ、なんでみんな、こんなに喜んでるんだ？　たかがキャンプだろ？」

「さあ……あいにく私にも分かりません。しかし教室中に妙な邪じや念ねんが渦うず巻まいております。お気をつけを」

「そんな大おお袈げ裟さな話じゃねーだろ」

　すると、斜ななめ右の席に座る星村まなみさんが、俺たちに振り返った。

「二人とも知らないの？　一年生キャンプって、毎年たくさんカップルができるので有名なのよ」

「は？」

「クラスの親しん睦ぼくを深めるってのは、表向きの理由。本当は、二泊三日のうちにたくさんカップルを作って、将来は結けつ婚こんしてもらおうって云う学校側のはからいなのよ。言ってみれば、合コンキャンプ？」

　……そういう事か。

　確かに、領域士同士は、早く結婚し、有能な領域士を産み育てるよう期待されてる。領域士が絶えれば、人類を守る人材も絶えてしまうからだ。

　大昔の領域士は、次世代の領域士を産み増やすために強制的に一五、六歳で結婚させられたって話だし、本人の意志を尊重するだけ現代の方がマシなんだろう。

　実際、西浜学園でも学生結婚や生徒の出産も珍めずらしくないし、育児ルームも完備され、育児学がく斗と隊もあるほどだ。

　でも俺は、はふっとため息をついた。

「けどよ、全員がカップル成立するワケじゃないんだろ？」

　そう言った瞬しゆん間かん……浮かれきっていたクラスメイトのテンションがしーんと鎮しずまり、冷たい視線が俺に突つき刺ささった。

「くそっ、宇牙神の奴やつ、冷れい酷こくな現実を言いやがって！」

「空気読め！」

「確かに彼女ができるか分かんないけど、今は夢と希望に浸ひたりたいんだよ！」

「モテるからって、調子に乗るな！」

「待て、ここは我が慢まんして宇牙神を利用するんだ。きっとキャンプ中は、宇牙神目当てに、大勢の女子が一年Ａ組に来るだろう。その目に、俺たちが留まる可能性も十分ある！」

「名付けて、宇牙神・人寄せパンダ作戦！」

「それまでは生かしておくか……くくくっ」

　いかん、男子の顔が殺気に満ちている！　しかも陰いん謀ぼうじみた妄もう想そうは、女子にまで波は及きゆうしていた。

「ねえ、宇牙神くん狙いの女の子がたくさん来るなら……」

「逆に他のクラスの男子は、手て薄うすになるって事よ！」

「なるほど。宇牙神くんを囮おとりにして、その隙すきに他クラスを攻めればいいのね！」

「どうせ宇牙神くんは、弥勒寺さんに取られそうだし。ここはひとつ妥だ協きようして別クラスの男の子を……」

「名付けて、宇牙神くん・生いけ贄にえ囮作戦！」

「それまでは生かしておきましょう……ふふふふふっ」

　まずい、女子たちの顔もカップル幻げん想そうに取り憑つかれてる！　俺はこれ以上、不用意な発言をしないよう黙だまるしかない。

　と、学級委員のミィさんが、手を挙げた。

「伊坐凪先生、今年のキャンプ地は、どこですか？」

　先生は教室を見み渡わたし、くいっと黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの縁を持ち上げた。

「河かわ口ぐち湖こ畔はんの富ふ士じドリームパークよ。今はリニューアル準備で長期閉園中だけど、きっと楽しい二泊三日になるわね」

　再び、教室に歓声。もう一度舞まう紙吹雪を、俺は呆ぼう然ぜんと見上げるだけだった。

　でも、ふと視線を戻もどした時……ユリと目が合った。幼なじみは、両手で頰ほお杖づえをつき、さっきから俺を見てたらしい。でもすぐに視線を外し、俺に背中を向ける。

　一いつし瞬ゆん見つめたユリの瞳ひとみは、まだ答えを待っていた。
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　戦崎ツカサは、黒くろ塗ぬりのスポーツセダン車を国道二○四号線を西へ走らせていた。助手席には、《流りゆう刻こく》の女。夕暮れの峠とうげ道みちを越こえれば、彼らの街、桜野が待っている。

　だが帰郷の感かん慨がいもなく、戦崎は苦い表情を維い持じしていた。

「俺には信じられんのだ。確かに修練士デイサイプルなら術暴走を起こす事もある。しかし若は、統とう帥すいから《苦く行ぎよう》を、相そう馬ま最高師し範はんから《滅めつ殺さつ》を学んだ一人前の領域士だったんだぞ。ミリ単位で術を打てる腕うでがありながら、術暴走などあり得ない」

「私だって信じたくないわよ。でもそれは私たちの身びいきかもしれない。それにもし若さまが本当に術暴走を起こして、大勢の人を死なせてしまったんだとしたら……確かに[image: 辻]つじ褄つまは合うのよ」

《流刻》の女は、運命を見守るように淡たん々たんと続けた。

「領域士は、人類社会を守る守護者。間違っても一いつ般ぱん人じんを傷つける事はあってはならない。それが領域憲章にも記された、私たちのゴールデン・ルール……でもそれを破った者がいたら、私たちは一般社会から厳しい制裁を受けるし九領域イグザルト・ナインの権けん威いも失しつ墜ついする。そして若さまは、ただの領域士じゃない。世界最強の領域士、九軍帥の息子むすこなのよ。それが民間人を事故死させたなんて知れたら、責任問題は……」

「当然、お父上の宇牙神統帥……つまり九軍帥《苦行》代表にも波及するだろうな。それに一般社会には、九領域の権勢を危険視する国家、思想団体も数多くある。彼らが何を言い出すかは明白だ」

「文民統制シビリアン・コントロール……九軍帥制度を廃はいして、非領域士である一般人に九領域の指揮を執とらせるでしょうね。でもシロウトの命令で今以上にうまく戦えるとは思えないわ」

「だから箝口事件にされたのか」

「[image: 辻]褄は合うって言ったでしょ」

　戦崎とて、最初は信じられぬ思いだった。

　九領域には古くから、九軍帥が自分たちに不都合な事件を揉もみ消し、隠いん蔽ぺいしていると云う噂うわさがあった。それが箝かん口こう事件だ。しかし戦崎も、まさか本当に箝口事件を通達されるとは思っていなかった。九領域の頂点に君臨する九軍帥が隠蔽だなどと……

　無論、この事実を知るのは宇牙神家でもごくわずかな領域士だけだ。しかし古くからの噂は介罪人クリミナルにも流る布ふされており、だからこそ《錆びた釘ラステイネイル》も、リョウトが失った二秒は箝口事件だと見み抜ぬいていた。そして失われた二秒の正体を知れば、九軍帥を失墜させ、九領域を滅ほろぼすことも可能だと信じていた。

「正解だったのよ、《錆びた釘》の読みは」

《流刻》の女は、夕ゆう陽ひに顔をしかめた。

「もし若さまの事件を隠蔽するなら、九軍帥は巻き添えになって死んだ全員を隠蔽したはずよ。死体も、生きていた痕こん跡せきも、恐おそらく家族の記き憶おくさえも……それが暴ばく露ろされれば、九軍帥は全員、失しつ脚きやく……断罪……」

「止やめろ。九軍帥のお一人は、俺たちの統帥なんだぞ」

「分かってるわ。でも私たちはどうすればいいのよ？　若さまの記憶を守って、事件の隠蔽に加担すればいいの？　それとも宇牙神統帥に直接お訊たずねすればいいの？　噓うそをついてるんですかって？」

「………………」

「どうすればいいのよ、《神しん智ち》はすべてを見通すんでしょ、ツカサさん！」

　すがる声に、戦崎はハンドルをきった。路ろ肩かたに車を止め、常の冷静さを取り戻すように嘆たん息そくする。

「不ふ甲が斐いないな。情報収集を司つかさどる《神智》の領域士が真実に踏ふみ込めないなんて」

「ツカサさん……」

「しかし情報を得るには、人脈も活用すべきだ。ここはひとつ、九軍帥になれそうだった方を頼たよろう」

「もしかして……相馬最高師範？」

「いや、あの方は根っからの武人だ。箝口事件の事をお聞きになった時もご立腹だったし、それで統帥とも最近、疎そ遠えんになってる。策略や裏芸に通じてない事も、愛まな弟で子しのお前が一番よく知ってるだろう」

「だったら誰を……」

　問われて、戦崎は表情を引き締しめた。

「業なり平ひら橋ばしの師し匠しようだ」
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　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件名・お元気ですか？

『どうもです。その後の経過は如何いかがですか？　儀ぎ式しきを済ませたばかりですが、体調の変化とかないですよね？』




　送信者・親和少女アフイニテイ。件名・お気き遣づかい。

『ありがとうございます。特に変化はありません。と云うより、ほとんど実感もありません。本当に私、使えるんでしょうか？』




　送信者・冥界神。件名・ご安心を。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。最初は皆みなさん、実感ないって仰おつしやいますから（絵文字で笑い）。では、お待ちかねの力を送信します。お教えした通りにインストしてください。上級者向けなので、かなり重いですけど大丈夫かな？』




　送信者・親和少女。件名・感謝。

『私が望んだ力ですから、後こう悔かいはしません。でも力をいただけるって事は、いよいよ実戦ですか？』




　送信者・冥界神。件名・始まります。

『はい、その予定です。先日オフ会でご紹しよう介かいした《月光騎ムーングロウ》さんと組んでいただこうかなと……アシスト役の《ものまね鳥モツキンバード》さんもいるので、ご心配には及およびませんよ』




　送信者・親和少女。件名・よろしくです。

『では《冥界神》さんにお任せします。ちなみに作戦は、どこで行うんですか？』




　送信者・冥界神。件名・ＦＤＲ。

『富士ドリームパークです。《親和少女》さんは一番重要な役やく所どころなので、がんばってくださいね（絵文字で応おう援えん）』




　送信者・親和少女。件名・Re:ＦＤＲ。

『ありがとうございます。きっと心おきなく戦えます。私、あそこが大だい嫌きらいですから』







　　　【Phase.2　二人ふたり一いち夜や物語】







　ああ、眠ねむい。俺おれは、バスの座席にもたれ、あくびした。

　キャンプに向かうバスは、高速道路を西へ走ってる。車窓から射さし込むのは、明るい五月の陽光……

　俺が座るのは、通路側の席だった。窓まど際ぎわには、当然のように小こ春はる。席割りは生徒同士、自由に決められたはずなのに、『かしずきは、お傍そばにいるものです』『窓際は襲しゆう撃げきの危険がございます』とか言って、強ごう引いんに俺の横に座ったのだ。警けい戒かいするにもほどがある……

　でも本当は、隣となりが小春で安心だった。なにしろ小春は、浮うかれず騒さわがずだ。それに引き替かえ、周囲では……

「なんだと、それは本当か、小こ松まつ！」

「噓じゃないよ。奥おく園ぞのさんと白しら石いしさんが、もうＣ組の男子から誘さそわれてる。現地に着いたら、一いつ緒しよにゴシックパークのドラキュラ城に行こうって」

「それ絶対、怖こわがらせて抱だきつかせる作戦じゃねえか！　見え透すいた手を！」
















「しかもだよ、奥園さんはおとなしいから、私一人じゃ不安だし、一緒について来てって星ほし村むらさんまで誘ったんだ！」

「いかん、このままではＡ組女子が他クラスに流出してしまうぞ！　なんとかせねば！」

　男子のひそひそ話は、アホらしいほど緊きん迫ぱく感かんに満ちている。

　だが寝ね返がえりを打つと、今度は女子のひそひそ話が聞こえてきた。

「ねえねえ、Ｃ組の高たか村むらくんのメアド、教えてくれる？　代わりにうちのクラスの印いん西ざいくんのメアド教えるから」

「オッケイ。じゃあ追加情報。Ｃ組の高村くんは、まだフリー。誰からも誘われてないし、攻せめるなら早い方がいいわよ」

「情報ありがと。じゃあこっちも印西くんニュース。和食より洋食派だから、肉じゃが班じゃなくカレー班に入って、お裾すそ分わけするのがアピールチャンスよ」

　こんな会話が、ここ数日学校中を飛び交かっていた。

　キャンプに行ったら一緒に遊びませんか的な誘いは数知れず。お弁当を作ってあげると微笑ほほえむ女子は星の数ほど。

　一方で、好きな女の子を争って、キャンプ前に行われた術の決けつ闘とうも数十件。現地でも恋こい人びと争そう奪だつ戦せんが予想され、術の特訓に励はげむ奴やつも大勢いた。

　しかも俺と小春は、修練士デイサイプルばかりの一年生にあって数少ない領域士イグザルタス。特訓につき合ってくれだの、代理で決闘に出てくれだの、うざいほどの懇こん願がんが殺さつ到とうしたのだ。

　勿もち論ろん、依い頼らいはすべて断った。九領域イグザルト・ナインの力を私利私欲に用いぬのが宇う牙が神じんの家訓である。

　しかしまた寝返りを打てば、今度はエルヒコの声が聞こえてきた。

「さあさあ『宇牙神は誰とつき合うのか予想ギャンブル』の締め切りも近いぜ。ガチ鉄板の第一枠わく出走は弥勒みろく寺じさんだが、賭かけるには面おも白しろみがねーよな。なに、森もり北きたさんに三〇〇〇円だと？　ほう、なかなかイイ所に目をつけるじゃねえか。宇牙神は、森北さんのコーヒーに目がねえからな。おっと、お前は松まつ下したさんに二〇〇〇円だって？」

　……最低だ。

　だけど俺は、そんな事よりユリが気になっていた。

　最近、ユリとはあまり口をきいていない。

　無論あの日、問いかけられてからずっとだ。

　ユリが本当は何を訊ききたがっているのか、俺は分かってるつもりだ。

　だから今も、どう答えていいか考えてる。

　本当の答えなんて、俺も知らないのに……
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　東京都墨すみ田だ区く業なり平ひら。業平橋の名でも呼ばれるその街は、元々隅すみ田だ川がわを挟はさんで浅あさ草くさの対岸に位置する下町であり、本ほん所じよ、向むこう島じまと共に昭しよう和わの香かおりを色いろ濃こく残す地域だった。しかし第二東京タワー、通つう称しよう東京スカイツリーの建設に伴ともなって盛さかんに再開発が行われ、今では往時の景観も消えている。

　ところがその業平橋の一角に、まるで異界への入口めいた細い路地があった。古くからの住人のみが知ると言われるその路地には古びた日本家屋が連なり、鉢はち植うえの花が咲さき乱れ、子供たちが駆かけ回っていた。老人たちは縁えん台だいで将しよう棋ぎを指し、話好きの主婦らが歯切れの良い言葉で井い戸ど端ばた会議に興じている。

　戦せん崎ざきツカサは数年ぶりにこの路地に入り、まるで五○年前だなと思い、スーツにサングラスの自分が浮きまくっている事に気づくのだが、服装を替える気はまるで無く、それ故ゆえに顔見知りの主婦に捕ほ捉そくされてしまった。

「あら戦崎さん、久しぶりねえ！　今日は先生んとこ？」

「ええまあ」

「やだ、お酒なんかお土産みやげにしちゃって！　でも先生、喜ぶわ。最近、奥さんにお酒止められてるから」

「でしょうね、お歳としですから」

　戦崎は愛想笑いを浮かべつつ、手土産の酒さか瓶びんをぶら提さげ、路地の一番奥にある『先生』の家を目指した。

『先生』とは、《心しん魂こん》と《霊れい命めい》に通じた領域士だが、すでに引退しており、今ではこの路地で妻と余生を過ごしながらも、術を用いて町医者のような事をやっている。この路地の住人にとっては、ちょっと酒好きで、しかし腕うでのいい医療領域士なのだろう。

　だが戦崎は、緊きん張ちようを隠かくして『先生』の鄙ひなびた家の玄げん関かんをくぐった。狭せまい庭には、枝えだ振ぶりの良い松と小さな池。泳ぐ鯉こいも、主人同様どこかふてぶてしい。

　その庭で昔、幼いリョウトが遊んでいた姿を思い出しながら、戦崎は呼ばわった。

「師匠、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「おゥ、戦崎か。開いてるよ、入へェんな」

　奥から『先生』の嗄しわがれた声が応こたえると、戦崎は勝手知ったる家に上がりこんだ。

『先生』の家の表札には、『弥勒寺孝こう蔵ぞう』とあった。
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「さ、着いたわ、皆さん。ここが富ふ士じドリームパークよ」

　バスに揺ゆられて、数時間。俺たちは、ようやく河かわ口ぐち湖こ畔はんに到とう着ちやくした。一年Ａ組も異様な熱気に満ちている。

「よーし、二泊はく三日の合コンキャンプ開始だぜ！」

「絶対、比ひ翼よく連れん理りの相手見つけてやるう！」

「自由時間、何時いつからだっけ？」

　それぞれの夢と希望を叫さけびつつ、みんなバスから降りていく。外は、五月の陽気。晴れ晴れとした空の下もと、広大なドリームパークが俺たちの前に広がっているはずだが……

「な……」「な……」

「なんじゃこりゃああああっっ！」

　全一年生、二四○名が悲鳴を上げた。

　確かに、俺たちの前には富士ドリームパークの正面ゲートが見えている。夢とファンタジーの理想郷の名にふさわしく、ゲートのキャラクター看板が『ようこそドリームパークへ！』的な愛想を振りまいてた。

　だが正確に言えば、俺たちが見たのは、ドリームパークの死し骸がいであった。正面ゲートは崩ほう落らくし、キャラクター看板は無む惨ざんに裂さけ、花時計の花か壇だんは真っ黒にしおれている。辺りには不快な瘴しよう気きも漂ただよい、その馴な染じみ深い臭においに、俺は思わずつぶやいた。

「深蝕エロードじゃないか……」

　それは異相ネガスフイアからあふれ出たエネルギーが人類世界を汚お染せんする現象。深蝕に吞のまれた土地は、異相に汚染され、深蝕の度合いが深ければ、人間の居住もかなわない。すでに地球の大半……南北アメリカ大陸の東半分、オーストラリア大陸全域、東南アジア、アフリカ大陸南部は、深蝕に侵おかされている。

　小春も、ひび割れたアスファルトをつかみ取り、手で握にぎり潰つぶした。

「恐おそらくこの一帯だけ局地的な深蝕を被こうむったようです。しかも土ど壌じようへの深蝕は浅い。深蝕を受けたのはつい最近です」

　周囲からも落らく胆たんの声が聞こえてくる。

「噓うそだろー。いつ襲おそわれたんだよー」

「ドリームパークが深蝕に襲われたなんて、聞いてないわよ」

「私すっごく楽しみにしてたのにー」

　しかしバスから降りてきた伊い坐ざ凪なぎ先生は、恐ろしい台詞せりふを吐はいた。

「さあ、皆みなさん、予定通り出発しましょう」

「よ、予定通り!?」

　学級委員のミィさんがあわてて叫んだ。

「で、ですが先生、ご覧の通り、この辺りは深蝕に侵されてます！　とてもキャンプできる環かん境きようではありませんよ！」

「あら片かた岡おかくん、私に口答えする気？　あなた自分の立場を分かっているのかしら？」

「ぼ、僕はレイラ様の……」

「とにかくここがあなた方のキャンプ地よ。深蝕に侵されたこのドリームパークで、二泊三日を過ごしてもらいます！」

　先生は、怯おびえる俺たちに微笑んだ。

「深蝕が現れたのは、ちょうど二週間前……運良く閉園日だったから被ひ害がい者しやこそ少なかったけど、ドリームパークは長期閉園を余よ儀ぎなくされたわ。それを西にし浜はま学園が聞きつけ、キャンプ地として借り切ったの。いずれあなた方は、九領域の使い手として深蝕と戦う身……今のうちに深蝕に侵された土地に慣れるのも必要と思ってね」

「じ、じゃあ本当にここで……」

　俺も絶句。いくら領域士でも、汚染された土地で寝起きするのは気分が悪い。他のみんなも意い気き消しよう沈ちん。バスでの浮うかれようが噓のように肩かたを落としている。中には絶望しすぎて半笑いの奴も……。

　すると、小春が手を挙げた。

「質問がございます、先生。ここが深蝕に襲われたと、私たちの誰だれ一人ひとり、知りませんでした。もしやこの事実は、隠いん蔽ぺいされていたのでしょうか？」

「そうよ、日本統合領派本部によってね」

「深蝕に襲われた事実が広まれば、たとえドリームパークが復旧しても、来園者が激減してしまう……からですね」

「ご名答。さすが《戦せん略りやく思し考こう》松下さんね」

　伊坐凪先生の微び笑しように、俺も納なつ得とくした。

　日本を守る一○○○の領派クランを束ねる統合領派本部は、異相戦争ネガテイヴ・ウオーの総司令部と言ってもいい。それを構成するのは、日本全国から選び抜ぬかれた精せい鋭えい領域士である。異相との総力戦体制を指揮する彼らは、冷れい徹てつ無比で知られ、市民生活や経済活動を維い持じするためなら、情報操作程度はやりかねないだろう。

　伊坐凪先生は、ぶんっと術杖スタツフを振るった。

「そうと分かったら、早さつ速そく始めるわよ！　園内には、あなた方を迎むかえ撃うつ無数のトラップ、訓練用虚攻体ラガマフインが配置してあります！　その課題コースをクラス一丸となってクリアし、最後まで踏とう破はすれば単位を上げるわ！」

「ひでえーっ！」

「先生の鬼おに！　悪あく魔ま！　爆ばく乳にゆう！」

「ドＳにも、ほどがあります！　こんな事されて喜ぶのは、ミィさんだけだ！」

「それより私たちの校内恋れん愛あいは、どうなるんですか！」

　だが猛もう烈れつなブーイングに対し、先生も黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを光らせた。

「つべこべ言わずに、全員、第一ゲートに突とつ入にゆう！　一年Ａ組のコースは、特に厳しく設定しておいたわよ。何人、無事に生せい還かんできるかしらね、ほほほほほ！」

　先生の哄こう笑しようが、富士の裾すそ野のに響ひびき渡わたった途と端たん、広場に点在するキャラクターの石像が、色とりどりの攻こう撃げき術を放った。犬の口からは《滅めつ殺さつ》の魔ま弾だんが、ガチョウの嘴くちばしからは《星せい練れん》の電撃が飛んでくる。ばがんっ！　ばがんっ！　と盛大な爆発。しかも着弾点にばかでかいクレーターが出来るほどの。って事は……

「先生、あれ全部、実弾じゃないですか！」

「せっかくのキャンプですもの。生ぬるい訓練用の術より楽しいでしょう？」

　楽しいのは先生だけじゃ……と叫ぶ前に、また攻撃。

　もう俺も腹をくくって、小春と視線を合わせた。小春も力強くうなずく。

「若さま、私はあの犬を！」

「じゃあ俺はガチョウだ！」

　▼領域因子ポテンシア、活性化完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動。

　俺と小春は、全身から《苦く行ぎよう》の赤い術光オーラを放っ。肉体変容術〈サロスの勁悍なる四肢〉によって術を上回るスピードで広場を走り、視覚拡張術〈ヴァインの賢しき耳目〉で飛び来る攻撃術を捕捉する。そして小春は、自らの領域兵器アームズも起動した。

「紅煉獄三叉剣トライブレード！」

　無から生まれたように、体内に領域因子化クローズドされていた武器が、小春の手に顕けん現げんする。《苦行》の赤しやつ光こうを灯ともした剣けんを、小春は風車の如ごとく回転させ、犬の石像に斬きりつけた。轟ごう音おん。石像は一撃で両断。

「いいぞ、松下さん！」

「おかげで俺たちが楽できる！」

　クラスメイトの歓かん声せいが上がる中、俺も領域因子を右みぎ腕うでに集めた。ぎしぎしぎしと金属音を立て、腕から黒い術光がうねり出る。俺は、第三難度の《滅殺》遠えん距きよ離り打撃術〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉を振り回した。

　▼術分ぶん岐き！

　▼術分岐！

　本来、俺が使える《滅殺》術は、基本第三難度まで。だが術修正ブーストを加えれば、許容度スロツトぎりぎりの第七難度まで強化できる。

　だがすでに〈サロスの勁悍なる四肢〉と〈ヴァインの賢しき耳目〉も発動しているため、第五難度までの強化が限界だ。

　それでも三分岐させた〈グラシアの憎まれし鉄鎖〉は、一いつ閃せんするだけで三つの石像を叩たたき壊こわした。もう一度振り回し、さらに石像を三つ破は壊かい。さすがの十字砲ほう火かも半減した。

「先に行ってくれ！　ここは俺たちが潰してみせる！」

　俺は、再びクラスメイトに叫んだ。すると女子たちが……

「すっごーい！　宇牙神くんの本気！」

「ああん実力、再確認！」

「やっぱり宇牙神くんと比翼連理組みたーい！　あれ見ちゃったら、他の男の子で妥だ協きようするの、バカみたいだしー」

「そうね、宇牙神くん狙ねらいに変へん更こうしよっか」

　こ、この状じよう況きようでまだそんな事を……

　しかし女子の心境変化に、男子もすぐさま反応していた。

「まずいぞ！　楽はできたが、このままでは宇牙神の強さだけが目立ってる！」

「そうだよ！　雰ふん囲い気きは最悪になったけど、これはまだ合コンキャンプなんだ！」

「宇牙神だけにアピールさせるな！」

「そうだ、全員突撃！　ドリームマーケットまで止まるなああっっ！」

　俄が然ぜん、やる気を出した男子が、第一ゲートから我先に走り出す。当然、攻撃術も飛んでくるが怯ひるむ者はいない。《流りゆう刻こく》の瞬しゆん間かん移動術で攻撃をかわし、《鎮ちん守じゆ》の防ぼう御ぎよ術ではね返す。おお、やる気だ、一年Ａ組！　女子にモテたい一心はどうかと思うが！

「見てくれ、奥園さん、俺の勇姿を！」

「星村さん、この力で君を守る！」

「森北さん、俺にも君のコーヒーを……ぐぎゃあああっっ！」

　……あえなく、上こう月づきくんが気絶。

　すると伊坐凪先生が、嬉うれしげに叫んだ。

「さあ、負傷者が出たわ！　医い療りようや後方支し援えん担当の女子も全員、園内に入りなさい！　ほら早く早く！」

「やだ、先生、押さないでください！」

「えー、攻撃術、飛んで来てるー」

「こうなったら走るしかないわ！　宇牙神くん、援護してね！」

「分かってる、みんな早く行け！」

　叫ぶ間に、女子が急いで広場を突破する。こうして俺と小春は、クラス全員が第一ゲートをくぐるまで戦い続けたのだ……ふぅ。
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「久しぶりだな、戦崎。相変わらず気が利きくじゃねエか。ここンとこ吞のみたくて吞みたくてたまらねエんだが、かかアの奴やつ、血圧が上がるからダメだなんてヌかしやがる。そこで俺ァ、『血圧の言うコトが聞けて、亭てい主しゆの言うコトが聞けねエとはどういう料りよう簡けんだ！　血圧と亭主、どっちが大事だァ！』って言ってやったら、『いい勝負ねえ』って言いやがる。かかアの奴そのうち俺と離り縁えんして、血圧と結けつ婚こんするかもしれねェな」

　弥勒寺孝蔵はにやりと笑うや、戦崎が贈おくった日本酒をもう湯飲みに注つぎ、勢いよく呷あおってみせた。

　対座する戦崎も愛想笑いでなく、数年ぶりにこの老人の畳たたみかけるような喋しやべりに接して微笑ほほえんだ。やはりこの方は、先生より師し匠しようと呼ばれるのが似合っている。

　弥勒寺孝蔵は、領派・弥勒寺家の先代統とう帥すいである。すでに統帥の座は息子むすこに譲ゆずっているが、八○年近く一線で活かつ躍やくし、特にシベリア戦線での武名……異相に襲おそわれ、凍とう傷しようにかかりつつ退たい却きやくしていた三〇〇〇名の一いつ般ぱん市民をたった一人で治ち癒ゆし、一人残らず救命した逸いつ話わは《霊れい命めい》領域士の模も範はんとされている。

　その功績により、九軍帥ストラテゴ・ナイン《霊命》代表に推おされたとも聞くが、『ガラじゃねエ』の一言で辞退したとも噂うわさされる。真実はどうあれ、弥勒寺孝蔵らしい逸話である。

　勿もち論ろん、祖父として弥勒寺ユリに術を授さずけた他、幼いリョウト、若じやく年ねんの頃の宇牙神統帥、戦崎自身にも九領域の基き礎そを指南している。こうして隠いん棲せいした今も教えを請こう者は後を絶たず、『業平橋の師匠』と言えば九領域で知らぬ者はいない（もっとも孝蔵の士し名めいはまた別にあるのだが）。

　戦崎は、その伝説的な老人を前にして、居住まいを正した。

「師匠、実は今日参りましたのは……」

「分かってる。リョウの字の事だナ」

「さすが、ご慧けい眼がん」

「おだてるなィ。俺ァ《霊命》と《心しん魂こん》の領域士だぞ。お前めェの心ぐらい読めねェでどうする。それに孫のユリも、だいぶ気に病んでるんでナ」

「するとユリお嬢じようさんから……」

「おゥよ。いろいろ聞いたぜ。《錆びた釘ラステイネイル》は、いろいろ喋ったらしいからナ」

　戦崎も、それは予測していた。介罪人クリミナル《錆びた釘》は、人ひと質じちにした弥勒寺ユリにも、箝かん口こう事件の事を話している。祖父の耳にも入っているのは当然だ。

　そして好こう々こう爺やらしい孝蔵の目が、すうっと細まった。皺しわ深ぶかい瞼まぶたの奥に光るのは、あらゆる思考を見通す眼力。

「なあ戦崎よ、本当のところどうなンだ？　リョウの字は、記録にも残せねェような事件を起こしたのか？　それが箝口事件扱あつかいで、事件は闇やみに葬ほうむられたって話はよ」

「師匠、それだけはご勘かん弁べんを」

「なぁニ、お前ェが拒こばんでも、こっちは《心魂》でメシ食ってるんだ。今も言ったが、お前ェの心読むぐれェ造作もねエ。さあ、顔上げてみな」

「本当にご勘弁ください。これは宇牙神家の問題であり、師匠にまでご迷めい惑わくをかけるワケにはいきません」

「けどお前ェ、その話で来たんだろうが。自分は隠かくし事ごとして、俺だけに腹割らせようとは都合がいいじゃねェか。仕方ねェ、勝手に覗のぞくぜ」

「師匠！」

　途端に二人の領域士は互たがいの術光を……孝蔵は《心魂》の紫むらさきを、戦崎は《神しん智ち》の灰色を畳たたみに座したまま、放つ。だが閃せん光こうがかち合う寸前、孝蔵が苦い顔になった。

「……戦崎、お前ェ、腕うで上げたな」

「……勿もつ体たいないお言葉です」

「俺の精神走査術より速く、高位の情報防護術打つとはたいしたもンだ。それとも俺の腕が鈍なまったのかねエ」

「師匠の腕にお変わりはなく……」

「って事は、やはりお前ェの腕が上がったんだナ。もう俺には心を覗かれねエ、そう自信が付いたからうちに来たんだろうが」

「そこまでの自信はありませんでした。良くて勝ち目三割……」

「その勝算で乗り込んで来るとは、たいした度胸じゃねェか。お前ェもそろそろのれん分けの時期だな」

　のれん分け、つまり分派。領派クランから独立して統帥となり、新たな領派を興おこす事を意味する。それを弥勒寺孝蔵に認められた事は、戦崎にとっても胸が震ふるえる思いだ。

　だがすぐに賞賛を忘れ、戦崎はスーツの襟えりを整えた。

「師匠……誠まことに勝手ながら、私から事件の事は何も申し上げられません。しかし師匠も、うちの若を思って独自に調査をなさっているとお聞きしました。何か手がかりを御ご存ぞんじなら、お願いです、ご教示ください」

「本当に勝手だぜ、お前ェは」

「恥はじ知しらずの汚お名めいは、すべてこの戦崎が頂ちよう戴だいいたします。ですから何なに卒とぞ……」

　しばし、座ざ敷しきに静せい寂じやくが流れた。

　弥勒寺孝蔵は、再び酒を含ふくむと、禿はげ上がった頭を困ったように撫なで回した。

「戦崎、俺ンとこに来たのは無む駄だ足あしだぜ」

「だめですか」

「だめだな、まるで。俺もここ三年、知り合いに手ェ回してみたんだが、何にも食いつきがねエ。さすが箝口事件よ。事件の本筋は全然漏もれちゃこねエんだ」

「やはり……私も手を尽つくしましたが、一人の目もく撃げき者しやも発見できておりません。しかし事件は白昼、渋しぶ谷や駅前の交差点で起きたんですよ。目撃者が皆かい無むだなんてあり得ません」

「なら本当に、九軍帥が消しちまったンだろうよ。この世の中から、その事件をナ」

　孝蔵の言う通り、事件はリョウトの記き憶おく喪そう失しつだけではない。事件は衆人環かん視しの中で起きたはずなのに、目撃者は存在せず、あらゆる記録にも残されていない。

　戦崎は、あらためて失望を嚙かみしめた。人脈豊富な弥勒寺孝蔵に直接あたれば、あるいはと思ったのだが……

　しかし老人は、湯飲みにとくとくと酒を注ぎ始めた。

「戦崎、お前ェも宇牙神の領域士なら、こんな回り道は止やめて本丸に攻せめ込むんだナ」

「本丸……と申しますと」

「知れたこと。お前ェの統帥よ」

　言われて、戦崎は身を硬かたくした。

「それは……確かにそうですが……」

「事件の本筋を知ってるのは九軍帥だけだ。その一人がお前ェの統帥、リョウトの親父おやじじゃねェか。だったら本人に訊きくのが一番の早道じゃねェか」

「勿論、私も統帥にお訊たずねしました。しかし『その件には触ふれるな』の一点張りで……それに師匠も先日、統帥と会われて……」

「おゥよ。あの野や郎ろう、昔の恩義も忘れてスッ惚とぼけやがった。まあ多少の義理なんざ捨てなけりゃあ、九軍帥は務まらんわナ。けどもう一度、刺さし違ちがえる覚かく悟ごで訊いてみナ。それ以外に真実を探る道はねエぜ」

　その言葉を受けて、戦崎は沈ちん黙もくする。自分でも分かっていた答え。だがぶつかるにはあまりにも巨きよ大だいな師の壁かべだった。

　すると躊ちゆう躇ちよを見み透すかしたか、孝蔵がまた酒を呷った。

「サシでの勝負が怖こわいなら、助すけっ人とを連れて行け。なァに相手はあの〈苦く行ぎよう鋼こう帝てい〉だ。二対一でも後ろ指はさされねェよ」

「ですが千ち里さとは……」

「バカ野郎。誰だれが女によう房ぼうを頼たよれって言った。お前ェには、もっと頼れる男がいるだろうが」

「それは……あ……」

「おゥよ。すべてを見通す戦崎ツカサともあろう男が情けねエ」

　酒さけ臭くさい息を吐はき、弥勒寺孝蔵はようやく笑みを浮うかべた。

「力を借りるンだよ、宇牙神家最高師し範はん、相そう馬ま小こ次じ郎ろうのな……」
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　日は、すっかり暮れていた。

　俺たち一年Ａ組は、無事、キャンプ予定地のジャングルパークにたどり着いた。

　ドリームパークは、テーマに沿ったアトラクション毎ごとに区分されている。このジャングルパークは、アフリカや東南アジアを模したアトラクションが多く、精せい巧こうに造られた動物ロボットが、本物そっくりに動いて来園者を楽しませていたらしい。

　もっとも今では、ロボットのほとんどが深蝕エロードに破は壊かいされ、不気味な屍しかばねを晒さらしていた。辺りには熱帯雨林の樹木も植わっているが、その多くも立ち枯がれていた。作り物とは言え、あまりにもリアル過ぎる惨さん状じようだ。

　幸い、地下に広がるアトラクション……『ジャングル王子の地下神しん殿でん』は深蝕を免まぬかれている。俺たちは、アンコールワット寺院みたいな舞台装置セツトに、生徒四○人と先生一人……合計四一の個人用テントを張って、キャンプファイヤーを焚たいたのだが……




「宇牙神、今日は疲つかれただろ？　夕食の準備は俺たちがやるから」

「宇牙神くん、後片付けはしなくていいよ。そんなの僕らがするから休んでて」

「宇牙神、ゆっくり眠ねむって明日に備えろ。いい夢見ろよ、グッナイ」

　なぜかクラスの男子が、異様に優しい。

　俺は、夕食の準備も、後片付けも免めん除じよされ、栄養摂とれよと大盛りカレーライスを腹はら一いつ杯ぱい食わされ、食後には入念なマッサージまでされる始末だ。しかも目の前では、キャンプファイヤーの炎ほのおが揺ゆれ、身体からだはぽかぽか暖かく……正直、これで眠くならなきゃ噓うそだろう。

　確かに、今日はかなり術を使った。領域因子ポテンシアも尽きかけている。みんなが斬きり込み役の俺を休ませ、領域因子を回復させようとするのももっともだ。けど本音は……

「早く宇牙神を眠らせろ。あいつは目立ちすぎて、俺たちの恋こい路じの邪じや魔まになる」

「そうだよ。こうなったら女子と接せつ触しよくできないように、誰かに《心魂》の催さい眠みん術じゆつかけてもらおうか」

「そして行き場をなくした女子に俺たちが声をかけるんだ。『宇牙神なら寝たよ。あいつ女の子に興味ないみたい。それより俺と少し散歩しない？』……これだ！」

　……うん、まあそんな事だろうと思った。でも今の俺は本当に眠く、みんなにツッコむ余よ裕ゆうすらない。校内恋れん愛あいも、今はどーでもよく思える。

　みんなは、火の周りでおしゃべりに没ぼつ頭とうしたり、意中の相手にアプローチを始めてる。人気がある女子は、奥園さん、星村さん、森北さんかな。

　ユリは、トラップに引っかかった負傷者の手当。ミィさんは伊坐凪先生の晩ばん酌しやく（げ、先生、本当にバーボン吞のんでるよ）につき合わされ、エルヒコは例の賭かけが気になるのか生徒手帳と格かく闘とう中だ。

　それをしばし眺ながめると、俺は、静かにキャンプファイヤーから立ち去った。気配を消してるし、気づく者は誰もいない。

　けどさすがに、小春の視線だけはごまかせなかった。

「若さま、どちらへ？」

「ああ……自分のテントに帰るだけだよ」

　俺は、神殿の陰かげに入って答えた。

「今日は疲れたし、もう寝るよ。お前も、俺の世話なんていいから、みんなと遊べばいいじゃないか」

　と、言いながら、自分の発言に違い和わ感かん。小春が夜を明かしてみんなとおしゃべりしたり、誰かに告白する絵は浮かばない。なにせカタブツだからなあ……

　しかし意外にも、小春は俺に向かってきちんと一礼した。

「……では、今こ宵よいはそうさせていただきます」

「え、お前が！　本当にみんなと？」

「おかしいでしょうか？」

「おかしくはないけど……珍めずらしいなと思ってさ。お前が誰かと……」




　──なくないか……。




　今頃、気がついた。

　小春とは、この一ヶ月半、ずっと一いつ緒しよに過ごしてきた。その大半は修しゆ行ぎようで、俺は小春の厳しさ、真ま面じ目めさばかり見てたと思う。

　けどいくらカタブツでも、好きな男ができたっておかしくはない。いやカタブツだからこそ、かしずきの任務に忠実だからこそ、恋心を隠してるかもしれない。いや、小春なら隠すはずだ。




　すると、小春が眉まゆ根ねを寄せた。

「若さま、いかがなされました？　何か私の顔に、驚おどろくような事でも……」

「い、いや、なんでもないよ」

　俺は、そう言って小春から離はなれた。なぜ動どう揺ようを隠したのか、自分でも分からないけど。

　すると小春も、ちょっと視線を伏ふせた。

「では若さま、お休みなさいませ」

「あ……うん」

「明朝の起き床しよう時刻は七時です。それまで若さまのテントに、邪じや魔ま者ものは一いつ切さい、近づけません。安心してお眠りください」

「邪魔者？」

「いえ、つまりその……比ひ翼よく連れん理りを組みたがる方です」

「なんだ、その話か」

　俺は、動揺を振ふり払はらって笑った。

「心配するな。たとえ誰かが俺のテントに夜よ這ばいかけてきても、ちゃんと追っ払うよ」

　だいたい今日はそんな体力残ってないし……と言いかけた時、小春の瞳ひとみが、急に俺を見上げた。

「ですが、若さま……」

「ん？」

「もし本気で若さまを愛する方が現れたら……受け止めてあげてください。その方のお気持ちを……」




　──急になにを……

　小春が、そんな話するなんて初めて。

　しかし『なぜ？』と問いかける前に、小春は踵きびすを返し、キャンプファイヤーの方へ駆かけていった。一いつ瞬しゆん、捉とらえた小春の瞳は、どこか……
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　一年Ａ組のキャンプ地には、かなり大きな滝たき壺つぼがあった。深蝕エロードに破壊される以前は水流が落ち、実際のジャングルの水場のように見えた舞台装置セツトだ。

　しかしその滝壺を、Ａ組の《創そう成せい》修練士デイサイプルたちが術で修復し、《星練》修練士たちが水を清めて適度な湯温にし、《鎮ちん守じゆ》修練士たちが外から見えないように防ぼう御ぎよ術を張り巡めぐらせた。つまり即そく席せきの露ろ天てん風ぶ呂ろに変えたのだ。

　その露天風呂のお湯に、森北美み空くはそっと身体を沈しずめた。

「ふぅ……」

　疲れたせいか、思わず声が出てしまう。

　しかし美空の寂さびしさは、温かい風呂だけでは癒いやされなかった。

　夕食の時に淹いれたコーヒーは、まだ残っている。それを飲んでほしい彼は、いつの間にかキャンプファイヤーの傍そばから消えていた。

　どこかで女の子と会っているかも……と思うと、捜さがしに行く勇気も起きない。彼の傍にいつも控ひかえる金きん髪ぱつの少女も見えず、もしかしたら今頃、二人は……とも考えてしまう。

　やだな、そんな風に思うの。美空は、自己嫌けん悪おをごまかすようにさらに湯船に沈んだ。

　我ながら不思議だった。自分は慎しん重ちような性格で、一ひと目め惚ぼれなんてしないと思っていたのに、初めて言葉を交かわした時から、彼が気になって仕方なかった。

　入学式の日、西浜学園を襲おそった深蝕から、彼は美空を守ってくれた。『森北さんも大だい丈じよう夫ぶ？』と訊きかれた時、どきどきし過ぎて返事もできなかった。彼はそんな会話、覚えていないだろうけど。

　しかし美空は、あの時から彼を想おもい始めたのだ。一過性の気持ちではなく、美空と姉を命をかけて守ってくれた事で、想いは確かになった。彼が店に来るたび、嬉うれしくなるけれど、気持ちを伝えるなんてできない。彼の傍には、大勢の女の子がいて、自分なんかが彼の一番になれるとは思えないし……

　美空は、自分の嫉しつ妬と心しんにうじうじしながらも、女の子グループに交じり、あまり発言はしないけれど、一緒になって微笑ほほえんでいた。時折、声をかける男子が来ても、周囲から『ひゅーひゅー』と冷やかされ、どうしていいか分からず、逃にげるように一人で風呂に入りに来たのだ。そこに……

「よろしいですか、森北さん？」

「……あ、松下さん」

　見上げれば、いつの間にか滝壺の傍に小春が立っている。そしてその姿に、美空は思わず心臓が高鳴るのを覚えた。

　小春は、タオルで前を隠しているが、豊かな胸と真っ白な肌はだを晒さらけ出し、一五歳とは思えぬ肢し体たいを披ひ露ろうしていたのだ。そして小春が洗い場に跪ひざまずき、自らにお湯をかけると、その肌が濡ぬれていっそう輝かがやきを増し、火ほ照てった身体がうっすらピンク色に染まっていった。同性の美空でさえ、どぎまぎするほどの色いろ香かである。

　美空は縮こまるようにして、自分の子供っぽい身体を隠した。

「あ、どうぞ……」

　小春は、長く引き締しまった脚あしから、静かに湯船に浸つかり、嘆たん息そくした。美空には、そのため息すら色っぽいと思える。松下さんがこんなに大人びた人だったなんて……脱ぬぐと全然別人みたい……

「森北さん、私の身体に何か？」

「え!?」

「先ほどから私の胸ばかりご覧になっているご様子ですが、どこか変でしょうか？」

「う、ううん！　ええと、その、何か飲む？」

「何かお飲み物があるのですか？」

「そ、そう。さっき淹れたコーヒー、冷やしたまま持って来たの」

　美空は、湯船の縁に置いた水すい筒とうとミルク、甘かん味み料、その他一式を指した。すると小春は、少し嬉しそうに微笑んだ。

「では、アイスコーヒーを頂ちよう戴だいできますか」

「う、うん……」

　言いながら水筒のカップ蓋ぶたを渡わたし、とくとくとアイスコーヒーを注つぐ。小春は、湯船の中でそれを押し頂き、口に含ふくんだ。

「……おいしい。意外に苦くないのですね」

「あ、ありがとう……」

「もっと早くいただくべきでした。若さまにも常々言われていたのです。森北さんのお店は、コーヒーが美味おいしいのだから、コーヒーを頼たのめと」

「そ、そうなの？」

　美空は、自分の首筋が火照るのを覚えた。自分の知らない所で、彼が自分の話をしてくれてる……それが妙みように……

　すると小春は、短く嘆息した。

「これなら眠ねむ気け覚ざましにもなります。若さまのテントを見張らねばなりませんし」

「え？」

「特に、今夜だけは……」

「…………？」

　美空は、小春の横顔を見た。小春が、彼を必死に守っているのは知っている。けれど小春の声には、いつもの険しさがまったくなかった。そしていつもよりずっと……

「森北さん、お背中を流しましょう」

「え!?」

　唐とう突とつに小春に言われ、美空は身体からだを強こわばらせた。だが小春は、そんな硬こう直ちよくを知らずに微笑んでいる。

「アイスコーヒーをいただいた御お礼れいです。それにこういう場合、背中を流し合うのが普ふ通つうだと思うのですが」

「あ、でも私……」

「遠えん慮りよなさる事はありません。さ、どうぞ」

　言って、小春は湯船から立ち上がる。再び露あらわになった裸ら身しんは、さっきより紅潮し、豊かな胸は波打つように揺ゆれ動いてる。均整の取れたプロポーションも見み惚とれるほどで、美空は自分の身体を見せるのがますます恥はずかしくなった。湯気にけぶる金髪も艶つやめき、まるで外国のトップモデルみたい……

　その時、不意に美空は思った。

　松下さんは何故なぜ、金髪なんだろう。

　染めてるとは思えない自然な髪かみ色いろ。日本人離ばなれしたスタイルと成熟。今は火照った肌も元々は新雪のように白い。

　もしかして松下さんは……
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「……寝ねれねえなあ……」

　俺は、何十回目かの寝返りを打った。

　枕まくら元もとの携けい帯たいを見れば、午前一時。もうクラスメイトが談だん笑しようする気配も絶え、テントの外も静まりかえっていた。

　個人用テントは意外に暑く、寝ね袋ぶくろに入る気はしない。仕方なく、いつものようにボクサーパンツ一枚で寝袋の上に寝そべったけど、頭の中は妙に冴さえていたのだ。

　──ああ、もう、小春の奴やつ……

　──変な事、言いやがって。

　さっき交わした会話が、やけに引っかかる。真意を汲くもうとしても、結論なんて出やしないのに。こんな時、どうすれば眠れるんだっけ。羊でも数える？

　と思った時、テントの外に気配が立った。

「……リョウちゃん、起きてる？」

「え……ユリ？」

　横になったまま、テントの外に返事した。

「起きてるけど、どうしたんだよ」

「ちょっと話、できない？」

「いいけど、なんでこんな時間に……」

「だって私、みんなを治ち療りようしてたから、全然話す暇ひまなくって……でも……」

　やっぱり、思い詰つめた声。

　ユリと向き合う時がきたと、俺も覚かく悟ごを決めた。

「分かったよ。でも、ちょっと待ってくれ。今、ジャージ着て外に出るから」

「外じゃやだ。中に入れて」

「いや、それまずいだろ。それに俺は今、パンツ一枚なので……」

　突とつ然ぜん、じーーーーーーーーーっっ。

　俺の返事を無視して、テント入口のファスナーが下げられた。真っ暗でよく分からないけど、ジャージ姿のユリが、スニーカーを手に持って、上がり込んでくる。

　そしてまた、じーーーーーーーーーっっ。

　入口を閉め切ると、ユリの香かおりがテントの中に広がった。

「暑いね、リョウちゃん」

「お、お前……」

　俺は、闇やみの中でぼんやりユリを捉とらえた。もうユリは、寝袋の上にちょこんと座ってる。俺の心臓が、急に鼓こ動どうを速めた。

「あ、あの、その辺に俺のジャージない？」

「……ある」

「取ってくれ！　俺、パンツ一枚なんだよ」

「暗くて、あんまり見えてないから大丈夫」

「あんまりって事は、少しは見えてるんじゃないか！　こんな格かつ好こうじゃ話なんて……」

「……じゃあ、私もそんな格好になる」

「はあ!?」

　いったい何を言い出すんだと叫さけぶ前に、ユリはジャージを脱ぎ始めた。息を吞のむ俺の前で、そのままＴシャツもトレーニングパンツも……そして暗闇の中で、ユリが身じろぐ気配が伝わった。

「……これなら、お互たがい様さまでしょ」

　俺の目は、もう暗闇に慣れていた。

　ユリは、薄うすいピンク色の小さな下着だけを着け、寝袋の上に脚を伸のばしてる。ふくらんだ胸も、くびれた腰こしも、細くて長い脚も晒け出して。テントの中は、ユリの甘い香りでいっぱいになった。

　しかし勢いよく脱いだ割には、ユリは顔をうつむかせ、両手で胸むな元もとともっと下の部分を隠かくしてる。その恥じらう姿が、何て言うか、俺には余計に、その……

「……リョウちゃん、やっぱり見えてる？」

「ん……んん」

「あんまりじろじろ見ないで。私だって、恥ずかしいんだから」

「だったらなにも脱ぐ必要は……！」

「しーっ、みんなに聞こえちゃうわ」

　ユリは声を潜ひそめて、そっと俺に近づいた。甘い香りが強まり、誰だれかの鼓動が聞こえる。それは俺とユリ、二人の心音。お互い緊きん張ちようしてるんだ。そう気づいた時、ユリが俺の手を握にぎった。強く、力を込めて。
















「リョウちゃん、訊ききたい事があるの」

「え……」

「答えてくれなくてもいい。でも私、ずっと気になってるの……こんな気持ちのまま、リョウちゃんの傍そばにいるのはもう無理」

　そしてユリは、深呼吸した。

「リョウちゃん……三年前、何があったの？　本当の事、教えて……」

　やっぱり、ユリはそれを問うてきた。

　決して意外じゃなかった。むしろ、いつかこの時が来る……と、怯おびえるように待っていた瞬しゆん間かん。

　無理もない。ユリは、俺の過去を探る介罪人クリミナルに捕とらえられ、人ひと質じちにされたんだ。それだけじゃなく、同じ領域士イグザルタスで、幼なじみ。今まで俺を問い詰めなかったのは、きっとユリが優しかったから……

　俺も、少し安あん堵どした。とうとうこの時が来たんだって。でも俺に言えたのは……

「ごめん。今はなにも言えない。俺にも分からないんだ。あの時、何があったのか」

「介罪人の言ってた……二秒に？」

「ああ」

「その二秒で、アクスフォードさんは……」

　懐なつかしい名前に、心臓の高鳴りが鎮しずまる。

　俺の最初のかしずき……子供の頃から面めん倒どうを見てくれ、術を教えてくれた男は、もうこの世にはいない。俺は、大きく息を吐はいた。

「本当に悪いと思う……でも俺の事は、気にするな」

「そんなの無理よ！　だって……」

「俺も……何もできないんだ」

　自じ嘲ちよう気味に、そう告げた。

「過去なんて……どうやって探せばいい？　やれる事は、みんなやってくれたよ。三年間、病院で……」

　ユリに、噓うそをついた。

　病院じゃない。南極監かん獄ごくだ。

　でも世界中から集められた《心しん魂こん》領域士が手を尽つくしたのは事実。それでも究明できなかったのに、俺一人に何ができる？

「だからいいんだ。こんな重荷……背負うのは俺一人で十分だよ」

　言った途と端たん、身体から力みが抜ぬけた。俺も辛つらかったのかな。胸の奥にしまうのが……

　するとユリは、やけに長いため息をつき、小声でつぶやいた。

「……やっぱりそうだったのね。でも、もっと早く訊けばよかった。私、何度も《心魂》の読心術でリョウちゃんの心を見ちゃおうと思ったのよ。どんな悩なやみ抱かかえてるか、知りたくて……」

「あ……そうか」

　言われてみれば、ユリに隠し事は通じないはず。そんな事に今頃気がついた俺に、ユリはぷうっと頰ほおを膨ふくらませた。

「そうか、じゃなーい。術を使っちゃいけないと思って、私、ずっと我が慢まんしてたのよ」

「う、うん」

「だからお互い裸はだかになれば、ちゃんと話してくれるかなーって」

「そ、その意味はよく分からん……」

「こんな事なら、《心魂》なんて習うんじゃなかった。心を見る術さえ知らなければ、諦あきらめられたのに……」

「お、俺が悪かった……です」

「反省してる？」

「……反省してます」

「これからなんでも話してくれる？」

「なんでもは無理……痛いてててて！」

　頰をつねられ、俺は悶もん絶ぜつ。ユリは、呆あきれたように唇くちびるを尖とがらせた。

「まったくぅ……心配する身にもなってほしいのに……でもいい。これからは、気になったらすぐに訊いちゃうから」

「ん……まあ、その、なるべく……話す……と思う」

「じゃあ約束。指切りしよ」

　俺は、ユリが差し出した小指に、自分のそれを絡からめた。ユリと指切りなんて、久しぶりだ。そして誓ちかいを終えると、ユリは優しい声に戻もどった。

「ありがと……リョウちゃん。私、帰るね。急に押しかけちゃってごめんなさい」

「いや、いいよ。俺も話せて、すっきりしたし。ちょっと目が冴えちまったけど」

　俺がぽりぽり頭を搔かくと、ユリは薄暗がりの中で両手を合わせた。

「あ、ごめんね……でも、だったら私に任せて。《心魂》の精神安定術……〈ガープの静せい謐ひつなる眠り〉使えば、ゆっくり眠れるから」

　言ってユリは、掌てのひらに白い術光オーラを灯ともす。けど俺は、その気き遣づかいから身を退ひいた。

「いいよ、別に。こんな事で領域因子ポテンシア、無む駄だ遣いすんなよ」

「心配しないで。寝てる間に変な真似まねなんてしないから。うふっ」

「うふってなんだ、うふって。その『いい事、思いついちゃった』的表情はなんだ？」

「やあね、これがいつもの私の笑顔よー。それに私が術を悪用するはずないでしょ？」

「だったらなぜ、〈ガープの静謐なる眠り〉に持続時間延長の術修正ブーストかけてんだ。あ、お前今、命中修正と威い力りよく強化もかけただろ！　妙みようにやる気満々じゃねえか！」

「やだ、リョウちゃん……やる気だなんて（頰をぽっと上気）……でも安心して。私、たった一晩の事で、すぐに彼女気取りなんてしないから。でもあらためてご実家に伺うかがって、リョウちゃんのマンションで同どう棲せいするお許しをもらったら……」

「待て、だんだん話が斜ななめ上にズレてきたぞ。なんか嫌いやな予感もする。本当に術なんか使うなって。いいって、いいってば……」

　俺は、遠えん慮りよするつもりで手を振ふった。だが俺の手は、偶ぐう然ぜんユリの手を払はらいのけてしまったのだ。しかも術が光る手を。思いきり、ユリの顔に向かって。

「そんな遠慮しないで。私の癒いやしでぐっすり……わぷっ……」

「あ、まずっ」

「ちょっと……なんで私が……自分に自分の術を……ぐー」

　ユリの顔に白い術光が瞬またたき、〈ガープの静謐なる眠り〉が効果を表した。そして、ことり……ユリは寝ね袋ぶくろの上に倒たおれ込む。俺はあわてて、その肩かたを揺ゆすぶった。

「ユリ、お前まさか、本当に寝たのか？　寝たふりならやめてほしいんだけど……いや術を打っといて寝たふりもねーよな」

「……すぅ……すぅ……」

　さすが《心魂》の精神安定術。しかも術修正をかけただけあって、一いつ瞬しゆんにしてユリは、深い眠りに落ちたらしい。それに言いたい事も吐き出して、安心したんだろう。

　しかし女の子としてはあまりに無防備……そ、それにしてもユリめ、こんなけしからん下着を……いやだめだ、見ちゃだめだ、見ちゃだめだ、見ちゃだめだ。俺はもう一度、ユリの肩を揺すってみた。

「頼たのむ、起きてくれ、ユリ。いや起きてください。そんな格好で寝られたら、俺だって諸しよ般はんの事情で、お前を襲おそわないとも限らないし、むしろ襲わない方が不自然なワケで……」

「……すぴー……すぴー……」

「くっ、安心しやがって……しかしなんちゅう寝息だ」

　今からユリを抱えて、彼女のテントに運ぶのも、それを誰かに見られるのもまずい。

　仕方なく俺は、二人の間にリュックを置いてみた。一応、理性の防ぼう波は堤ていとして。

　でも傍で見るユリは、なんて言うか……すごく、素す敵てきな女の子だった。

　本当に、優しい女の子だったのだ。
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《親和少女アフイニテイ》は、忽こつ然ぜんと月光の下もとに現れた。

　目の前のお菓か子しの家は、かつて子供たちで賑にぎわったドリームパーク人気のアトラクションだ。もっとも今は、深蝕エロードに汚けがされ、醜みにくく黒ずんでいる。その荒こう廃はいを眺ながめ、少女は無表情でつぶやいた。

「安っぽい壊こわれ方」

《親和少女》は、澱よどんだ夜風で深呼吸する。

　すると虚こ空くうから、別の人ひと影かげも出現した。

「本当に嫌きらいなんだね、ここが」

　呼びかけたのは、静かな男声。足音も立てず、《親和少女》の傍に舞まい降りた。

「ここは昔、たくさんの人に愛された場所だよ。特に君のような、無む垢くな少女はこういう所が好きなんだと思ってた」

「嫌いや味みですか、《月光騎ムーングロウ》さん？」

《親和少女》は、無表情のままだった。

「所しよ詮せん、まがい物です。本物のお菓子の家なら食べられるのに、これはプレハブ。だからずっと思っていました。これを見て、はしゃぐ人が信じられないって」

「君は頭が良すぎたんだ。きっと周りの人が全部バカに見えただろうね」

「いいえ。むしろ孤こ独どくでした。みんなが好きな場所が、私は嫌いでした。みんなが楽しい時、私は楽しくなかった。私は、他ほかの誰だれにも共感できなかったんです」

「…………」

「でももう自分の気持ちを偽いつわりたくない。作り物を喜んだり、うわべだけの言葉を口にする人なんて大嫌いって、大声で叫さけびたい」

「君は、本音を言った事がないの？」

「はい。だから、異相ネガスフイアに来たんです」

《親和少女》は、淡たん々たんと続けた。

「異相では、みんな欲よく望ぼうを剝むき出しにして、取り繕つくろいもしない……他人の目を気にしたり、誰かに合わせもしない……だから私も、初めて本音が言えるようになりました」

「じゃあ、異相で何をするつもり？」

「この世界の噓を暴あばきたい」

《親和少女》の声が、少し強まる。

「誰かが誤ご魔ま化かしたり、誰かが隠かくしてる真実を全部、晒さらけ出したい。噓で塗ぬり固めた人間関係とか……中身のない善意とか……私、偽ぎ善ぜんが嫌いなんです」

「だから僕らの闘派セクトに入ってくれたんだね。でも正しいと思うよ。僕らが探す二秒には、世界で一番大きな偽善が潜ひそんでるかもしれないし……」

　笑って、《月光騎》は尖った顎あごをつまんだ。

「さて、時間探しを始めようか。《ものまね鳥モツキンバード》が、君の疑似異相パラスフイアに彼を追い込んでくれるだろう。後は、うまくやってくれ」

《親和少女》は、硬かたい表情でうなずいた。

「よろしくお願いします。場所は、私が選んでもいいですか？」

「どうぞ。君は、どこで噓を暴きたいの？」

「そうですね……せっかくだから、一番噓っぽい場所がいい」

《親和少女》は、背後を見上げた。

　そびえるは、かつて美しかったはずの象徴建築ランドマーク。

　たとえまがい物の廃はい墟きよと化しても、彼を迎むかえるにふさわしい白はく亜あの城であった。







　　　【Phase.3　夢む魔まと邪じや法ほうの国にようこそ】







「はい、注目ー！」

　伊い坐ざ凪なぎ先生が、いつものように術杖スタツフの先で地面を突つっつく。

「今からキャンプ二日目の課題コースを配ります。今日は五人一組となって、課題のクリアを目指しなさい！　班分けに従って、一時間後に出発します！」

　俺おれは、朝食の厚切りトーストを吞のみ込んだ。

　一年Ａ組も、揃そろって二日目の朝食中だ。みんな口々に、昨夜ゆうべは告白に失敗しただの、今日こそ校内恋れん愛あいを成じよう就じゆさせるだのと騒さわいでる所へ、ミィさんが班分けリストを配り始め、ざわめきが高まった。

「神様！　どうか奥おく園ぞのさんと一いつ緒しよの班になれますように……ぐはっ、だめだった」

「わ、ラッキー。僕、星ほし村むらさんとだ」

「信じられねえ。俺の班、全員男子……」

　俺も、プリントを受け取って一いち瞥べつ。でも確かめる前に、傍そばにいた森もり北きたさんが声をあげた。

「あ……私、宇う牙が神じんくんと一緒……」

「え、そうなの？」

　俺は、森北さんの手元を見つめる。確かに『一班』の下に俺たちの名前が並んでた。

「そっか。じゃあよろしく、森北さん」

「う、うん……」

　返事をすると、森北さんは一瞬笑って、でも俺と目が合うと、すぐまたうつむいて、班分けリストに目を戻した。

「えと、他ほかには白しら石いしさんと片かた岡おかくんと矢や野のくん……」

「エルヒコも？」

「そういう事だ、宇牙神！」

　いきなり、俺は肩を叩たたかれた。振り向けば、エルヒコが、拳こぶしから親指をぐっと突きだしている。

「いよいよ俺とお前が組む日が来たな。まさに一年Ａ組最強ユニット誕生。だが今は課題よりも、カップル成就に励はげめ。でないとお前の賭かけが不成立になって、俺がみんなに賭け金を返すハメに……」

「お前、まさか賭け金を使い込んだんじゃ……！」

「人聞きの悪い事を言うな。ただイグザルトギア４と虚攻体ラガマフインハンター・ポータブルを買って、カラオケに二回行っただけだ」

「……遊びばっかりじゃねえか」

　俺は呆あきれたけど、それ以上、ツッコみもせず脱だつ力りよく。と言うのも、すぐ隣となりに座る金きん髪ぱつのかしずきが、今朝けさはやけに静かなのだ。

「小こ春はる、お前は誰とだ？」

「え……あ、はい」

　珍めずらしく、鈍にぶい反応。小春は、朝食を摂とるでもなく、どこか上の空に見えたが、すぐにいつもの表情を取り戻した。

「ユリ様と同じ班です。今日は別行動になりますが、若さま、お気をつけて」

「あ、ああ」

　会話を交わせば、いつもと変わりはない。

　けど俺の脳裏には、昨夜の小春が妙に引っかかっていたのだ。




『もし本気で若さまを愛する方が現れたら……受け止めてあげてください。その方のお気持ちを……』




　ユリが現れたのは、その直後だった。

　まるで予言じゃないかと気づいたのは、朝になってから。もしかして小春は、ユリの行動を知っていたのだろうか。

　一方ユリは、俺が目覚めた時、もうテントからいなくなってた。ただし、携けい帯たいにはメール。件名は『昨日きのうはありがとう』。




『おはよー。みんなに気づかれると恥はずかしいから、早めに起きて自分のテントに戻りました。泊とめてくれてありがとう。でも本当に何にもしないなんて、リョウちゃんのいくじなし！　（絵文字で笑顔・笑顔・笑顔）』




　返信しようかと思って、携帯のボタンに指をかけた。でもユリに、どう応こたえればいいか分からず、とりあえず平謝りの顔文字だけ打って、携帯を閉じた。

　ユリに見み抜ぬかれた通り、俺の心は、三年前の事件で埋うまってる。その過去を狙ねらう者がいる以上……

　俺は、あらためて自分の立場を思い出し、二日目の課題コースに出発した。
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　ユリは、自分の荷物を急いでリュックに詰つめ終えた。

　周囲でも、みな課題コースに出発する準備に追われている。ユリは、そのあわただしさに紛まぎれて、小春に歩み寄った。

「小春ちゃん、昨日はありがと」

「……ユリさま」

　小春も、唇くちびるを結んでユリに向き直った。

「なんの御お礼れいでしょうか。私には……」

「いいのよ。昨日ずっと、リョウちゃんのテント、見張っててくれたんでしょ？　他の子が邪じや魔ましに来ないように」

　小春の唇が、さらに強こわばったように見えた。

　お互たがいに少し沈ちん黙もくした後、思い切ってユリが口を開いた。

「なにもなかったのよ、昨夜……」

「…………！」

「本当よ。信じてもらえないかもしれないけど……やっぱりリョウちゃん、三年前の事件で頭がいっぱいみたい」

「……そうでしたか」

「リョウちゃんも、その事件は説明してくれなかった……けど話してるうちに私、寝ねちゃって……その後は覚えてないけど……」

　ユリは、説明するのが少し恥ずかしくなってきた。すると救うように、小春が深くうなずいてくれた。

「信じます。若さまとユリさまを。それにたとえ何かがあったとしても……」

　一いつ瞬しゆん、小春が口ごもった。それは悟さとれぬほど短い時間。単なる呼吸かもしれないが、小春はすぐに言葉を連ねた。

「私は、お二人を祝福いたします」

「あ、ありがと……でもリョウちゃんと、いろいろ話せてよかった。ずっと心にしまってた気持ちも言えたし……」

　ユリは、本当に安あん堵どしていた。無論、リョウトの重荷は気になる。だがその悩なやみをこれからは自分も共有し、三年前の事件を一緒に解き明かしてみせる。そう思えるだけで、前に進む勇気が湧わいていた。そして重荷がなくなった時こそ……

　すると小春の声も、少し和やわらいでいた。

「ありがとうございます、ユリさま。若さまをお気き遣づかいくださって……」

「い、いいのよ、かなり勝手だったし」

「では、そろそろ参りましょう。今日は、よろしくお願いいたします」

「あ、そうね。同じ班だもんね」

　きちんと一礼する小春に、ユリもあわててお辞じ儀ぎする。

　そして今頃、不思議に思った。

　小春は、知らないと言っていたけれど、気にならないのだろうか。リョウトが三年前、どんな事件を起こしたのか……リョウトがどんな重荷を背負っているのか……
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　桜さくら野の市。人口二○万。江え戸ど時代から続く城下町で、今でも市の中心には桜野城がたたずんでいる。堀ほり割わりの桜並木と名水が名物で、隣りん接せつする新興住宅地・西にし浜はま市とは対照的な、古き良き地方都市だった。

　その桜野城のほど近くに、武家屋や敷しきじみた道場が鎮ちん座ざしている。白しら壁かべと松の古木に囲まれ、時代がかった門には『宇牙神道場』の看板がある。それが桜野市と周辺町村を守護する領派クラン、宇牙神家の九領域イグザルト・ナイン道場であり、リョウトの実家であった。

　宇牙神家の歴史は、江戸時代にさかのぼる。

　開祖・宇牙神辰たつ五ご郎ろうは、信しん州しゆう戸と隠がくしにて九領域……いや日本での旧名を使うならば『護ご九く道どう』を学び、当時、城下町として栄えた桜野に居を構えたのが始まりと言われている。

　辰五郎は異相ネガスフイアと戦う傍かたわら、鳶とび職しよくと火消しも営んだと伝えられる。なかなか気っぷのいい俠おとこだったらしく、この道場屋敷も、江戸の風ふ情ぜいを残した造りになっていた。

　戦せん崎ざきツカサがその道場の門をくぐると、屈くつ強きような面つら構がまえの師し範はん、つまり宇牙神家の術指南を担う領域士イグザルタスたちが左右に居並んでいた。

「押忍おす、戦崎筆頭、ご足労さまです！」

「押忍！」「押忍！」「押忍！」

　居並ぶ師範たちは、みな二メートル近い巨きよ漢かんばかりで、分厚い筋肉で身を固め、巌いわおのような拳を有している。顔や身体からだには、修行と実戦で得た傷きず痕あとが走り、一人一人が気け圧おされるような気き迫はくを放っている。

　だが戦崎は、筋肉の壁じみた出で迎むかえにも動ぜず、最前の師範に顔を向けた。

「最高師範は、奥だな」

「押忍！」

「じゃあ通させてもらうぞ」

　言って戦崎は、師範たちの前を悠ゆう々ゆうと歩んでいく。筋骨隆りゆう々りゆうとした巨漢たちが、細身の戦崎に礼を取る姿はどこか奇き妙みようだが、そもそもスマートな戦崎の存在こそ、宇牙神家では異質なのだ。

　宇牙神家は古来、厳しい修行によって領域因子ポテンシアを増し、術力を鍛きたえ抜ぬいてきた《苦く行ぎよう》と《滅めつ殺さつ》の領派である。言わば肉体派の使い手が主流であり、努力、根性、気合が命の一派である。

　しかし昨今、このような領派は少ない。自らの肉体をいじめ抜くような修行が好まれないためだ。たとえ入門しても過か酷こくな修行に耐たえられる者は希まれであり、故ゆえに門下の領域士の数も少ない。しかしだからこそ、宇牙神家は一いつ騎き当千の強つわ者ものぞろいなのだ。

　そして戦崎がこれから会いに行く男こそ、彼ら師範の頂点に立ち、命がけの修行を統とう轄かつする宇牙神家の副統とう帥すいである。

　筆頭領域士である戦崎ですら、その男に術力では及およばず、今こうして一歩一歩近づくにつれ、彼の見えざる圧力に冷や汗あせがにじむほどだ。その存在感は、師範たちの気迫とは比ひ較かくにならぬほど熱く、まるで溶よう岩がんの海を進むような錯さつ覚かくを覚えたが、一方で極北の荒こう野やを思わせる冷れい徹てつさも秘めていた。

　戦崎は、奥の庭に踏ふみ入り、男の姿を認めると、やや距きよ離りを置いて跪ひざまずいた。

「最高師範……戦崎ツカサ、参りました」

　そこに、リョウトの言う『相そう馬まのおっさん』がいた。
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「海かい賊ぞく船長の宝島ねえ……」

　俺は、倒とう壊かいしかかったアトラクションを見上げた。

　ここは、遊園地内ヒストリーパークの一角。かつて南国椰子パームツリーに覆おおわれ、勇ましい海賊船の看板が掲かかげられた建物も、深蝕エロードに破は壊かいされている。

　ミィさんもその入口に立ち、課題コースを再確認した。

「最初のチェックポイントはここだよ。アトラクション内にある旗を持ち帰ればＯＫ。ただし水路があるので注意して」

「どうせまた実じつ弾だんたっぷりのトラップだらけだろ。ところで水路なんてどうやって進めばいい？　まさか泳ぐとか？」

「たぶん、あのボートじゃない？」

　同じ班になった白石さんが指さしたのは、水路の入口に浮うかんだ一艘そうの舟ふねである。海賊船の救命ボートを模していて、二○人ぐらい乗れるほど大きく、中には櫂かいが入っていた。

「じゃあ自分たちで漕こぐのか。面めん倒どうだなー。それにこの舟、結構でかいぞ」

　俺がぼやくと、エルヒコがちっちと指先を動かしてみせた。

「愚ぐ痴ちはいかんな、宇牙神。一番体力ある使い手は、お前なんだぜ」

「うーん、じゃあ俺が率そつ先せんして漕ぐけど、フォローもよろしく。ミィさん、後方を警けい戒かいしてくれよ。それから、こ……」

　小春と言いかけて、俺は口をつぐんだ。

　忘れてた。いつも一いつ緒しよにいる気になってたけど、今、小春はいないんだ。

　──あいつ今頃、何してるのかな。

　──同じ班、誰だれだっけ。ユリと……

　──いや、気にしてどうする。

　俺は、雑念を振ふり払はらってボートに乗り込んだ。昨日からの小春の様子は妙だけど、それは今夜にでも訊きいてみよう。

　すると、俺のすぐ後ろに森北さんが乗り込んできた。

「暗いから、私、照らします……」

　森北さんは、左右の掌てのひらを合わせて、念を込める。小さな掌の間に生まれたのは、黄緑色をした蛍ほたるみたいな光球……第二難度の《星せい練れん》元素偵てい察さつ術、〈ヴェパールの煌こう々こうたる導き〉だ。光球は、ふらふらと空中を漂ただよい、ボートを導くように水路を照らしてくれた。

　……あれ、待てよ。いつの間に森北さんは、第二難度の術を覚えたんだろ。それじゃもう修練士デイサイプルじゃなくて、領域士を名乗れるんじゃないか？

　と、驚おどろく傍そばでミィさんが櫂を握にぎった。

「じゃあ行こう！　せーの……」

　ミィさんの声に合わせ、俺たちはボートを漕ぎ始めた。舟は暗い水面みなもを進み、アトラクションの奥へと進んでいった。




『海賊船長の宝島』は、幾いくつものプールを水路で繫つないだアトラクションだった。水路の両りよう脇わきには、宝島を模した舞台装置セツトが続くが、照明が壊こわれているため、よく見えない。俺たちは、森北さんの〈ヴェパールの煌々たる導き〉を頼たよりに、目的の旗を探した。

「ミィさん、旗、見つかったか？」

「ううん、全然。もっと奥じゃないかな」

「もう結構、漕いでるぞ。いったいどこまで……お、この先は……」

　急に、俺たちのボートは水路を抜け、巨きよ大だいなプールに出た。恐らく主舞台装置メインセツトのひとつ。前方には、見上げるほど大きな海賊船が浮かび、舷げん側そくからは黒々とした大たい砲ほうが突つき出ている。

　だが深蝕に襲おそわれた海賊船は、黒く汚よごれ、さながら幽ゆう霊れい船せんのようだ。設置されていた海賊人形も、みなプールに落ち、精せい巧こうなだけに本物の水死体に見える。すぐに白石さんが悲鳴をあげた。

「嫌いやー。こんな所、早く抜けましょうよ」

「マジで不気味だな。けどこんな所にこそ、先生なら旗を置きそうなもんだが……」

　すると俺の言葉を遮さえぎるように、がくんとボートが急停止した。咄とつ嗟さに俺は、後ろを振り返る。

「エルヒコー、ちゃんと漕げよ。お前、またサボってるだろ？」

「いや、それがよ。いくら漕いでも進まないぜ、この舟」

　言われて、俺も櫂を動かしてみた。確かにボートは、微び動どうだにしない。

「なんでだろ、宇牙神くん。何かプールの中に沈しずんでて、引っかかったのかな？」

　ミィさんに応こたえず、俺は船ふな縁べりから身を乗り出した。先生の演出にしては、嫌な予感がする。水は澱よどんでいるが、〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉を起動すれば何か見えるはず……




　だが、それは突とつ然ぜん現れた。水底から音もなく。俺が領域因子を活性化する前に。そして気づいた時にはもう、それは俺の右みぎ肩かたに突き刺ささっていた。

「があああああっっ！」

　視界が、朱しゆに染まった。噴ふき出したのは、俺自身の鮮せん血けつ。右肩の傷口から容よう赦しやなくあふれ、意識まで遠のく。

「宇牙神くん！」

「冗じよう談だんだろ、宇牙神！　訓練でそんな……」

　俺は、押し込まれる刃に歯は嚙がみした。

　水中から現れたそいつは、もうボートに乗り込んでいる。骸がい骨こつをあしらった黒い二角帽バイコルヌ。腰こしには火打石フリントロツク式のピストル。俺に突き刺したのは、湾わん曲きよくした刃の刀剣カトラス。

　海賊船長……このアトラクションの主人公である人形が生き物のように動き、邪よこしまな双そう眸ぼうをぎらつかせていた。

「みんな下がれ！」

　吼ほえながら、俺は覚かく醒せいした。

　▼領域因子、活性化完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　▼▼〈ヴァインの賢しき耳目〉自動発動。
















　俺の身体から、《苦行》の術光オーラが爆はぜた。強化された腕わん力りよくが、海賊船長の腕うでをばりんっと握り潰つぶす。刀剣は俺の肩に刺さったままだが、海賊は後退……

　だが怯ひるむ素そ振ぶりも見せず、海賊は腰のピストルを引き抜いた。至近距離。ボートの上では、避よけるスペースもない。

　しかし加速化した俺は、海賊の動きを先んじて制した。

「その程度で殺やれると思うな！」

　▼▼〈アイニの貪むさぼる火弾〉！

　▼▼▼術高速化！

　▼▼▼近距離精密射しや撃げき！

　俺は、血にまみれた腕から、《滅殺》遠距離攻こう撃げき術を投射した。術修正ブーストされた直径一メートルの火球は、海賊が引き金トリガーを引くより速く、その胸むな元もとに着弾した。爆ばく炎えん。ボートが大きくかしぐ。後ろからみんなの悲鳴。しかし海賊も炎ほのおに巻かれながら、ぐずぐずと溶とけていく。珍めずらしく、エルヒコの狼ろう狽ばいが聞こえた。

「宇牙神、大だい丈じよう夫ぶか！　こいつは……」

「まだ……化けの皮を剝はがしただけだ」

　俺は、痛む肩を押さえて言った。

　炎に巻かれる海賊船長の中から、隠かくれていた本質が姿を露あらわにする。

　めき、めき、めきめきめき……音を立てて膨ふくらんだ体たい軀くは、二メートル超ちよう。身体は漆しつ黒こくに照り映え、頭部は骸骨めいている。全身、蛇じや腹ばらのような甲こう殻かくに覆われた姿は、俺たちの世界のものではない。

　そいつが右腕を一いつ閃せんした瞬しゆん間かん、さっきの刀剣とは比較にならぬほど凶きよう悪あくな剛ごう剣けんが生まれ出た。敵の正体に、森北さんが驚きよう愕がくする。

「虚攻体ラガマフイン！」

　くぐもった咆ほう吼こう。漆黒の巨体が剛剣を突き入れる。狙ねらいは俺の胸元。だが寸前でかわし、俺は太い手首を捕とらえた。

「こいつは訓練用じゃない！　今のうちに逃にげろ！」

　虚攻体は、剛剣を振り回す。気を抜けば、一瞬で振り払われ、分厚い刃で叩たたき斬きられるだろう。俺は、両腕に領域因子を流し、〈サロスの勁悍なる四肢〉の効力を高めた。

　▼▼威い力りよく強化！

　▼▼威力強化！

　▼▼さらに威力強化！

　両腕の赤い術光がさらに強まる。三重の術修正をかけた〈サロスの勁悍なる四肢〉は、第四難度相当まで上じよう昇しよう。

　しかし負担は、右肩の傷にも加わっていた。刺さったままの刀剣を引き抜ぬけば、出血が酷ひどくなる。だが虚攻体と押し合うたび、切っ先は俺の体奥へと食い込んでいった。

　──やばい……

　──もう右手の感覚が……

　自分の血で指が滑ぬめり、意識も飛びかける。俺を支えるのは、もう気力だけ……

　だが俺に向かって、白石さんが念を込めてくれた。

「〈ムルムールの淑しとやかな慰い撫ぶ〉！」

　白石さんの右手が、《霊れい命めい》の白い術光に覆われる。第一難度の接せつ触しよく単体回復術……ありがたい。あの手で触ふれてもらえば、少なくともこの傷は……

　しかし立ち上がろうとした白石さんの背後で再び、水柱が上がった。水中から急浮ふ上じようしたのは、二体目の虚攻体。空中に跳とび上がると、白石さんの進路を阻はばむように、剛剣を振り下ろした。

「きゃああああっっ！」

　白石さんは転てん倒とうするが、かろうじて一撃は回かい避ひする。だが続けて、三体目の虚攻体が船せん尾びに躍おどり込んできた。

「こっちにもかよ！」

　エルヒコは、ミィさんと白石さんを背にかばい、戦闘剃刀ウオー・レイザーを引き抜いた。腕には赤い術光……そう、エルヒコも俺と同じ《苦行》の使い手。基き礎そ中の基礎である〈サロスの勁悍なる四肢〉を用いて剛剣を受け流す。闇やみに火花。虚攻体も執しつ拗ように剣撃を浴びせ、がきんがきんと刃がぶつかり合う。

　そして意外にも、この奇き襲しゆうに森北さんも即そく応おうした。

「白石さん、伏ふせて！　〈フォカロールの尖せん鋭えいなる渦うず巻まき〉！」

　森北さんは、右手を素す早ばやく振り抜き、緑の術光を放った。するとより大きな水柱……いや水の竜たつ巻まきが立ち上る。それは錐きり揉もみするように上昇し、空中の虚攻体を捉とらえた。

　森北さんが打ったのは、古代領域士イグザルタス七二柱の一柱、水界の公こう爵しやくと呼ばれたフォカロールの捕ほ縛ばく術……それに吞のまれた虚攻体は、竜巻の中でぐるぐると回転し、天井高く巻き上げられた。

　そして術が切れ、竜巻が失うせると、虚攻体は力なく水面めがけて落下した。間かん髪はつ入れずに再び、森北さんが術を打つ。

「〈バエルの無む慈じ悲ひなる灼しやく熱ねつ〉！」

　今度は、陽熱領域士、太陽王バエルが用いた第二難度の《星練》遠えん隔かく単体攻撃術。

　落下する虚攻体は突然、内側からオレンジ色の炎を噴き出した。もがく事も、逃のがれる事もできず、空中で爆ばく砕さい。捕らえ、無力化し、撃げき滅めつする。見事な連係攻撃だった。やっぱり森北さん、ここ一ヶ月半の間に、領域士になったんだ。

　同時に、俺の意識もはっきりした。そして自分自身をなじる。何やってんだ。いつまでも手こずってるなんて！

「しつこいんだよ！」

　▼▼▼領域複合クロス・イグザルト！

　▼▼▼〈サロスの勁悍なる四肢〉＋〈ベレスの忌いむべき波動〉！

　それは、すでに発動中の術に、新たに別の術を加える術修正の一種。俺は、《苦行》の〈サロスの勁悍なる四肢〉に、《滅めつ殺さつ》の〈ベレスの忌むべき波動〉……第一難度の接触攻撃術を融ゆう合ごうさせたのだ。

　この効果により、〈サロスの勁悍なる四肢〉は第六難度まで上昇。同時発動中の第一難度〈ヴァインの賢しき耳目〉と合わせて合計七難度。許容度スロツトぎりぎり。だがかまわず、俺は領域因子ポテンシアをめいっぱい放出した。

　──潰す！

《苦行》の術光に加えて、《滅殺》の黒い閃せん光こうも瞬またたいた。同時に俺の指が、虚攻体の腕にめり込み、厚い甲殻をぶち抜く。

　虚攻体が激しく悶もん絶ぜつ。けど俺は、食い込んだ指から、容赦なく〈ベレスの忌むべき波動〉を送り込んだ。

　狂きよう気きの王と呼ばれた攪かく乱らん領域士ベレスは、敵の心身機能を破は壊かいする術に長たけていた。そのベレスの攻撃術が、瞬時にして虚攻体の体内を駆かけ巡めぐると、ばがんっ！　と虚攻体の頭部が内側から弾はじけ、漆黒の術エネルギーが飛び出す。俺は、絶命した虚攻体を蹴けりつけ、プールに叩き落とした。

「いったい誰だれがこんな真似まねを……ぐっ！」

　虚攻体を倒たおした途と端たん、俺の右腕に痛みが甦よみがえった。失血したせいか、目の前も暗くなる。その暗い視界に、森北さんが映った。

「宇牙神くん、しっかりして！　先に白石さんの治ち療りよう術を……」

　分かってる。でも船尾に乗り込んできた奴やつを倒すのが先だ。どこにいる。まずい、エルヒコが押されてる。俺は、新たな術に念を込めようとして……

「いやああっっ！」

　森北さんの悲鳴が聞こえた。目前。虚攻体が森北さんの腕をつかみ、ボートから跳ちよう躍やくしている。水の中へ引きずりこむために。

「森北さん！」

　叫さけぶ間に、森北さんは虚攻体と共に、水中に没ぼつしていた。俺も目眩めまいを振ふり払はらい、泡あわ立だつ水面みなもに飛び込んだ。

「宇牙神くん！」「宇牙神！」

　ミィさんたちの声が遠のく。

　俺は、〈ヴァインの賢しき耳目〉で暗い水中を探り、森北さんと虚攻体の位置を確認した。まだ近い。〈サロスの勁悍なる四肢〉で強化した肉体をしならせ、イルカのように素す早ばやく水底へ潜もぐっていく。心肺機能も高まり、すぐに虚攻体まで追いついた。

　──まずい！

　水中の森北さんは、意識を失っていた。虚攻体に腕を引かれ、ゆらゆらと髪かみを揺ゆらしている。早く助けなければ……俺は、虚攻体の背後に回り込み、森北さんをつかむ左腕に狙いを定めた。

　──俺を狙うならともかく……

　──どうして森北さんをさらう！

〈サロスの勁悍なる四肢〉をまとった手刀は、虚攻体の肘ひじをぶった斬ぎった。爆発。虚攻体は、水底へ沈しずむ。反対に森北さんの身体は虚攻体から離はなれ、水面へ浮上し始めた。

　俺は、森北さんの身体を抱だきとめた。早く水面に達しないと森北さんが保もたない……

　だが俺の焦しよう燥そうを嘲あざ笑わらうかのように、水の流れが一変した。突とつ然ぜん、周囲が渦を巻き、俺たちを水底へ引きずり込んでいく。いくら泳いでも、水面は遠のく一方だった。

　──そんな！

　そして周りの水が、まるで泥どろのように俺の身体に絡からみついた。朦もう朧ろうとしながら、俺はようやく状じよう況きようを理解した。

　──畜ちく生しよう、ただの渦じゃない！

　──もしやこのプールそのものが……

　──虚力ネガスペル……！

　悟さとっても、もう遅おそかった。せめて森北さんだけは……そう思いながら、俺の身体は水底に沈み、意識も暗黒に落ちたのだ。




　　　　＊　＊　＊




「どうかした、小春ちゃん？」

　ユリは、急に立ち止まった小春に声をかけた。時刻は、一一時過ぎ。ユリたちの班は、旗をひとつ獲かく得とくして喜んでいた所だ。

　だが小春は、遊園地の広い通路に立ち、鋭するどい視線で周囲を見み渡わたしていた。

「いえ、別に。なんでもありません」

「そう？　やけに険しい顔、してたわよ」

「……単なる気のせいだと思います」

　ユリも、辺りを一いち瞥べつした。相変わらず園内は不気味だが、みな過か酷こくな世界にも慣れ、それなりに班行動を楽しんでいる。

「もしかして、リョウちゃんが気になる？」

「……はい。お仕えしてからは、ずっとお傍そばにいたものですから」

「別行動に違い和わ感かんがあるのね。でもリョウちゃんなら心配しなくても大丈夫でしょ？」

「そうですね。若さまなら私がいなくても……」

　しかしユリは、小春の横顔に不安と、ある種の恐おそれを感じ取った。たとえ術を使わずとも、《心しん魂こん》の領域士は人の心を読む事に長けている。ちょっとした仕草や、何気なく使った言葉にも敏びん感かんだ。

　リョウトは、戦闘経験豊富な領域士……そんな彼を、小春が心配するのは何故なぜだろう。かしずきとしての過保護……いや違ちがう。もしや領域士が持つ本能的な危機察知能力……

　ユリの背中にも、なぜか悪お寒かんが走った。

「ねえ、小春ちゃん。まさか……」

　その時、ユリの携けい帯たいが鳴った。同時に小春の携帯も……いや、西浜学園一年生全員の携帯が鳴っていた。

　ユリは小春と目を合わせ、お互たがいの携帯を確認した。緊きん急きゆうメール受信。あわてて開かい封ふうする。そして二人は、最初の一文に硬こう直ちよくした。




『──緊急異相事態──』




　　　　＊　＊　＊




『──緊急異相事態──』

『──緊急異相事態──』

『これは訓練ではない』

『これは訓練ではない』

『一○二五分、課題コースに虚攻体ラガマフイン三体出現』

『異相襲しゆう撃げき危険度レベルＡと認識』

『全一年生は直ちに課題を中断し、クラス担任の指示に従い、任務に専従せよ』

『現在の任務。介罪人クリミナルの誅ちゆう殺さつ及および捕縛』

『現在の任務。行方ゆくえ不明者の捜そう索さく』

『現在、行方不明者二名』

『一年Ａ組、宇牙神リョウト』

『一年Ａ組、森北美み空く』

『追記。宇牙神リョウトは、重傷との情報』

『突とつ発ぱつ戦闘に備え、各生徒は奮ふん励れい勇戦せよ』
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「最高師し範はん……戦崎ツカサ、参りました」

　戦崎は、熱く、凍こごえるような気配の男に跪ひざまずいた。だが一礼してもなお、灼熱と寒気は解けず、戦崎の背を流れる汗あせも量を増すばかりである。

　それでも戦崎は、気き丈じように顔を上げた。

　目の前には、一本の大木がそびえている。宇牙神家の奥おく庭にわでもひときわ枝えだ振ぶりが良く、若葉もみっしりと茂しげっていた。そしてその大木の根元から……

「いい天気だよなあ、戦崎」

　涼すずやかな男声が呼びかけた。

「こんな日は、木こ蔭かげで茶を飲むに限る。さあ遠えん慮りよするなよ。一服しよう」

　意外な事に、灼熱とも寒気とも無む縁えんに見える男だった。

　庭にあつらえた畳たたみ敷じきの茶席に座す和装の男は、三五歳。だが屈くつ託たくのない瞳ひとみや、爽さわやかな笑顔は、まるで一〇代の少年のようだ。身長、約一九○センチ。しかし配下の師範らとは違い、むしろ細身の筋肉質。涼りよう風ふうになびく髪は黒く艶つやめき、抹まつ茶ちやを点たてる指も繊せん細さいで、野の点だてを楽しむ姿も優美である。

　宇牙神家最高師範、相馬小こ次じ郎ろうは、もう一度微笑ほほえみかけた。

「どうした戦崎。いつまでもそんな所にいたら、茶が冷めるじゃないか。堅かた苦くるしい挨あい拶さつはもういいんだよ」

　言って小次郎は、茶ちや碗わんを差し出す。

　だが戦崎は、なおも小次郎が放つ烈れつ気きに額の汗を拭ぬぐった。

「小次郎さま、お怒いかりはごもっともです。ですがこれでは近づくことも……」

「やはり《神しん智ち》は騙だませないか。もっとも俺は、元々隠かくし事のできる男じゃない。乱れた本音も取り繕つくろえやしないか」

　言うと急に、小次郎の圧力が薄うすまる。熱気と寒気が急速におさまると、戦崎も茶席に上がり、抹茶を押し頂いた。

「小次郎さま、本日参りましたのは……」

「分かってる。リョウトの事だろう」

「はっ……」

「俺の不ふ機き嫌げんもそこにある。なにが箝かん口こう事件だ。あいつが術暴走など信じられるか」

　相馬小次郎は、竹たけ柄杓びしやくで釜かまに水を注いだ。

「リョウトに《滅めつ殺さつ》を教えたのは、この俺だ。だから師し匠しようとして断言する。あいつの腕うでで術暴走などあり得ない。だから統とう帥すいにも言ったのだ。もしそれが本当なら、師匠である俺も罰ばつしてくれと」

「それで統帥はなんと？」

「『お前が罰を受ける必要はない』とさ。にべもない言い方だったよ」

「しかしご納なつ得とくされたのですね」

「当然だ。領派クランの一員である以上、統帥の命令は絶対だ。それに俺が、統帥を疑う事もありえない」

　承知しておりますと、戦崎はうなずいた。

　かつて相馬小次郎は、宇牙神統帥とコンビを組み、一○年以上も世界中を転戦した間あいだ柄がらなのだ。単なる部下ではない。肉親より濃こい絆きずなで結ばれた戦友。宇牙神統帥が唯ゆい一いつ、背中を任せる男。そして小次郎の支し援えんがあったからこそ、宇牙神統帥は異相からの帰き還かんを果たしたとも言われている。

　それでも小次郎の顔には、憂ゆう鬱うつが射した。

「だがな戦崎、統帥は信じられるが、リョウトの事件だけは信じられない。真相を究明したくても、俺はこの道場を預かり、桜野を守るのが務めだ」

「そこで私と千ち里さとが動いているのですが」

「業なり平ひら橋ばしの師匠も空から振ぶりか」

「お聞きお呼びでしたか。そうです、むしろ小次郎さまを頼たよれと言われました。私と小次郎さまで今一度、統帥に真相を訊きけと」

「統帥は今、北米戦線だ。会いに行けば、桜野が留守になる」

「しかし真実を知らずして、若さまはお守りできません。それに若を狙ねらう介罪人は、まだ若の近くにいるはず……」

「宇牙神の跡あと取とりだ。自分に降りかかる火の粉は、自分で振り払わせろ」

「だとしても何があったのか……」

　言いかけて、戦崎は身を硬かたくした。不意に閃ひらめいたのは、水色の術光オーラ。瞬しゆん間かん移動術で現れると共に、緊きん迫ぱくした女声が告げる。

「小次郎さま、ご報告申し上げます。若さまが……！」

　注進する《流りゆう刻こく》の女……戦崎ツカサの比ひ翼よく連れん理りにして相馬小次郎の愛まな弟で子し……我あが妻つま千里の顔には焦燥があった。




　　　　＊　＊　＊




　ここは、どこなんだろう。

　辺りは、一面に白詰草クローバーが咲さき乱れる野原。小さな女の子が、俺に花か冠かんを差し出してくれた。

「はい、これリョウちゃんにあげゆ」

　まん丸い目に、柔やわらかそうな髪かみ。スカートを広げて、野原にちょこんと座ってる。

　なんだ、ユリじゃないか。白い花を編んだ冠かんむりは、上手にできてる。けど俺は恥はずかしくなって、そっぽを向いてしまったっけ。

「やだ。そんなのいらないよ」

「なんでいらないの？　せっかくユリが作ったのに。リョウちゃんこれ付けて、ユリのお嫁よめさんになってほしーな」

「男はお嫁さんになれないんだぞ。それに子供は結けつ婚こんしちゃいけないんだ」

「できるもん。こないだもリョウちゃんと結婚したもん」

「あれ、お嫁さんごっこじゃないかー」

「ごっこじゃないもん。本当のお嫁さんだもん。ほら、結婚してあげゆから、早くこれ付けて。二人で結婚したとこ、リョウちゃんパパに見せに行こ」

「絶対やだ！　こんなの付けてたら、父さんに『ハジを知れ』って怒おこられる！　そしたらゲンコツで殴なぐられて、どっかまた外国に修しゆ行ぎように出されちゃうよー」

　……子供のくせに、平気で結婚を持ち出すユリもユリだし、それを必死に拒きよ否ひってる俺も俺だと思う。だけど、あまりに邪じや険けんにしたせいか、ユリがべそをかき始めた。

「あ～ん。リョウちゃんが結婚してくれなーい、アクスフォード～」

　俺は、背後を振り返った。

　野原の向こうに、その男は立っている。手を後ろに組み、穏おだやかだけど皮肉っぽい笑みを浮うかべて。

「若さま……なぜ、ユリ様の気持ちをお受けなさらないのです？」

「巻き込みたくないから」

　俺の声が、一五歳に戻もどった。

「でもユリだけじゃない。だってそうだろ。俺は、世界中の介罪人から狙われてるんだ。そんな俺と一いつ緒しよにいたら、幸せになんか……」

「つまり若さまは、恐おそれてらっしゃる。愛する方が不幸になるのを……いや、愛する方を失うのを……」

「当たり前だ。だいたい、俺がそう思うようになったのは……」

「私が死んだからですか。死者に責任をなすりつけるのは、生者の悪あく癖へきですな。しかし若さまも、案外と恋愛理想主義者ロマンチストになられたようで」

「どういう意味だ？」

「平へい穏おん無事に、幸せを満まん喫きつできる恋愛など存在しませんよ。シェークスピアも『真夏の夜の夢』で申しております。真実の恋こいとは、決して好都合にいった例ためしはないと」

「だからってわざわざ……」

「わざわざ危険に導くような真似まねはしたくないと仰おつしやる。なるほど、理性的なご判断ですな。しかし理性では制せい御ぎよしきれぬのが、恋愛というものです」

　かしずきは、見通すように続けた。

「いつか若さまの前に、理性を超こえて、何ものをも恐れず、若さまと人生を共にしたいと云いう方が現れるでしょう。その時は、お諦あきらめになる事です。女性の恋心に、限界はございませんから」

「それも誰だれかの言葉？」

「さて、誰でしたかな」

　彼はそれだけ告げて、野原の向こうに歩み去った。俺はその背に手を伸のばし、かしずきの名を叫さけぶ。

「待て、アクスフォード！　だったら俺は……いや違ちがう！　あの時、俺たちはいったい……おい、アクスフォード！」

　でもあいつは答えない。振り返りもしない。

　俺は、必死に手を伸ばして……




「宇牙神くん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　俺は、苦い夢からはね起きた。同時に、右みぎ肩かたに激痛。触ふれてみれば、傷口には包帯が巻かれている。見上げれば、森北さんが全身びしょ濡ぬれの姿で微笑んでいた。無論、俺の身体からだも濡れそぼり、冷えきっている。いつの間にか上半身は裸はだか。

「えっと……俺たち、渦うずに吞のまれて……この手当、森北さんがしてくれたの？」

「うん。私、先に気がついて……リュックの中にあった救急キット使ったの。包帯は、防水されてたから」

「ありがとう。あの渦の中で、刀剣カトラスは抜ぬけたみたいだな……痛ててて」

「大丈夫？　無理しない方が……」

　すると森北さんは、いったん俺の身体を支えようとしたのに、急にびくんっ！　と手を引っ込めた。見れば、顔も耳も真っ赤。あ、そうか。俺は上半身、裸だっけ。

「あ、あの、俺のジャージは？　いや、それよりここはどこなんだ？」

　俺は、薄うす暗ぐらい景色に目をこらした。周囲はコンクリートに囲まれ、すぐ脇わきを上水道らしき水路が流れている。

「この水路に流されてきたのか。遊園地の地下施し設せつかな？」

「たぶん。でもＧＰＳ機能で調べようと思ったけど、私の携けい帯たい、水に濡れて壊こわれちゃったの。宇牙神くんのもたぶん……」

　言うと、森北さんは壁かべ際ぎわを指さした。そこには、俺と森北さんのリュックが置かれ、濡れたジャージやら何やらが広げられている。きっと森北さんが乾かわかして……

　けど俺は、その場の光景にぽかんと口を開けた。自分の目を二度三度とこすってみる。いや夢じゃない。俺は、恐る恐る森北さんに訊いてみた。

「ねえ、あれってなに……？」
















　なんと荷物の周りを、不思議な生き物が、くるくる踊おどっているではないか。

　それはぱっと見、三歳ぐらいの女の子に見えた。茶色い髪に、大きな緑色の瞳ひとみ。ピエロみたいなだぶついた服を着て、頭にもとんがり帽ぼう子しを被かぶっている。

　だがその女の子は、身長わずかに三○センチほどしかない。短い手足でぴょんぴょんと踊る姿は、何とも可愛かわいらしいが、時々『きゅー』とか『りるりる』とワケの分からない声を出し、そのたびに掌てのひらから小さな炎ほのおがぽっと燃え、どうやらその熱で、荷物を乾かしているようだ。

　すると森北さんが、照れながら口を開いた。

「この前、使い方を覚えたの……《星せい練れん》の第一難度、〈ヴェパールの忠実なる家庭精霊ブラウニ〉……」

「ああ……術精霊アイコンなんだね」

　俺も、ようやく得心した。

　術精霊も、術の一種だ。いったん発動すれば、生命体として具現化する、つまり術エネルギー生物である。用よう途とは様々で、使い手を守る戦せん闘とう用術精霊、使い手を癒いやす回復用術精霊……他ほかにも騎き乗じよう用、予備の領域因子ポテンシア運うん搬ぱん用もいる。

　自律行動も可能なため、領域士イグザルタスにとっては得難い援えん護ご役になるが、使いこなすのは難しい。野生動物に芸を仕込むのと同じで、辛しん抱ぼう強く訓練せねばならず、そのためには術精霊と信しん頼らいし合うのが必ひつ須すだ。

　宇牙神家でも術精霊を使う者は少なく、俺も物もの珍めずらしげに小さな妖よう精せいさんを観察した。

「ヴェパールって事は、元素系の術か。だから炎を……そういや森北さん、いつの間に領域士になったの？」

「う、うん。ちょっと勉強して。まだ許容度スロツト二になったばかりなの。こっちおいで、きゅりる」

　妙みような名前で呼ばれると、術精霊はぽーんぽーんと弾はずむように跳とんできた。そして森北さんの胸にしがみつき、また『りるりるりる』と喉のどを鳴らし始める。

「ねえ、今の……きゅりるってのが名前？」

「う、うん……」

「もしかして『きゅー』『りるりる』ってしゃべるから？」

「う、うん……」

「シ、シンプルな名前付けたんだね」

　森北さんは、またうつむき、術精霊も俺を見上げて『きゅー』と小さく鳴いた。なんだか森北さんに似てるし、実際、術精霊は使い手と性格が似るって話だ。まあ物ぶつ騒そうな領域兵器アームズより、森北さんには似合ってると思う。

　俺は、急いで服を着込んだ。

「とにかく地上へ出よう。また虚攻体ラガマフインに襲おそわれる前に、みんなと合流するんだ」

「またって……じゃあ宇牙神くん……」

「間違いなく、狙いは俺だよ。また介罪人クリミナルが来たんだろう。それとも罪閥シンジケートかな。どっちにしろ実戦だよ」

　一いつ瞬しゆんだけ、俺は捨て鉢ばちに笑った。

「また巻き込んじゃってごめん……もう二度と迷めい惑わくかけたくなかったのに」

「宇牙神くん……」

「けど今度は、俺が森北さんを守るよ。絶対に。どんな相手でも。森北さんには、指一本触れさせない。約束するよ」

　俺は、自分に言い聞かせるように告げた。

　森北さんは、俺を最初に受け入れてくれた一人だ。俺の巻き添ぞえになって、お店が壊れても、介罪人に捕とらえられても、ずっと優しくしてくれた。

　たぶんユリ同様に、失われた二秒について訊ききたいかもしれない。胸の奥に、疑問を抱かかえてるかもしれない。でも一いつ切さいそれを問わないのも、森北さんの優しさだと思う。

　だから応こたえたかった。戦って応えるしかないのが辛つらいけど。

　すると森北さんが、いつになく気き丈じような声を響ひびかせた。

「無理しないで、宇牙神くん……私も……私もいるから……」

「森北さん……」

「私も、もう領域士だから……」

　俺を見つめる視線は、真っ直すぐ。おとなしい森北さんが、やけに頼たのもしく見えた一瞬だった。
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「みんな、リョウちゃんは……！」

　ユリと小春は、クラス集合地点に駆かけ寄った。すでに大半の一年Ａ組生徒が、課題を中断して集まっている。その中から、片岡とエルヒコ、白石遥はる香かが飛び出してきた。

「弥勒みろく寺じさん、また介罪人が……」

「すまねえ、宇牙神を見失った！」

「大変なの、美空ちゃんも一緒に……」

「待って、待って。落ち着いて説明してよ。一いつ斉せいにしゃべったら話が見えないって！」

　浮き足だつ三人を、ユリが制する。そして小春も鋭するどい視線を放った。

「皆みな様さま、冷静に。若さまはどちらです？」

　抑おさえてはいるが、声には威い圧あつ感かん。思わず片岡とエルヒコは吞まれ、白石遥香だけが落ち着きを取り戻した。

「海かい賊ぞく船長のアトラクションよ。プールに沈しずんで、浮かんでこなかったの。渦に吞まれて、どこかに吸い込まれたはず……」

　それを聞くと、小春は冷静に声を発した。

「ならば、地下施設の地図が必要です。特に上下水道の循じゆん環かん路ろ……ユリ様、《心しん魂こん》の術で若さまと森北さんの思念を捉とらえる事はできませんか？」

「できるけど範はん囲いを限定しないと」

「では、どなたか《神しん智ち》の広域捜そう索さく術を使える方に……」

　小春は、急せいたように対応策を口にする。

　だがその肩かたを、ぽんと伊坐凪レイラが軽く叩たたいた。

「松まつ下したさん。宇牙神くんたちを捜さがす必要はなさそうよ」

「どういう意味でしょうか、先生？」

　小春は、緊きん張ちように満ちた視線を担任教師にも突つき刺さす。だが伊坐凪レイラは気にもせず、空を仰あおぎ見た。

「きっと二人は……あそこにいる」

　小春も、ユリも、一年Ａ組全員が、担任教師と視線を同じくし、そして理解した。

　彼らが見たのは、変へん貌ぼうしつつある王城であった。
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「なんだ、ここは……」

　俺は、奇き妙みような周囲を見み渡わたした。

　上水道から五階層フロアほど階段を昇り、曲がりくねった通路を歩き、約二○分。ようやくたどり着いた場所は、やはり廃はい墟きよと化したアトラクションだった。

　一見して、かなり広い。中世ヨーロッパの城じよう郭かく広間を模したらしく、正面には玉座が据すえられ、床ゆかには赤絨じゆう毯たんが長々と敷しかれている。左右の壁かべには、中世風の甲かつ冑ちゆうや剣けん、槍やりがずらりと陳ちん列れつされていたようだ。

　勿もち論ろん、今は鎧よろいも武器も床に落ちている。天てん井じようのシャンデリアも砕くだけ、周りの石壁にも深蝕エロードの痕こん跡せき。窓は無く、外の様子も見えない。

「森北さん、ここ、どこだか分かる？」

「遊園地の真ん中にあるプリンセス城……子供の頃に来た事があるの」

「そうなんだ。じゃあどこか出口を……」

　言いかけて、俺は舌打ちした。非常口の扉とびらは、天井から落ちた鉄骨に塞ふさがれていた。しかも鉄骨は折り重なり、扉を覆おおい隠かくすほど堆たい積せきしている。

「きゅー」

　残念そうに、きゅりるも鳴く。けど俺は、鉄骨の傍そばに歩み寄った。

「ここしか出口はないみたいだね。下がってて、森北さん。俺がなんとかするから」

「宇牙神くん、術を使うの？」

「ああ。〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉に術修正ブーストを加えれば、この程度の鉄骨はどかせるよ……と、痛ててて……」

「だめ、無理しないで」

「でも早く外に出た方が……」

「ううん。それに領域因子をあまり使わない方がいいと思うの。だってまた虚攻体に襲われたら……」

　心配する森北さんに、俺は無理して笑顔を取り繕つくろった。

「確かにそうかもしれない……けど、領域因子を消しよう耗もうしてでも、早めに脱だつ出しゆつした方が良いと思うんだ。みんなと合流しさえすれば、俺の傷も領域因子も回復してもらえるし……小春やユリの援護ももらえる」

「あ……うん」

「今から、別の脱出路を探すと無む駄だ足あしになるかもしれないし。迷ってるとこを狙われる方が危険だよ」

　ちょっと小春っぽい考え方だった。

　俺にとっての最適戦略は、一刻も早く一年Ａ組と合流し、傷を治す事だ。新たな出口を探すのは、危険に思える。俺たちは、敵の罠わなにはまったのだ。いつまでもここに居てはいけない。

　すると森北さんも、察したようにうなずいてくれた。

「じゃあ、私も術で援護する。きゅりると一いつ緒しよに火か炎えん系の攻こう撃げき術で鉄骨を……」

　そう森北さんが言いかけた時、唐とう突とつに頭上から光が射さした。仰ぎ見れば、照明は一いつ切さい、点ついていない。その代わり、黄金に輝かがやく光の粒りゆう子しが、粉雪のように舞まい落ちてきた。幾いく百万も、幾千万も……数えきれぬほどに……

「これは……」

　粒子を手にすくおうとすれば、光は弾はじけて、また無数の粒子に分かれていく。その様子を、きゅりるも呆ぼう然ぜんと見つめてた。

　やがて粒子は、廃墟全体に降り積もり、広間全体を輝かせる。すると砕けたシャンデリアが、床に倒たおれた甲冑が、崩くずれた鉄骨が、音もなく空中に浮うかび始めたではないか。

「宇牙神くん……」

「俺の背中にいて」

　警けい戒かいして、森北さんに告げた。けど宙に浮かんだ残ざん骸がいは、俺たちを襲うでもなく、悠ゆう然ぜんと浮ふ揚ようして……

　いや、違ちがう。シャンデリアは破片同士が集まり、武器も元いた壁に収まっている。甲冑も自ら復元し、壁かべ際ぎわに整列。深蝕の爪つめ痕あとも徐じよ々じよに薄うすれていく。そして俺は、復元の規則性にも気づいた。

「直ってるんじゃない……戻ってるんだ……時間が……」

　さっきまで倒れていた柱時計が起き上がり、床に倒れた過程をそのまま逆再生している。飛び散った文字盤ばんもぴたりと復元され、長針と短針は逆回転。

　──まるで俺たちだけ取り残されたみたいだ。

　──逆行する時間から……




　その時、きゅりるが叫きよう声せいを発した。

　指さしたのは、正面の玉座。その中央に、黄金の粒子が渦うずを巻いて集束してる。つむじ風のように躍おどるそれは、周囲の粒子をも巻き込み、輝きを増した。そして唐突に光が弾け、粒子の渦が……




「初めまして、宇牙神リョウトさん」




　一人の少女となった。

　黄金に縁ふち取どられた姿は、神こう々ごうしいほどに眩まぶしく、直視すらできない。けど鈴すずの音のように響く声は、確かに女の子。その声に、大人びた失望が込められた。

「やっぱり、そんな顔してるんですね」

「どういう意味だ……」

「私、隠し事には敏びん感かんなんです。あなたの場合、その秘密が顔に出すぎてます。よく言えば、正直なんでしょうけど」

「君は……誰だれだ」

「私は、あなたにとって神様かもしれない」

　薄らぐ光の中、声は静かに告げた。

「私なら、あなたの願いを叶かなえられる……そしてあなたの秘密を解き明かせるのも、私だけです」

「俺には隠し事なんてない……」

「噓うそつきは、嫌きらいです。自分を誤ご魔ま化かしてる人にも共感できない」

「俺は別に噓なんか……」

「だったら答えてください、正直に」

　少女は、深呼吸して問いかけた。

「もし時間旅行機タイムマシンがあるなら、あなたはいつに戻りたい？」







　　　【Phase.4　お乗り遅おくれのないように】







　弥勒みろく寺じユリは、呆然と変貌を見上げていた。

　目の前にそびえるプリンセス城の上空に、金色に輝く円えん環かんが現れた。直径およそ五○メートル。ちかちかと明めい滅めつしながら黄金の粒子を振ふり撒まき、辺りを照らしている。

　粒子を浴びた王城は、深蝕エロードの傷も癒いえ、見る見るうちに復元されていった。まるで破は壊かいされた際の映像を逆回転させたように……

「先生、あれは……」

　振り返ったユリは、思わず硬こう直ちよくした。

　背後に立つ担任教師、伊い坐ざ凪なぎレイラの全身は、すでに灰色の術光オーラに覆われている。たなびく《神しん智ち》の光は、まるで触しよく手しゆのようにレイラの身体からだから何百本も伸のび、ふるふると震ふるえて、異相ネガスフイアを捉えようとしていた。

「疑似異相パラスフイア……」

　レイラは、王城を見上げて言った。

「基き礎そ構築力二○四ヴァイル……対領域密度三三七ヴァイル……なるほど、意外に脆もろい……反発係数も○・四八……構成介罪人クリミナルは第Ⅷ系統が一名のみ……ただし内部に領域因子ポテンシア保有者二名も確認……」

　その言を聞いて、小こ春はるが呻うめいた。

「二名……若さまと森もり北きたさん……」

　悟さとって、駆かけ出そうとする。しかし次の瞬しゆん間かん、レイラの身体が水色の術光を放ち、ぶんっと音を立てると、《流りゆう刻こく》の瞬間移動術で小春の前に現れた。

「お待ちなさい、松まつ下したさん。焦あせるなんて、あなたらしくない」

「いいえ、私は……！」

　小春は、一呼吸置いた。

「……焦ってなどおりません。ただ若さまと森北さんが心配なだけです。今の解かい析せきが正しいなら、あれは決して堅けん固ごな疑似異相ではありません。むしろ未熟……位階レベルの低い介罪人が作り出したものなら、私一人でも突とつ破ぱは可能です」

「小春ちゃん……」

　ユリには、いつも通りの冷静な分析に聞こえたし、助けに向かうのもかしずきとして当然の行動だ。だが伊坐凪レイラは、指先でとんと小春の胸むな元もとを突つき押した。

「それが焦ってる証しよう拠こよ。あなたは、私の解析を最後まで聞いていない」

「…………」

「確かにあの疑似異相は脆ぜい弱じやくだわ。でも、あれを守る別の力も働いている。その程度の援えん護ご策、いつもの松下さんなら予測できると思ったけど？」

「先生、別の力とは……」

「待って。もうすぐ顕けん現げんする……かなり大きいわ！　みんな遮しや蔽へい物に隠かくれて！」

　レイラが叫さけんだ瞬間、世界がたわんだ。

　上空で輝く黄金の円環……そのさらに上層に新たな光が生まれた。それは満月を思わせる巨きよ大だいな光球。淡あわく穏おだやかな光を放ち、ユリたちを見下ろす。そして……

　轟ごう音おんと激げき震しん。光球に照らされた大地が揺ゆれ、廃はい墟きよも街路樹も見境なく倒れていく。

「きゃああああっっ！」

「ユリさまっ！」

　震動に叩たたかれたユリは、小春に抱かかえられて物もの陰かげへ逃のがれた。しかしなおも激震は続き、異相の月光が、邪じや悪あくな種子を萌ほう芽がさせたのだ。
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「君は……」

　俺は、玉座を見上げた。

　現れたのは、色白の少女。顔立ちは繊せん細さいで、睫まつげも長い。白銀に艶つやめく髪かみも光こう沢たくを放ち、玉座に相応の気品すら感じられた。瞳ひとみの色は、さらに謎なぞめいた深海の青。

　しかし清せい楚そな面おも立だちとは対照的に、衣服は奇き抜ばつだった。フリルのシャツにネクタイを締しめ、左ひだり腕うでの黒い腕わん章しようには頭ず骸がい骨こつのイラスト。両手首には何重もの革かわ製せいベルトで編まれた籠手アームガードを付けている。スカートも挑ちよう戦せん的なほど短く、足には金属鋲びようだらけの黒ブーツ。いわゆるゴシックパンク。

　さらに手には、髑どく髏ろをあしらった虚力杖ステツキ……領域士イグザルタスの術杖スタツフに等しいモノ……を握にぎっている。

「私の名は、真ま木き島しまリオン……探たん索さく用・時間操作型虚力使いタイムライン・ネガ・ウイザード……名式コードは、《親和少女アフイニテイ》」

「介罪人！」

　背後で、森北さんが声を上げる。

　俺も、内心では驚おどろいていた。同世代の、しかも女性介罪人と相対するのは、初めてかもしれない。まして彼女は、俺の心をえぐる問いをかけてきた。

「もう一度、訊ききます。あなたは、いつに戻りたいの？　私は、あなたが欲しい力を持っています」

　確かに、それは俺が望む力だった。

　時間を逆行して、望んだ時間に行ける。《親和少女》は、それを見せてくれた。壊こわれたアトラクションを復元したように、過去に戻れるのなら……




　──俺は、行って確かめたい。

　──三年前のあの街で、何が起きたか。

　──俺が何を起こしたのかを。




　すべては三年前の刹せつ那なから始まり。

　すべては三年前の刹那から壊れた。

　今いま更さら、そこに戻ったからって、やり直せるのか分からない。あの時死んだあいつを救えるのか分からない。

　けど俺は、大切なその刹那を忘れてしまったんだ。それが最大の罪。罪を忘れた罪。せめて……思い出したい。

　思い出したい！

　思い出したい！

　思い出したい！

　俄が然ぜん、心の底から、熱い渇かつ望ぼうが湧わき起こり、身体中を駆け巡めぐる。この願い、どうすれば叶えられる？




　──簡単だ。

　──目の前の少女にすがればいい。




　この渇かわき、今なら止められる。少女の力を借りればいい。ただそれだけ。手に入れたくても、ずっと見つけられなかった力が、俺の前に立っている。

　だけど俺は……




「噓だな」

　俺は、渇きに抗こうして言った。

「時間を戻すなんて虚力ネガスペル、あるはずがない。誘ゆう惑わくとしては上出来だけど、もう少し上手うまい噓をついた方がいい」

《親和少女》の声が、少し怪け訝げんになった。

「信じないの、私を？」

「ああ、信じない。だってそうだろ。もし時間を戻す虚力があるなら、どこかの介罪人がとっくに使ってるはずだ。そして九領域イグザルト・ナインを消しよう滅めつさせ、この世界を乗っ取ってる」

「どうやって？」

「勿もち論ろん、紀元前一○世紀に戻る。九領域を完成させたソロモン王と七二人の古代領域士を、まだ赤あかん坊ぼうのうちに皆みな殺ごろしにしちまえばいい。その時代に、邪じや魔まをする領域士は一人もいない。異相は、苦もなく九領域の誕生を阻そ止しできるはずだ」

　別に、ひけらかすほどの推論じゃない。時空を司つかさどる《流刻》の領域士にとって、過去改変は最大の懸け念ねんだ。しかし幸い、過去へ遡さかのぼった介罪人は一人もいない。

　一方の九領域も、何千年も前から時間研究を続けているが、時間関与影響タイム・パラドツクスの効果が大きすぎて、過去改変術の完成には至っていない。それだけ、時間ってものは繊細なんだろう。

　俺は確信して言いきった。

「何千年かけても解明不可能なのが時間だ。君がどれほどの介罪人かは知らないが、俺を過去に連れて行けるとは思えない」

　すると《親和少女》は、玉座から続く階段をひとつ下った。

「認めるの、悔くやしいです」

「じゃあ……」

「違ちがいます。噓うそをつくのが下手へただって言ったでしょう。やっぱり噓が嫌きらいだと、はったりも上手くいかない」

《親和少女》は、真っ直すぐ俺を見下ろした。

「今のは、あなたへの揺さぶりです。誰だれだって、欲しいモノを差し出されれば動どう揺ようする。でもあなたは、冷静に看破した。なぜそんなに強くいられるのか、私には不思議に思えるくらい」

　言葉とは裏腹に、《親和少女》の視線には驚きよう愕がくはなかった。彼女こそ冷静に、俺を値ね踏ぶみし、分析しようとしている。

《親和少女》は、階段の途と中ちゆうで足を止めた。

「それでも私は、あなたが欲しい力を持っています。時間を巻き戻すのはできないけれど……私は、過去を見せる力を持っています」

「過去を……見せる？」

「そう。この大広間も復元したんじゃなく、過去の姿を見せているだけ。だけどそれで事足りるんじゃないかしら……あなたの望みには……」

　言うと《親和少女》は、虚力杖を一いつ閃せんした。

　途と端たんに、広間の中心に淡い光が生まれる。その光の中心で、見覚えのある金属製の扉とびらが開いた。そう、あの街へ誘いざなうように。

《親和少女》は、扉を指した。

「宇う牙が神じんさん、お早めにお乗りください。京けい南なん本線、まもなく発車いたします。次は終点、渋しぶ谷や……次は終点の渋谷です」
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　ユリは、正面の花か壇だんを凝ぎよう視しした。

　深蝕に汚お染せんされた草花が、異相の月光を浴びた途端、うねうねと動きだし、見る間に肥大していく。茎くきの直径、約一メートル。どれも長大な蔓つるとなって伸のび、這はいずりながらプリンセス城を囲っていく。

「小春ちゃん、あれって……」

「虚力です。恐おそらく疑似異相パラスフイアを守るための」

　小春も、蔓草に覆おおわれていく城を見上げた。

「介罪人は、複数いる模様です。少なくとも城中と城外に一人ずつ。早くしないと若さまたちが……」

　小春は、すぐにでも蔓草を斬きり裂さき、城内へ突とつ入にゆうする構え。勿論、ユリもついて行く覚かく悟ごだ。リョウトは負傷していると云いうし、一刻も早く傷を癒いやしてあげたかった。

　すると背後で、伊坐凪レイラがばちんと乱暴に携けい帯たいを閉じ、一年Ａ組を見み渡わたした。

「これから全員、園内から脱だつ出しゆつします！　すでにＤ組、Ｆ組は避ひ難なんを完かん了りよう！　女子から先に退たい避ひし、男子は撤てつ退たいを援えん護ごしなさい！」

　ユリも、学園の判断は正しいと思う。一年生の大半は修練士デイサイプルだ。介罪人と戦える術力はないし、異相戦争ネガテイヴ・ウオーに備えて教育中の貴重な人材だ。あえて失う愚ぐを犯おかす必要はない。将来に備えて温存するのが得策である。

　だが学級委員の片かた岡おかが手を挙げた。

「ちょっと待ってください！　それじゃあ宇牙神くんと森北さんは、どうなるんですか！　このまま見捨てていくんですか！」

「あなたたちに勝てる虚力ではない」

　伊坐凪レイラは、言下に言い返した。

「あの蔓草、城を覆う光とは段だん違ちがいよ。虚力度ネガスペル・ランク一○……発動している第Ⅵ系統の介罪人は、推定位階一二以上……もしあなたたちが攻せめれば、五人中二人が死んでもおかしくないわ」

　みな騒そう然ぜんとなった。異相の虚力度は、九領域の術難度に等しく、介罪人の位階も、領域士の許容度スロツトに等しい。

　つまり城を守る介罪人は、領域士で言えば許容度一二以上、目の前の虚力も第一○難度の術と同程度なのだ。第一難度の術しか使えぬ修練士にどうにかできる相手ではない。

　それでもユリは、小春の腕うでを握った。

「小春ちゃん……」

「分かっております。私も……」

　言葉にせずとも、思いは重なった。自分たちは修練士ではなく、領域士だ。たとえ避難指示が出されても、王城に向かう。虚力度一○の介罪人は確かに強敵だが、リョウトを見捨てるワケにはいかない。そう担任に告げようとした時……

「俺、残るぜ」

　やおら、エルヒコが戦闘剃刀ウオー・レイザーをくるくると回した。

「宇牙神には助けてもらったし。せめて攻こう撃げきぐらいして、城ん中の二人を援護しねえと」

　片岡も、覚悟を声に込めた。

「僕も……残ります。このまま帰るなんてできません。それに……僕は強くなるために、この学校に入りました」

　学級委員は、訥とつ々とつと言葉を続けた。

「強くなるには、宇牙神くんのように戦って、生き残るしかない。生き残れるか分かりませんけど……」

　するとまた、大地が揺れた。新たな蔓草があふれ、城の周囲に森を形作っていく。それでも挙手は止やまなかった。

「じゃあ私も残ります。蔓草じゃなく、疑似異相に援護射撃を……あっちは第一難度の術でもダメージ入りそうだから」

「俺は《鎮ちん守じゆ》の術でみんなを守るよ。位階一二の介罪人の術なんて防げないけど、威い力りよくを削けずるぐらいなら出来る」

「私、《星せい練れん》の火か炎えん術を試ためしてみます。植物には難度以上の効果があるから……」

「だったら僕が《神しん智ち》の術で、強度の弱い部分を探ってみる。一点集中攻撃かければ、あるいは……」

　ユリは、挙がった手を数えなかった。たぶん全員。数時間前まで校内恋れん愛あいに夢中だったのに、今は自分にできる事を必死に考えている。結局、みな九領域の使い手なのだ。

　だが伊坐凪レイラは、宥なだめるように言った。

「分かったわ。確かにあなたたちの術でも、介罪人の注意を引きつけるぐらい可能なはず……しかし強敵だと云う認識は忘れないで。それに士気の高すぎる軍隊は損害が大きいって知ってた？　がんばり過ぎると、引き際ぎわを見誤るものよ……片岡くん、援護を終えたら、直ちに避難しなさい。避難指揮は、あなたが執とるのよ」

「分かりました、先生……でも援護するって誰をですか？」

「勿論、私が選んだ突入部隊をよ。教師として突入を許可できるのは、疑似異相内での戦闘に耐たえうる領域士……松下小春さん、弥勒寺ユリさん？」

　呼ばれて、ユリと小春は姿勢を正す。

「行きます、先生！」

「若さまをお守りするのが、私の務めです」

　早くも小春は、城目指して駆かけ出そうとする。だが伊坐凪レイラは、小春の肩かたにぽんと手を置いた。

「お待ちなさい、松下さん……私が、生徒二人だけ、死地に行かせると思う？」

「では先生も……」

「驚おどろいてる暇ひまがあったら、策を練りなさい。《戦せん略りやく思し考こう》は、あの守りをどうやって突とつ破ぱするの？」

　問われると、小春は立ち止まり、クラスメイトたちに向き直った。

「策は、すでにございます」
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「宇牙神さん、どうぞお乗りください」

《親和少女アフイニテイ》は、銀色の扉を指した。

「その扉をくぐれば……三年前のあの日の渋谷が見れるんですよ」

　俺の脳裏に、唐とう突とつに京南本線西にし浜はま駅のホームが甦よみがえった。

　ああ、そうだ。あの日もいつもと同じように、私鉄桜さくら野の線に乗って西浜まで行き、京南本線に乗り換かえて渋谷へ行ったっけ。

　横よこ浜はまを通り、多た摩ま川がわを越こえ、代だい官かん山やまで若い女の人がたくさん乗り降りしたのを覚えている。そこに一歩踏ふみ入れば、過去に戻もどれそうな気がした。だけど……




「だから……異相は嫌いなんだよ」




　俺が牙を剝むくと、《親和少女》は物もの憂うげな視線を投げた。

「私の好意を拒きよ否ひするんですか？　あなたには喜んでもらえると思ったのに」

「こんな餌えさで釣つられるなら、領域士失格だ。あまりにも好都合すぎるし、いかにも異相がやりそうな誘ゆう惑わくだな」

　俺は、脳裏の光景を追い払はらった。

「あらためて、思い出したよ。俺、異相が気にくわないんだ……もの凄すごくな」

「領域士なら当然でしょうね」

「違う。俺が異相を憎にくむのは、俺たちの世界を襲おそうからじゃない。俺たちの世界の人間を誘惑するからだ。簡単に力が手に入ると言って騙だまし、人生を壊こわしちまうからだよ」

　初めて、《親和少女》がびくんと揺れた。

「だってそうだろ。はいどうぞ、これがあなたの欲しい力でしょうと虚力ネガスペルを見せびらかして、普ふ通つうの人を介罪人に仕立てていく。それが異相のやり方だ。誰だって甘い餌は欲しいし、力を身につけたいと思ってる」

「私も、その一人だと言うの？」

「ああ、だけど介罪人ならまだいいよ。自分で思考する力が残ってるんだから……しかし怨痕者アンガーは、どうだ？　虚力に取り込まれ、異相のために戦う木偶でく人形にされちまった人間だ。その危険性も知らずに、どれだけ多くの人が怨痕者になったと思う！　一○○万や二○○万じゃきかねえんだぞ！」

　言ってみれば、虚力とは麻ま薬やくなのだ。たとえ修しゆ行ぎようを積まなくても、九領域と互ご角かくの力を与あたえてくれる。ただ単に体内の領域因子を生いけ贄にえに捧ささげるだけでだ。その誘惑に屈くつした人間は、世界中で数千万人に達している。俺が宿題として捕ほ縛ばくしたギャングも同じ輩やから。

　だが領域因子を捧げた者は、虚力への耐たい性せいも失っているのだ。そのため、虚力に溺おぼれた者は、心身を乗っ取られた廃はい人じん……怨痕者となり、介罪人の手先として操られるしかない。虚力を自分で制し、介罪人として生きられるのは、ごくわずかなのだ。

　俺は、《親和少女》に向かって歩を進めた。

「虚力ってのは、異相がつく噓うその塊かたまりだ。だから俺は虚力を頼たよらない。信じる事もできないし、絶対に許さない」

「虚力が……噓……」

《親和少女》は、なぜか震ふるえ始めた。白磁のような顔色に朱しゆが差していく。すると、今まで黙だまっていた森北さんも前に進み出た。

「あなただって、虚力に取り込まれるかもしれない。もし本当に望む時間が見えるなら、あなた自身の未来を見てみればいい」

　森北さんには似合わぬ、痛つう烈れつなセリフ。しかし《親和少女》も、虚力杖をきつく握にぎりしめた。

「あなただって噓をついてるわ。この三年間、どこにいたか……その女の子に言えるの？　隠かくし事ごとがひとつもないと、あなたは胸を張って言えるの？」

　思わず、言葉に詰つまった。確かに俺は、自分のすべてを周囲に語っていない。巻き込みたくないから。迷めい惑わくをかけたくないから……

　すると動どう揺ようを悟さとって、《親和少女》は俺に虚力杖を突つきつけた。

「あなたに、他人の噓を責める資格なんてない。真実を隠し続けるのも許せない。だから力ずくでも暴あばきます。あなたが失った二秒を……」

「森北さん、逃にげろ！」

　目の前に爆ばつ光こう。俺は森北さんの腕を取り、強ごう引いんに背中にかくまう。けど……
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《月光騎ムーングロウ》は、王城の上空にいた。

　自らは満月状の光球……光こう殻かく型飛行虚力の中心に浮うかび、《親和少女》が居る城を守るために植物型防ぼう御ぎよ虚力を展開していた。二つの虚力度は、合計一二。《月光騎》にもかなり負担のかかる術力だが、今のところ問題はない。

　すでに宇牙神リョウトは、城内に捕とらえてある。後は、《親和少女》が過去を暴くだけだ。西浜学園の生徒は、まだ残っているが、宇牙神リョウトを救きゆう援えんできるとは思えない。もしも高位の領域士が救援に来た場合は、《ものまね鳥モツキンバード》が……

　と、そこまで思って、《月光騎》は眼下に視線を移した。

「へえ……やるつもりなんだ」

　どこか他人ひと事ごとのように、城に近づく一団を値ね踏ぶみする。

「領域士三名、修練士三六名……たいした戦力じゃないな。引いん率そつの先生と、かしずきがいても。だけど……」

　楽しげな声を響ひびかせつつも、《月光騎》の顔は笑っていなかった。

「領域士も現実家だからね。勝てると思うから攻めてくる。つまり勝算ありってワケだ。それとも無む謀ぼうな突とつ撃げき？　または単なる陽動？　いや、そうじゃない。彼らは本気で、僕の防御虚力を突破するつもりだね」

《親和少女》に比べれば、《月光騎》の戦闘経験は豊富と言えた。

　しかしいくら相手が修練士とは言え、四○人近い相手と戦うのは初めてだった。どんな手で攻めてくるか、それを考えるのは意外にも楽しかった。

「まあ、手段はいくつか予想できる。でも修練士ばかりで攻めきる計算式が分からないな。まさか『がんばれば夢はかなう』式の希望的観測じゃないだろうね。そんな失望は御ご免めんだよ。僕を驚かせる奥の手を使ってほしいな、学生諸君」

　そして《月光騎》は、瞑めい目もくした。

「僕も、油断なんてしないよ」
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　修練士。それは許容度一しか持たず、単一の領域のみを学んだ、初歩的な九領域の使い手である。習い覚えた術も第一難度のみで、領域因子容量ポテンシヤルも最大五デシウス程度。つまり最低位の術に術修正ブーストをかける事もできず、素すの状態でたった五回打てるのみ。正直、まともな戦力とは言えない。

　だが伊坐凪レイラは、自分の生徒である修練士たちを配置につかせ、鋭するどい声で命じた。

「《流刻》班、蔓つる草くさの動きを止めなさい！」

「よ、よし打とう！」

　命令一下、小こ松まつ優ゆう人とたち三名の《流刻》修練士が、第一難度の虚力歪わい曲きよく術〈ナベリウスの緩かん慢まんなる妨ぼう害がい〉を放つ。操作の公こう爵しやくナベリウスが編み出した術は、虚力の動きを妨さまたげるものだ。

　しかも小松たち三人は、お互たがいの意識を同調リンクさせ、同じ術を同時に同目標に撃うち込んでいる。いわゆる領域重複強化オーバースタツク。〈ナベリウスの緩慢なる妨害〉が、第三難度相当の術となって、蔓草に叩たたきこまれた。

　だが相手も、虚力度一○である。水色の術光オーラが炸さく裂れつしても、蔓草の動きは完全に止まるどころか、わずかにぎごちなく痙けい攣れんする程度である。それでも伊坐凪レイラは、別の生徒らに合図を送った。

「次は《鎮ちん守じゆ》班！　狙ねらう場所は、分かってるわね？」

「動きは鈍にぶってます！　これなら当たる！」

　学級委員、片岡光みつ也やたち五名の《鎮守》修練士が、やはり五人がかりで領域重複強化……第一難度の虚力減げん衰すい術〈バルバトスの聖なる祓ふつ魔ま〉を第五難度相当で放った。

《鎮守》はただ守るだけの術ではなく、異相の防御力を下げる術も使用する。しかも狙ったのは、遠えん藤どう夏なつ希きたち四名の《神智》修練士が解かい析せきした、蔓草の密度が最も薄うすい箇か所しよだ。

〈ナベリウスの緩慢なる妨害〉によって動きを阻そ害がいしたため、当たらないはずがない。

　青い術光は難なく、蔓草に命中し、青い爆光が唸うなりを上げる。瞬しゆん間かん、虚力も耳みみ障ざわりな咆ほう吼こうを上げ悶もだえ苦しんだ。そして蔓草の防御虚力度が、短時間だが半減した。実質、虚力五にまで低下。

　命中を確かめ、伊坐凪レイラが叫さけぶ。

「今よ、《星せい練れん》班！」

「〈フォルネウスの掠かすめ襲う野火〉！」

　星ほし村むらまなみたち三名の《星練》修練士が、第一難度の汎はん用よう火か炎えん術を放つ。そしてこの術は、対植物目標に対しては、二倍の効力を発揮するのだ。つまり三人がかりの領域重複強化によって、最終威い力りよくは第六難度相当。

　轟ごう音おんと共に放射された紅ぐ蓮れんの炎撃は、虚力度五まで落ちた虚力の一点めがけて突き進み、命中と同時に蔓草を吹ふき飛ばした。

「やった！」

　小松が、片岡が、星村が拳こぶしを握る。

　だが伊坐凪レイラは、まだ表情を緩ゆるめてはいなかった。
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「まあ、そうだよね。領域重複強化より他ほかに手はないだろうし」

《月光騎》は、〈フォルネウスの掠め襲う野火〉を浴びる自らの虚力を見下ろした。

「でも一点を焼き払っただけじゃあ、城にはたどり着けないよ。言ってみれば……木を焼き、森を焼かずってとこかな」
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　燃え盛る炎に包まれ、蔓草が焼け落ちていく。その炎に照らされるように、王城への道が開かれたかに見えた。

　だが左右から、間かん隙げきを埋うめるように新たな蔓草が這はいずってくる。太い幹で炎すら消し潰つぶす勢いに、片岡が悲鳴を上げた。

「キリがありませんよ、先生！　これじゃあいくら焼いても……」

「連続攻こう撃げき！」

　再び、《神智》が弱点を探り、《流刻》が動きを阻害し、《鎮守》が防御力を下げる。新たな蔓草が悲鳴を上げるのもかまわず、《星練》が攻撃。今度は、星村たち三名に続き、横よこ田た隼はや人とたち三名の《星練》修練士も術を組み立て、二発同時に斉せい射しやする。爆炎が立て続けに湧わき起こり、吹き飛ばされた葉や幹が周囲に落下した。

　それでも蔓草は、土中から無む尽じん蔵ぞうに萌ほう芽がし、攻撃を嘲あざ笑わらうように障しよう壁へきを再生する。

　もう一度《神智》が、《流刻》が、《鎮守》が、《星練》が攻撃を紡つむぐ。その背後には、新たに奥おく園ぞの小さ百ゆ合りたち六名の《霊れい命めい》修練士も加わり、消しよう耗もうしたクラスメイトに領域因子を補ほ充じゆうしている。

　だが一向に、突とつ破ぱ口こうは見いだせなかった。
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「無む駄だじゃないかな、何度やっても」

《月光騎》は、呆あきれたように言った。

「消耗戦なら僕が有利だよ。なにしろ際限なく戦うのが僕の信条だからね。それに君たちは、一撃を与あたえるのにエネルギーを使い過ぎてる。消耗コストに見合わない攻撃だと、なぜ気づかないんだろう」

　つまらなそうに、《月光騎》は嘆たん息そくした。

「何か手がある、と勘かんぐった僕が間ま違ちがってたのかな。そんな単純な連続攻撃で突破できると思ったら大間違いだよ。それに気づいてもらうには、反撃するしかないようだね」

《月光騎》は、炎と黒こく煙えんにかすむ眼下に掌てのひらを向けた。
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「蔓草が……！」

　片岡が叫ぶまでもなく、全員が察していた。

　ひたすら受け身だった巨きよ大だい植物が、何百何千と云いう蔓を多方向に這い伸のばしたのだ。

　それこそ、伊坐凪レイラが評した『五人中、二人は死んでもおかしくない』反撃である。細い蔓は、素す早ばやく地表を這い進み、一年Ａ組生徒の足あし払ばらいを狙う。逃げようとすれば、さらに別の蔓が四し肢しに巻き付き、身体からだの自由を奪うばうはずであった。しかし……

「撤てつ退たいだ！」

　片岡の叫きよう喚かんと共に、一年Ａ組は後退した。あれほど執しつ拗ような攻撃を続けたのに、呆あつ気けなく敗走。おかげで空を切った蔓は地表を叩き割り、大地にめり込むだけだった。

　それでも追撃する蔓草には、印いん西ざい駿しゆんたち二名の《滅めつ殺さつ》修練士と、矢や野のエルヒコたち二名の《苦行》修練士だけが立ちはだかった。

「〈ベレスの忌いむべき波動〉！」

「〈サロスの勁けい悍かんなる四肢〉！」

　印西は果か敢かんに接せつ触しよく攻撃術を叩きつけ、エルヒコは、俊しゆん敏びんな機動で蔓草の注意を引きつける。それは撤退するクラスメイトを守るための、殿しんがりの行動だった。

　だが分散して戦う彼らは、領域重複強化を行う余よ裕ゆうもなく、第一難度の術だけでは、蔓草の繊せん毛もうを炙あぶる程度であった。
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「もう逃にげるんだ？」

《月光騎》は、眼下の戦せん況きように啞あ然ぜんとした。

「それにしても本当に無謀な突撃とは思わなかったな。しかも失敗したから逃げるなんて、ちょっと虫が良すぎるよね。現実の大人社会は、甘くないって教えてあげないとな。際限なく攻撃するのも僕の信条だし」

《月光騎》は、首を伸ばすようにして眼下を見み渡わたした。まるで無害な小動物を狩かるように思えて、つい頰ほおが緩んでしまう。まずどの生徒を蔓草で捕とらえるか……

　だが獲え物ものを見定めようとして、《月光騎》は眉まゆをひそめた。蔓草を燃やす炎は勢いを増し、戦場は黒煙に覆おおい隠かくされている。その黒煙に一年Ａ組も隠れ、さらに……

「待てよ……」

《月光騎》は、ようやく気づいた。

「君たちの切り札は、どこにいる……？」
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　星村たち《星せい練れん》修練士デイサイプルが、執拗に火炎術を打ち込んだのは、黒煙を上げて視界を遮さえぎるためだった。加えて火災による熱効果も、介罪人クリミナルの知覚能力を遮しや蔽へいしている。勿もち論ろん、完全に気配を消すのは不可能だが、その隙すきに乗じて、伊坐凪レイラが水色の術光オーラを放った。

「〈バシンの見えざる跳ちよう躍やく〉！」

　飛ひ翔しようの公爵バシンが編み出した空間跳躍術は、第四難度。伊坐凪レイラを中心とした半径二メートルの光球は、短たん距きよ離りなれど、範はん囲い内の生物を同時に瞬間移動させる能力を持っている。その光球の中には、松下小春と弥勒寺ユリがいた。

「みんな、援えん護ごありがと！」

　叫ぶユリは、もう蔓つる草くさの上空に出現していた。最初の瞬間移動で到とう達たつしたのは、そこまで。周囲を見れば、虚力ネガスペルの真っ直中に現れた感すらある。

　だが黒煙に紛まぎれた瞬間移動に、蔓草も対応できない。まして虚力を操る介罪人が、ユリたちを目視できないのだ。うねうねと蠢うごめく植物を無視して、伊坐凪レイラは再度、〈バシンの見えざる跳躍〉を放った。

　今度は、蔓草を飛び越こえて、一気に城まで到達。黄金にけぶる正門めがけ、小春が〈バシンの見えざる跳躍〉から飛び出した。

「今、参ります、若さま！」

　小春の手には、すでに紅煉獄三叉剣トライブレードが握にぎられていた。




　　　　＊　＊　＊




「そういう計算式か……！」

　初めて、《月光騎》は焦しよう燥そうを覚えた。

　黒煙の切れ間から、とぎれとぎれに三人の領域士イグザルタスが見えている。すでに城に接した敵に、《月光騎》は賞賛を送りたくなった。

「なるほど。三人の領域士を城へ送り込むため、三六人の修練士を使うとは……費用対効果コスト・パフオーマンスとしては、どうかと思うけど、君たちにできる最善はこれだろうね。見み抜ぬけなかったのは、僕の経験不足……しかもこのわずかな時間に、策を組み立て、修練士全員に任務を割り振ふるとはたいしたものだ。あの女先生、こんな戦術まで西浜学園で教えて……」

　と言いかけて、《月光騎》はかぶりを振った。

「違うよね、すっかり忘れていた。あのかしずきは、《戦略思考》と呼ばれていたっけ。これほど手間のかかる戦術を組み立てたのは、彼女に違いない。さすが宇牙神家と褒ほめるべきか、それとも若さまへの忠義を褒めるべきか。だけど……」

《月光騎》は笑って、掌を三人の領域士に向けた。焦燥は不快ではなく、むしろ高こう揚ように転化している。ゲームの最中に意外な妙みよう手しゆを打たれた場合、相手を賞賛するのが《月光騎》の礼れい儀ぎだ。そしてその妙手を打ち破る瞬間は、何物にもかえがたい快感を伴ともなう。

「君たちが来る事は、予測してたよ」




　　　　＊　＊　＊




「…………っっ！」

　撤退しながら、片岡は王城を振り返った。

　すでに小春の作戦通り、一年Ａ組は役目を果たした。これ以上の支援はできないし、指示通り、避ひ難なんするしかない。

　だが上空の光球が不意に異音を放ち、憤ふん激げきするように震しん動どうしたのだ。悪お寒かんが走る。予兆を裏付けるように、光球から電撃めいた月光がほとばしった。

「だめだ、介罪人が気づいた！　先生！　松下さん、弥勒寺さん！　早く逃げて！」

　しかし片岡の悲鳴も虚むなしく、月光は落らく雷らいのように急降下した。回かい避ひの時間すらない猛速度で、月光は三人の領域士を直撃し、跡あと形かたもなく吹ふき飛ばした。




　　　　＊　＊　＊




「はい、命中」

《月光騎》は、眼下の閃せん光こうに満足した。

　城に接近された場合を予測して、あらかじめ付帯してあった範囲攻撃虚力が自動発動し、三人の領域士を一撃で抹まつ殺さつしている。肉片すら残さぬ威い力りよくに、《月光騎》は微び笑しようを取り戻もどした。

「いい所まで攻せめ込んだのに、悪いね。でももしもに備えて術を準備するのは、異相戦争ネガテイヴ・ウオーの常道だから。僕は、防ぼう御ぎよで手て一いつ杯ぱいになる程度の虚力使いじゃない。ちゃんと迎げい撃げき用の余力は残してあったのさ」

《月光騎》は、まだ晴れぬ黒煙を見下ろしてつぶやいた。

「だけど領域士とは云え、女性三人を殺したのは気分が悪いな。特にあのかしずき……さっきの戦術はなかなか巧たくみだった。今のが外れていたら、きっと城内に……」

　そこまで言って、《月光騎》は沈ちん黙もくした。あまりの驚きよう愕がくに、ただ眼下の異変を傍ぼう観かんするしかできない。ようやく硬こう直ちよくを振り払はらい、搾しぼり出したのは怒ど声せいだった。

「騙だまされた……！」




　　　　＊　＊　＊




「小春ちゃん、引っかかったわよ！」

　ユリは、月光の爆ばく風ふうを伏ふせてやり過ごし、再び王城の前に立った。勿論、その傍そばでは小春も紅煉獄三叉剣トライブレードを構えている。ほんの十数メートル先で炸さく裂れつした虚力に、伊坐凪レイラも嘲ちよう笑しようを向けた。

「いい仕事だわ、《心しん魂こん》班！」

　介罪人が虚力を打ち込み、殺したと思いこんだ三人の領域士とは、上こう月づき賢けん太た郎ろうたち五名の《心魂》修練士が生成した攪かく乱らん幻げん影えい術だったのだ。幻げん惑わくの伯はく爵しやくが編み出した〈マルファスの緻ち密みつなる虚うつ蟬せみ〉は、ユリ、小春、伊坐凪レイラそっくりの囮デコイとなり、本人たちに先行して、王城に接近していた。

　当然この術も領域重複強化オーバースタツクされているため、第五難度まで上じよう昇しよう。それでも介罪人に見破られておかしくない低位の術だが、火災の黒煙が判別を妨さまたげてくれた。いやむしろ、策を編み出した小春としては、最後のこの幻影を見誤らせるために、火炎術を連発させたのかもしれない。
















　小春は、今度こそ本当に王城に接近し、紅煉獄三叉剣を振り回した。その刃やいばがまとう赤い術光は、いつもの数倍の光量。竹たけ内うち奏そう太たたち三名の《創そう成せい》修練士が、武器強化術〈レラジェの聖なる鋼はがね〉を付ふ与よしたため、威力を増した紅煉獄三叉剣は回転するだけで疾しつ風ぷうを巻いている。小春も、裂れつ帛ぱくを放った。

「いああああああっっ！」

　轟ごう音おん。三つの刃が、続けざまに正門にぶち当たる。衝しよう撃げき。黄金の粒りゆう子しが蹴け散ちらされて宙に舞まった。

　疑似異相パラスフイアが裂さけた瞬しゆん間かんであった。




　　　　＊　＊　＊




　一瞬、俺は拍ひよう子し抜ぬけした。

《親和少女アフイニテイ》が放った閃光……つまり虚力に打たれたはずなのに、苦痛は一いつ切さい感じない。命中した感かん触しよくすらなく、外れたのではと思ったほど。

　だが次の瞬間、俺は我が目を疑った。

　いつの間にか、《親和少女》が生み出した過去への扉とびらが、数メートル手前に迫せまっているではないか。京南本線の扉は左右に開いたまま、俺を待ち構えている。

　──いやだ。

　──俺は、あの扉はくぐらない。

　──虚力に取り込まれてたまるか！

　しかし周囲をよく見れば、近づいたのは扉ではない。知らぬ間に俺自身が、扉に歩み寄っていたのだ。

「宇牙神くん、行かないで！」

　鼓こ膜まくには、森北さんの悲鳴。分かってる。俺だって行きたくは……そう思って引き返そうとする寸前、《親和少女》の声がした。

「いいえ、行ってください」

　その瞬間、俺の視界が暗転した。まるで長いまばたきをしたように、辺りの光景が見えなくなる。そして再び視界を取り戻すと、俺はもっと扉に近づいていた。

「なんで……！」

　足あし下もとを見れば、床ゆかに降り積もった黄金の粒子の上に、点々と俺の足あし跡あと。つまり俺は自分の足で接近しているのだ。あの扉に……！

《親和少女》が、長い睫まつげを揺ゆらした。

「言ったはずです。私は、時間操作型虚力使いタイムライン・ネガ・ウイザード。宇牙神さんの未来を奪うばい、代わりに別の未来を挿そう入にゆうして、あなたを操っているのです。その扉をくぐらせるぐらい、簡単です」

「俺の未来を奪うだと……！」

　驚おどろく間に、また暗転。そして扉に接近。

　逃にげようとしても暗転。また扉に接近。

　俺の未来……つまり『後戻りしたい』と思う意志が次々と勝手にキャンセルされ、代わりに《親和少女》の選んだ意志……『扉に向かって歩こう』に変へん換かんされているのだ。

　悟さとった俺を、《親和少女》は冷れい淡たんな視線で見み据すえた。

「事前情報通りです。あなたの攻こう撃げき力は、平均的な許容度スロツト七の領域士と比べて、ずば抜ぬけて高いけれど、虚力に対する耐たい性せいは平へい凡ぼんです。領域士としての戦力分析均衡パラメータはアンバランス……だから意外と、虚力には打たれ弱い。攻撃に特化した領域士にはありがちな傾けい向こうです」

「くっ……」

「《苦行》の術による加速回避もできませんでしたね。所しよ詮せん、攻撃領域士が口にする『攻撃は最大の防御』って戦術教義ドクトリンは、理り屈くつ倒だおれなんです」

　遂ついに俺は、扉の内側に一歩踏ふみ込んだ。逃げようとしても、思考は蒸発し、代わりに身体からだが勝手に前進している。

　すると俺の背後で、緑色の術光オーラ……《星練》の術が輝かがやいた。

「返して、宇牙神くんを！」

「きゅー！」

　森北さんが、遠えん隔かく単体攻撃術〈バエルの無む慈じ悲ひなる灼しやく熱ねつ〉を放ち、同時に術精霊アイコンきゅりるも《星練》の術光を発した。まだ森北さん単独では、第二難度の術に術修正ブーストをかけるのは無理だろうが、きゅりるが術修正を補助したのだ。

　だが《親和少女》が〈バエルの無慈悲なる灼熱〉に焼かれると思った瞬間、その姿は突とつ如じよかき消え、階段の中腹で虚むなしく術だけが爆ばく炎えんを上げた。

「そんな……！」

　一撃をかわされ、森北さんが呆ぼう然ぜんとする。

　やがて炎熱が薄うすれると、玉座の傍には《親和少女》と、それを支える長身の少年の姿があった。

「危なかったね。でもここからは、君を直接守るよ」

　少年は、妙みように甘やかな声こわ音ねで言った。

「少し手て違ちがいが生じた。早く彼を処理した方がいい」

「分かりました、《月光騎》さん」

《親和少女》が呼びかけた瞬間、俺はそいつ……《月光騎》と目が合った。

　流りゆう麗れいな青い髪かみ。憂うれいを帯びた横顔は大人びているが、恐おそらく高校生。たいして寒くもないこの季節に、黒いロングコートをなびかせてる。しかも切れ長の目に似合いの、鋭えい利りな剣けんを握にぎっていた。本質的には片かた刃ばだが、切っ先のみ両刃になった中世ヨーロッパの武器、シュヴァイツァー・サーベル。握りには、籠かご状の防護を付けた貴族的な武器だ。

　──こいつも介罪人クリミナル！

　──だとしたら森北さんが……

　俺は、必死に扉から戻ろうとした。だがその意志は、またも《親和少女》に奪われ、とうとう両足が扉を越こえてしまう。京南本線の車内に、《親和少女》の声が響ひびいた。

「では宇牙神さん、しっかり向き合ってきてください。あなたの過去に……」

　ご大層な発車ベル。振ふり返れば、森北さんが手を伸のばしてる。

「行かないで、宇牙神くん！　それに乗っちゃだめ！」

　胸が締しめ付けられるような懇こん願がん。それに応こたえられない自分を殺してやりたくなる。

　──どうして俺はいつも……

　──巻き添ぞえにばっかりするんだよ！

　すると《月光騎》が森北さんの前に降り立ち、ロングコートをひるがえした。

「悪いね。彼は行かなければならない」

《月光騎》は、ちらりと俺を一いち瞥べつした。

「彼は過去の罪を確かめに行く。そして今ここでも罪を背負うわけだ。君を守れなかった罪を……」

　俺に見えたのは、《月光騎》の背中だけ。だがロングコートから伸びた腕うではサーベルを振り上げてる。たぶん森北さんの頭上に……

　──やめろっっ！

　叫さけびすら《親和少女》に奪われ、閉じていく電車の扉を見守るしかない。その扉の隙すき間まで、《月光騎》はサーベルを……




　だが、その時。




　ぎいいいいいいいいんんんんっっ！

　突如、鋭するどい金属音が響いた。耳みみ障ざわりだが、やけに懐なつかしく、頼たのもしい。その音に弾はじかれ、《月光騎》が勢いよく吹ふき飛んだ。

　水色の術光……《流刻》の瞬間移動術で現れた少女が、紅煉獄三叉剣トライブレードを振るったのだ。舞うように流れるのは金きん髪ぱつ。俺を見据えた瞳ひとみも、蒼そう空くうのように澄すんでいた。

「若さまっ！」

　続けて伊坐凪先生が、そしてユリが瞬間移動術で駆かけつけ、森北さんをかばう。

　だが小春は、退けた《月光騎》にもかまわず、〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉で加速し、一直線に疾しつ走そうしてきた。まるで俺しか見えていないように。

　──来るな、小春っ！

　叫ぼうとした時にはもう、小春は狭せばまる扉に滑すべり込んでいた。そして勢い余って俺に抱だきつき、急停止する。紅煉獄三叉剣が、がらんと床に落ちた。

「御ご無ぶ事じでしたか、若さま！」

「戻もどれ、俺なんかより……」

　小春に言いかけて、俺は絶望した。

　すでに扉は堅かたく閉じ、京南本線は三年前へ動き出したのだ。







　　　【Phase.5　信じたいもの、信じたくないもの】







「若さま、お怪け我がを……！」

「心配するな、かすり傷だ」

　小こ春はるを制して、俺は包帯を巻き直す。《親和少女アフイニテイ》の虚力ネガスペルが解け、四肢には自由が戻っていた。だが目眩めまいに襲おそわれ、俺は壁かべに寄りかかる。右みぎ肩かたにも激痛。傷口が疼うずき、包帯にも血が滲にじんでいる。

　そして車内の様子も一変していた。

　がたんごとんと現実的リアルに揺れる車両は、確かに京けい南なん本線上り線を走っている。見覚えのある車窓は、目め黒ぐろ川を渡わたり、もうすぐ終点の渋しぶ谷や。頭上で揺れる車内吊づり広告を見れば、週刊誌の日付は三年前。見出し記事も、映画の広告も、俺が小学生の頃のものばかり。しかし最も奇き怪かいだったのは……

「いつの間に乗客が……」

　小春が、紅煉獄三叉剣トライブレードを拾って呻うめいた。

　車内には、無数の人々が湧わき出ていた。つり革につかまる中年サラリーマン。ヘッドホンから流れる曲に聞き入る大学生。座席から小学生の女の子が立ち上がり、お婆ばあちゃんどうぞと席を譲ゆずってる。

　しかもその全員が……透すけていた。みな半はん透とう明めいの姿で、平然と車内を行き来している。近づいてきた女子中学生は、俺など見えないかのように、俺にぶつかり、俺の身体にとけ込み、透とう過かしていく。

　その様子を見て、さすがの小春も表情を硬かたくした。

「この電車はいったい何なのです？　まるで……幽ゆう霊れいのようです」

「幽霊は俺たちかもしれないぞ。この車内に存在してるって、気づいてもらえないんだから。それよりどうしてお前まで来たんだ。一いつ緒しよに来るなんて危険すぎる」

「若さまをお守りするのが、かしずきの務めです」

「ここは虚力の中だぞ。二人とも捕つかまってどうする？　森もり北きたさんも心配だし……来てくれたのは、伊い坐ざ凪なぎ先生とユリだけか？　Ａ組のみんなは？」

「疑似異相パラスフイアに突とつ入にゆうしたのは、私たちだけです。Ａ組の皆みな様さまが、援えん護ごしてくださいました」

「みんなが、俺のために？」

「はい。力を合わせ、見事に虚力度ネガスペル・ランク一○の障害を突とつ破ぱして、私たちをここまで」

「虚力度一○だと……」

　俺は絶句して、ドアにもたれた。みんなの顔を思い出し……三年前を思い出し……そして俺は……

　どがんっ！　右手でドアの窓を叩たたいた。

　どがんっ！　どがんっ！　窓が割れんばかりに震ふるえると、小春が狼ろう狽ばいを表した。

「若さま、傷口が……」

「何やってんだ、俺……クラスのみんなに無茶させて……森北さんやユリも……全部、俺のせいじゃないか」

　情けない自分を痛めつけたかった。虚力に囚とらわれたのは、俺の怠たい慢まん。森北さんを疑似異相から守れず、先生とユリまで巻き込み、介罪人クリミナルとの戦いを任せてしまった。

「戻るぞ、小春」

　俺は、振り返って告げた。

「この虚力から抜け出して、城の大広間に戻る。そしてみんなを助ける。それが俺が今、やるべき事だ」

「私もそれが宜よろしいかと」

「本当に戻っていいんだな？　この電車がどこに行くか知っても、答えは変わらないな？」

「どういう意味です？」

「この電車は、三年前の渋谷に向かってる」




　言った途と端たん……小春の瞳に、驚きよう愕がくが宿った。

　それは、常に冷静な小春でも隠かくしきれなかった動どう揺よう。紅煉獄三叉剣を握る手にも、ぎりっと力が入っている。だが声だけは、あくまでいつもの小春だった。

「……本当ですか？」

「ああ。あの介罪人……《親和少女》は、俺の過去を再現してくれるらしい。当然、俺が失った二秒も……」

「…………」

「確かに思い出したいよ。本当に、本当に思い出したい。この三年間、ずっとそればかり考えてきたもんな。でも俺は《親和少女》を拒きよ否ひしたんだ。だってそうだろ。虚力に救いを求めるなんて間ま違ちがってる。あれは俺たちの世界を喰くらい、みんなの人生を壊こわす力だ。俺は領域士イグザルタスとして、虚力が大勢の人を殺すのを見てきた。そんな力、頼たよってたまるか」

　もう一度、俺は小春の瞳を見つめた。

「だから俺は……道を選ぶ。どんな手を使ってでもなんて言いたくない。たとえ遠回りになっても、結局たどり着けなくてもいい。俺は、俺が信じる方法で答えを見つけたいんだ。領域士として……いや、人間としてかな」

　電車が、渋谷駅ホームに入線した。扉とびらが開き、乗客が俺たちを無視して下車していく。

　すると小春の緊きん張ちようが、わずかに緩ゆるんだ。

「分かりました、若さま。確かにここは、若さまにふさわしい道ではありません。若さまが信じる道を進んで、もう一度ここに参りましょう」

「そうだな」

「それから……ありがとうございます。この道を拒否してくださって……」

　言って、小春はお辞じ儀ぎした。

「私は、誇ほこりに思います。遠回りなさった若さまを……」

「小春……」

　その言葉が、新たな力をくれた。森北さんやユリを思いだし、拳こぶしを握る。だが……

「途中下車は、できません」

　どこからか、あの少女の声が聞こえた。

「あなたには道を選ぶ資格もありません……真実に向き合うまでは」

　容よう赦しやの欠片かけらもない声で告げる。

　そして俺の過去が動き出した。
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　ユリは、広間の中心を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　電車の扉は、リョウトと小春を吞のみ込み、瞬しゆん時じにして消失した。と同時に玉座の傍そばに立つ少女が、黄金の燐りん光こうを放ち始める。その表情は虚うつろだが、唇くちびるだけが凄すさまじい速さで動き、何かを唱え続けている。

　伊坐凪レイラが、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥に鋭い光を灯ともした。

「あの子が、宇う牙が神じんくんと松まつ下したさんを捕とらえたのね。今は、ああして虚力を維い持じしてるけど、狙ねらいは宇牙神くんの過去らしいわ」

「リョウちゃんの！」

　ユリは喉のどを引きつらせ、森北美み空くと視線を合わせた。その傍には小さな術精霊アイコン。二人とも堅く唇を結んで、ユリにうなずいている。

　そして、先ほど小春に打ち倒たおされたロングコートの美少年も起き上がった。

「その通り。あそこにいる《親和少女アフイニテイ》の役目は、宇牙神リョウトの過去を引きずり出す事だ。そして僕……《月光騎ムーングロウ》の任務は、彼女の護衛」

　青い前まえ髪がみから覗のぞく眼光には、冷たい闘とう志し。右手にはサーベル。紅煉獄三叉剣の一いち撃げきをくらっても、裂れつ傷しようひとつ付いていない。

　美少年は、ユリたちの前に立ちはだかった。

「君たちも知っての通り、彼の過去は、虚力使いの間で争そう奪だつの的だ。宇牙神リョウトは三年前、何らかの事件を起こした。けど事件記録は領域公文書館アーカイヴにも残されず、その後、彼がどこで何をしていたかも不明。分かっているのは、彼のかしずきの死。しかも噂うわさでは、事件に要した時間は、たった二秒……誰だれがどう考えたって、空前絶後の不ふ祥しよう事じが起きたとしか思えないよね。しかも隠いん蔽ぺいには、彼の父親……つまり九軍帥ストラテゴ・ナインが直接、関かかわってるらしい。さて、ここにどんな秘密が眠ねむっているのかな？」

《月光騎》は、コートの裾すそを払はらった。

「勿もち論ろん、世界中の虚力使いが期待してる答えはひとつだ。宇牙神リョウトに隠された秘密とは、九軍帥の弱点……または九領域イグザルト・ナインを失しつ墜ついさせるスキャンダル……異相戦争ネガテイヴ・ウオーの戦局を左右する何か……そのいずれにせよ、彼の過去を暴あばけば、九軍帥を打だ倒とうできるとみんな思ってる」

　すると森北美空が、声を放った。

「だからって宇牙神くんに過去を見せるなんて……そんな誘さそい……酷ひどすぎる……」

「過去を見せる？　それ、本当なの！」

　美空の言葉に、ユリは憤ふん然ぜんとした。介罪人は力ずくではなく、リョウトが一番望む甘い餌えさで揺ゆすぶりをかけたのだ。

　そして失われた過去は、リョウトの心に刻まれた深い傷でもある。その傷をユリも癒いやしてあげたいと思っていたのに……

「勝手に触さわらないでよ！」

　搾しぼり出すように、ユリは呻いた。

「リョウちゃんの過去に……リョウちゃんの傷に……真実なんて私には関係ない！　今すぐリョウちゃんを返して！」

　しかし介罪人の少女は、ただ黄金の粒りゆう子しに包まれ、虚力を唱えるだけだ。ユリは、《親和少女》めがけて走り出そうとしたが、伊坐凪レイラに制された。

「お待ちなさい、弥勒みろく寺じさん。私たちに攻せめる余よ裕ゆうはなさそうよ」

「でも、先生っ！」

「いいから後ろに下がりなさい。森北さん、あなたは中ちゆう盤ばんから私を援護して。できる限りでかまわないから」

「先生……」

　美空も身を硬くした時、ユリは聞いた。大広間に響ひびく渇かわいた笑い声を。サーベルを肩かたにかけた《月光騎》の哄こう笑しようを。端たん整せいな顔からあふれ出る歪ゆがんだ殺意を。

「さすがだね、女先生。《神しん智ち》の使い手だけあって、戦せん況きよう判断は冷静だ。三対一なのに慢まん心しんせず、慎しん重ちよう極きわまりない」

《月光騎》は、コートの裾をひるがえし、切っ先を伊坐凪レイラに向けた。

「言っておくけど……こちらにも恨うらみがあるんだよ」
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「救出すべきです、今すぐ！」

　戦せん崎ざきツカサは、掌てのひらの間に灰色に輝かがやく球体を浮うかべて叫さけんだ。

「介罪人《月光騎》は、すでに若の箝かん口こう事件をつかんでいます。見過ごせば、奴やつらに真相を知られてしまう。それにこのままでは弥勒寺のお嬢じようさんたちも……！」

　戦崎が凝ぎよう視しする球体は、第一○難度の《神智》遠えん隔かく観察術、〈フォーラスの水すい晶しよう球〉。探たん索さく者の王と呼ばれた査察領域士フォーラスの名を冠かんした術は、遠く離はなれたドリームパークでの戦況をつぶさに中ちゆう継けいしている。

　その背後では我あが妻つま千ち里さとが両手を広げ、瞑めい目もくしてつぶやいた。

「介罪人《親和少女》が発動した虚力ネガスペルは、若さまの記き憶おくを再現しています。虚力内の時刻は、急速にあの二秒に集束中……」

　水色の術光オーラを放つ千里の周囲には、無数の時計……第八難度の《流りゆう刻こく》時間計測術、〈ホーレスのねじまき時計〉が浮かび、虚力内の時間経過を計っている。千里は、異相ネガスフイアの時を刻む時計たちを従え、まぶたを開いた。

「しかし介罪人《親和少女》の位階レベルは、さしたる脅きよう威いではありません。小こ次じ郎ろうさま、私を行かせてください。私なら今すぐあちらへ飛んで《親和少女》を誅ちゆう殺さつできます」

　普ふ段だんは快活な千里の表情が、平然と冷れい酷こくさを口にした。だが《流刻》と共に《滅めつ殺さつ》を修めた我妻千里ならば、敵地に忽こつ然ぜんと斬きり込み、介罪人を討うつ事など簡単である。

　だが相そう馬ま小次郎は、愛まな弟で子しの具申に首を横に振ふった。

「……いや、手を出すな」

「小次郎さま！」

「三年かけても解明できなかったリョウトの記憶だ。暴けるものなら暴いてもらおう」

「しかしそれでは……！」

「無論、暴いた時には、この俺が誅殺する」

　相馬小次郎が茶席から立つと、にわかに天がかき曇くもり、熱気を帯びた風が青葉を轟ごう々ごうと揺すぶった。

「そして俺たちも向き合うんだ。たとえ真実が受け入れがたいものでもな……」
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　俺の見る景色が、早送りで流れた。疾しつ走そうよりも速く、頰ほおに突とつ風ぷうを感じるほどに。

　京南本線を降りてホームへ。半はん透とう明めいの乗じよう降こう客たちとすれ違ちがい、自動改札を抜ぬける。右に折れてハチ公口へ。むせるような人混みを縫ぬい、迷いもせず、ひたすら前へ。

　止まりたくても、止まれなかった。

　行きたくないのに、向かっていた。

　三年前、すべてが始まり、すべてが壊れた場所へ……




　──行くのか、俺は。

　──あの日、あの時間に……

　──見るのか、俺は。

　──あの日、あの刹せつ那なを……




　ＪＲ渋谷駅前交差点。視線を上げれば、四方のビルに四つの巨きよ大だいスクリーン。映し出されるＣＦコマーシヤル・フイルムも、歌うた姫ひめのＰＶプロモーシヨン・ヴイデオも、見覚えのある三年前に他ほかならなかった。やはりここは……

「若さま……」

　不意に、すぐ傍で声がした。やけにか細く、震ふるえた気配。見れば、小春も紅煉獄三叉剣を握にぎって立っている。けど……

　──今の声が、小春……？

　とてもそうは思えなかった。常に緊きん張ちよう感かんを保ち、どんな時でも崩くずれないのが小春だと信じていた。何かを恐おそれたり、臆おくするなど想像もつかない。

　けど今の小春は、人波の一点を呆然と見つめてる。いつまでも、いつまでも……魅み入いられたように……血の気を失ってもなお……

　俺もゆっくり、小春の見つめる先に焦しよう点てんを合わせた。なんだ。小春はいったい何を見ている？

　小春の視線は、五メートル向こうに立つカップルを越こえ、雑ざつ踏とうの奥に立つ中学生たちをも追い越していた。ようやくたどり着いた視線の先には、父子おやこ二人連れが並んでる。やはり半透明。背の高い父親と、小学校高学年くらいの男の子……ポケットに手を突つっ込み、生意気そうな横顔を俺に……




　──違う。




　瞬しゆん間かん、俺も悟さとった。




　──あれは、父子じゃない。

　──あれは、俺たちだ。




　紛まぎれもない、三年前の自分。背せ丈たけ以外は、今の俺とたいした違いはない。だから小春も気づき、呼んだのだ。今の俺ではなく、三年前の俺を『若さま』と……




　──だったら横にいる男は……




　俺は、反射的に目を逸そらした。もう一度会いたい。だけど会うには辛つらすぎる。心の傷がうずき、膿うみのような悔かい恨こんが流れる。




　──止めてしまいたい。

　──今ここで、あいつに声をかけて……

　──これから起きる刹那を……




　だがその瞬間、最も大きなスクリーンを、ざざっ……ざざっ……と雑粒子ノイズが覆おおった。艶つやっぽいＰＶが消え、代わりに現れたのは《親和少女》の姿。その瞳ひとみは、真っ直すぐ俺を見下ろしていた。

「やっと、ここまで来ました」

「やめろ……」

「あなたの記憶に同調するのに手間取ったけど……これがあなたが見ていた過去の光景です。失われた二秒の少し前。私にもっと力があれば、群衆一人一人を半透明ではなく、克こく明めいに描びよう写しやできるけど、今は無理。あなたのお友達が邪じや魔ましに来てるし、そこにいるかしずきさんが虚力に入ったのも計算外でした」

　言った時、周囲の光景がぶれた。まるで壊こわれたテレビみたいに、人々が斜ななめに歪み、周囲の建物が消えたり現れたりする。その様子に、《親和少女》の顔が曇った。

「それにしても、おかしいです。時間解像度が低すぎる。これは私の未熟さ？　確かに虚力の進行を早めたけど、こんな歪みが出たのは初めて。もしかしてあなたが持つ記憶に損傷があるのかしら」

「やめろと言って……」

「いいえ続けます、この過去再現を。解像度が低いと云いっても、何があったか確認するには十分。必ず何かが映るはず。では、あなたが失った二秒に向けて、三○秒前から秒読みカウントダウン開始」




　その時、他の三つのスクリーンに大きく数字が表示された。




　マイナス三○、二九、二八、二七……




　数字が変わるたび、ばくんっ！　ばくんっ！　と鼓こ動どうが速まる。小春が息を吞のみ、俺も拳こぶしを握った。けど逃にげようとしても、視線は三年前の俺たちに吸い寄せられ、足もすくんで動かない。




　マイナス一○、九、八……




「言っておきますけど、目をつぶるのは無しですよ」




　マイナス三、二、一、ゼロ。




　俺は、その刹那に向き合った。
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　突とつ如じよ瞬またたいた閃せん光こうに、ユリは手をかざした。

《月光騎》のサーベルが、淡あわく穏おだやかな光をまき散らし、壁かべ際ぎわの武器を照らす。すると唐突に、大広間中の剣けんや槍やりが宙に浮うかび、意志持つように飛行し始めた。空中で組んだ隊たい伍ごは、まるで古代の密集方陣フアランクス。一○○振ふりにも及およぶ武器の切っ先は、すべてユリたちに向いていた。

「伊坐凪先生っ！」

　ユリの叫さけびに、伊坐凪レイラは答えなかった。眼鏡めがねの奥には、ユリも見た覚えのない殺気。担任教師は、《神しん智ち》の術光を広間へ伸のばし、《月光騎》を包囲した。

「さっきの蔓つる草くさと云い、この武器と云い、あなたは有機物・無機物問わず、異相の生命に変えてしまうのね。異相そちらの呼び方に従うなら、なんとお呼びすべきかしら？」

「飽ほう和わ攻こう撃げき用・変容型虚力使いアルタード・ネガ・ウイザード」

《月光騎》は、密集方陣を眺ながめて言った。

「僕は、臨機応変な男でね。その場その場にあるモノで戦力を組み立て、相手の処理能力を超えるまで際限なく攻せめ続ける。それが飽和攻撃。だから今ここでも、あなたたちを限界以上まで攻めよう」

　宣告と共に、一○○振りの武器が回かい避ひ運動すら取らず、一直線に突撃。それを迎げい撃げきしたのは、森北美空と術精霊アイコンきゅりるだった。

「〈バエルの無む慈じ悲ひなる灼しやく熱ねつ〉！」

　美空は、構えた両手から第二難度の《星せい練れん》攻撃術を発動した。足あし下もとに立つきゅりるも、術分ぶん岐きの支し援えん。美空の放った炎えん撃げきが、きゅりるによって二つに分かれ、二○本ほどの剣を吹ふき飛ばす。

　だが焼け石に水だった。美空の火炎をかいくぐったのは八○本。あまりの猛もう速度に、次の術を打つ間かん隙げきすらない。まして美空に、術を連射できる技量はない。

　代わりに、刃やいばの雨に立ち向かったのは、伊坐凪レイラであった。

「〈パルモンの是ぜ非ひなき排はい除じよ〉！」

　一閃した術杖スタツフが、水色の術光オーラを放つ。術光は瞬時にして、ユリたち三人を守る直径一○メートルほどの円形障しよう壁へきと化した。

　第六難度の《流刻》反射防ぼう御ぎよ術〈パルモンの是非なき排除〉が、範はん囲い拡大四、術威い力りよく強化四の術修正ブーストを受けて、第一四難度相当の防御壁として立ちはだかる。

　それに猛速度で激突した武器群は、次々に消失。すぐに別の空間に瞬間移動させられ、あらぬ方向に突進して壁に激突。ばぎんっ！　ばぎんっ！　と鋭するどい金属音を響ひびかせ、床ゆかに落下していった。瞬間移動術を応用した《流刻》の防御術である。

「先生！」

　ユリも美空も、伊坐凪レイラの実戦を目撃したのは初めてだ。蔓草を突破する際は、ユリと小春を瞬間移動させるため攻撃には加わらなかったが、第一四難度の術が打てるなら、レイラ一人で難なく突破できただろう。

《月光騎》も、互ご角かくの相手と悟って微笑ほほえんだ。

「いいね。さすが未来の領域士を育てる先生だけある。でも飽和攻撃はこれからだよ」

　介罪人は再び月光を放ち、落ちた武器を照射する。すると折れたはずの武器が、破片毎ごとに分ぶん裂れつ・再生し始めたではないか。再び空中に密集方陣を組んだ切っ先、およそ二○○。初回に倍する威力で、猛然と〈パルモンの是非なき排除〉に突き進んだ。

「…………っっ！」

　伊坐凪レイラも、両手で術杖を横に構え、さらなる威力強化を加えた。水色の障壁にぶち当たり、またも武器たちははね返されていく。まったく同じ展開。いくら数が多かろうと、伊坐凪レイラの術に反射され、壁面まで吹き飛ばされる。

　だが《月光騎》の武器は、延々蘇そ生せいを続けていた。しかも折れるたびに武器の数は増し、切れ間がない。刃の暴風のように、切っ先は四○○を超えていた。

　やがて〈パルモンの是非なき排除〉が、徐じよ々じよにたわみ始めた。あまりに膨ぼう大だいな攻撃を処理しきれず、防御術自体に負荷が及んでいるのだ。水色の障壁には、亀き裂れつが入ったように術光の火花が散り、レイラの顔にも苦く悶もんが浮かぶ。それでも術を維い持じする女教師に、《月光騎》が嘲ちよう笑しようを向けた。

「いつまでそうしていられるかな？　先生の領域因子ポテンシアもいつかは尽つきる。そこが君たちの防御限界。そして術が尽きれば、君たちは斬きり刻まれるんだ。宇牙神リョウトを救いだせずに」

　介罪人が断言すると、ユリも指先に思念を込めた。

「先生、領域因子なら、私が補います！」

　ユリが打ったのは〈ムルムールの惜おしみなき慈じ愛あい〉。第一難度の接せつ触しよく単体回復術を手にまとわせ、自分の領域因子を伊坐凪レイラに譲じよう渡とする。力を補ほ充じゆうされた担任教師は、なおも〈パルモンの是非なき排除〉を維持。

　しかし伊坐凪レイラは、一瞬だけユリに振ふり向いた。

「弥勒寺さん、その術は宇牙神くんのために取っておきなさい！　怪け我がした宇牙神くんを癒いやせるのは、あなただけよ！」

「でもこのままじゃ防御術が！」

「分かってるわ、こうなれば……」

　伊坐凪レイラの声には、ある種の決意が含ふくまれていた。だが数百の剣がはね返され、叩たたき折られる轟ごう音おんにかき消され、ユリの耳には届かない。

　そして美空も、自分なりに劣れつ勢せいを覆くつがえそうと考えていた。玉座の《親和少女》は、なおも虚力を唱え続けている。それが美空には、反撃の糸口に見えたのだ。

「今、攻めれば宇牙神くんを……」

　美空は、術の狙ねらいを玉座に変えた。確かに好機である。《親和少女》は、虚力の維持に集中している。先ほど伊坐凪レイラが弾はじきだした《親和少女》の力は、決して高くない。むしろ彼女を攻めて、リョウトと小春を取り戻もどせば、形勢は逆転する。《月光騎》の消しよう耗もう戦につき合うより、遥はるかに得策……

「援えん護ごして、きゅりる！」

　美空は、掌てのひらを《親和少女》に向けた。領域因子を腕うでに集め、渾こん身しんの一撃を……だが発動の寸前、《月光騎》の声が割り込んできた。

「うざったいな、ちょろちょろと」

　声は、哄こう笑しようを含んでいた。

「でも雑魚ざこを放ほうっておくほど、僕も甘くないんでね」

　美空を制するように月光が閃ひらめく。だが動き出したのは、武器ではなく、ユリたちの背後に立っていた甲かつ冑ちゆうだった。虚力の息い吹ぶきを込められた騎き士したちが、自ら大剣を引き抜ぬき、ユリと美空に殺さつ到とうする。その数、三体。意外な新手に、美空も気づいた。

「逃げて、弥勒寺さん！　後ろに……」

　ユリが振り向き、驚きよう愕がくする。

　だが回避するより早く、騎士の大剣が……
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　──え。

　──なんだ、これは……

　俺は、その場に立ちつくした。

　秒読みは、冷れい酷こくに時を刻んでる。

　マイナス三、二、一、ゼロ。

　そして俺が失った二秒が始まる……はずだった。




　けど訪おとずれたのは、唐突な暗黒だったのだ。

　その刹せつ那な、俺の視界からすべての光景が消えた。渋谷の街並みも、周囲のざわめきも、電源が落ちたみたいに何もかも消失している。まるですべての感覚を失い、闇やみに取り残されたみたい。ただひとつだけ……




　ぎゅっ。




　俺の左手を、誰だれかが握にぎった。細い指だけど、力強いぬくもり。俺の存在を確かめるように、体温を伝えてくる。

　俺も、その指を握りしめた。

　途と端たんに暗黒が晴れ……俺は再び渋谷の街を目まの当たりにした。死に瀕ひんした渋谷を。




「……みんな、死んで……」




　渋谷の駅前交差点は、横たわる半はん透とう明めいの人々で埋うめ尽くされていた。さっきまで笑っていたカップルも、中学生の一団も、微び動どうだにせず地に伏ふしている。

　辺りには、一ひと滴しずくの血も流れていない。悲鳴すら聞こえてこない。明めい治じ通りを走る車もすべて停車し、運転手は眠ねむるようにハンドルにもたれていた。信号すら点灯を止め、街全体が静せい寂じやくに覆おおわれている。

　だがあまりの静せい謐ひつさに、俺の心にわずかな期待が灯ともった。

　──本当は……

　──眠ってるだけかもしれない……

　それほどまでに、人々の顔は安らか。苦悶も驚愕もなく、ただちょっと眠かったから、その場で横になったように見える。

　けど生死を確かめる前に……一人、二人、一○人、二○人と……人々が消え始めた。消失はまったく不規則に、しかし加速度的に増していく。驚おどろく間に、数千の人々がすべて消え、渋谷は無人の街と化した。




　──これが……

　──俺の失った二秒……

　──俺が犯おかした事件……




　全身を悪お寒かんが走り、肌はだが粟あわ立だつ。まるで渋谷の街に、自分の罪状を突つきつけられたようだ。交差点は、さながら被ひ告こく席。静寂は、無言の断罪に思えた。




　だけど左手のぬくもりだけが、俺を支えてくれた。小春は前方を見み据すえ、唇くちびるを小さく震ふるわせる。

「……若さま……」

　また、俺を見ずに言う。

　俺は、小春の視線を追った。すると交差点の真ん中に、二つの人ひと影かげが見えた。消えもせずに残った二人……倒たおれる大人とそれを抱だきかかえる少年……そこだけが一面の鮮せん血けつ……あれは……あれは……




「死ぬなよ、アクスフォード！」

　少年が、喉のどをからして叫さけんだ。

「ねえ、アクスフォードってば！」




　俺が泣いていた。

　三年前の俺が、三年前のかしずきを抱きしめて。
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「みんな早く！　早く逃にげて！」

　ミィさんは、一年Ａ組に叫んだ。

　小春たちの援護を終えた彼らは、遊園地のゲート目指して疾しつ走そうしていた。正門の向こう側で、他クラスも待っているはずだ。合流すれば、ひと安心できる。

　だが脱だつ出しゆつを許さぬように、なおも虚力の蔓つる草くさが追つい撃げきを続けていた。

「しつこいぜ、こいつらあっ！」

　殿しんがりを務めるエルヒコが、戦闘剃刀ウオー・レイザーを振り回して蔓草を切り払はらう。星ほし村むらまなみたち《星練》修練士デイサイプルも〈フォルネウスの掠かすめ襲おそう野火〉を打ち、蔓草を何度も撃退したが、執しつ拗ような追撃にとうとうへたり込んだ。

「もうだめ、片かた岡おかくん……私、領域因子ポテンシア使いきっちゃって……」

「しっかりして、星村さん！　術が打てないなら、逃げていいから！」

　すでに一年Ａ組の大半……元々攻こう撃げき術を持たない者、領域因子が尽きた者は、先にゲート近くまで走っている。しかし虚力も、これ以上は逃のがさぬとばかりに、両りよう翼よくに蔓草を伸のばしていた。

　その包囲に捕とらわれつつある者、八名。すでに領域因子も体力も尽きている。修練士としては、可能な限りの善戦。殿部隊としての責任も全まつとうしている。絶望しても不思議ではないが、エルヒコはぜえぜえと息を切らしながら吼ほえた。

「畜ちく生しよう、俺がこんなセリフを言うとは思わなかったけどよ、ミィさん……」

「まさかエルヒコくん、『ここは俺に任せて先に行け』なんて宇牙神くんみたいな事、言わないよね？」

「ああ、言わねーよ！　俺は、宇牙神よりセンス上だからな！　けどいくら考えても、他ほかに気の利きいたセリフが出ねーんだ！　だから言うぞ！　ここは俺に任せて先に行け！」

　エルヒコは、ミィさんの背を突き押した。

「最初に残るって言ったのは俺だ。だったら最後の一人になるのが筋ってもんだろうが」

「だけど！」

「速そつ攻こうでどっちか選べ。ここでぐちゃぐちゃ言って八人殺やられるか、七人助かるかだ」

　誰もが、押し黙だまった。いつかぶち当たると覚かく悟ごしていた戦せん禍か。九領域イグザルト・ナインの使い手なら、みな正解は分かっている。ただ躊ちゆう躇ちよしたのは、自分たちが思うよりずっと早く、その過か酷こくさに遭そう遇ぐうしたせいだ。

　ミィさんが、両の拳こぶしを握った。

「分かった。でもすぐ戻るよ！　他クラスと合流して、救出に協力してくれる人を……」

「だからぐちゃぐちゃ言うなと……！」

　エルヒコが、背後に迫せまった蔓草を薙なぎ払った。だが左右からも挟きよう撃げき。すでに退路は断たれ、八方から蔓草が襲いかかる。その数、数百本……！

　だが、ミィさんたち八人は見た。突とつ如じよ、自分たちの近くに現れた水色の術光オーラを。

　包ほう囲い網もうの只ただ中なかに閃いたのは《流刻》の長ちよう距きよ離り瞬しゆん間かん移動術。どこか遠方から馳はせ参さんじたその人物は、灰色の髪かみが乱れるのもかまわず、青い《鎮ちん守じゆ》の術光を周囲に解き放った。

「〈アモンの荒あらぶる焼しよう夷い〉！」

　それは第六難度の対多数迎げい撃げき術。火の侯こう爵しやくアモンが編み出した二○の火線は、植物目標に対して二倍の効力……つまり第一二難度の術として襲いかかった。しかも五重にも及およぶ術分ぶん岐きにより、火線の数は一二○に増ぞう幅ふく。迫る蔓草をことごとく焼き払い、再生すら許さず根絶していく。

　瞬時にして蔓草を全焼させた人物は、片岡たちを一いち瞥べつした。

「修練士にしてはよくやった。それでこそ西にし浜はまの生徒だ。命の捨て際ぎわも心得ている」

「あ、あなたは……」

「早く退たい避ひしろ、片岡隊員。ここから先は、我々が始末をつける」

　あれだけの術を打ちながら、灰色の髪の男は汗あせひとつかいていない。後から続々と瞬間移動術で現れるのは、学がく斗と隊たい隊長クラスの領域士たち。

　西浜学園から駆かけつけた救きゆう援えん部隊を率ひきいる男……第一統とう轄かつ学がく斗と隊たい隊長、聖しよう護ご院いんアッシュは低く呻うめいた。

「で、宇牙神リョウトはどこにいる？」
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　三年前の俺は、泣きじゃくってた。

　三年前のかしずきを抱だき、誰もいない街で助けを求めてた。喉が嗄かれ、血を吐はいても、絶望を受け入れずに。




　その姿に、俺は叫びたかった。

　いつまでも泣いてるな。アクスフォードを助けられるのは、お前だけだ。携けい帯たいで宇牙神家に連れん絡らくして、戦崎か千里を呼び出し、助けを請こえ。お前には、そいつの傷を癒いやせないのだから。

　だけど、それは今だから言える叱しつ責せき。三年前の俺には、そんな手順すら思い浮うかばなかった。泣き続けても、アクスフォードは死にゆくばかりなのに。




　すると三年前の俺が、次し第だいに薄うすれ始めた。半透明の姿がおぼろげになり、やがて大気に溶とけ込むように消えてしまう。

　無論、三年前のかしずきも一いつ緒しよに。後に残されたのは、アクスフォードが流した血潮だけ……




　その真しん紅くに染まったアスファルトに、忽こつ然ぜんと《親和少女》が現れた。

　だが繊せん細さいな顔立ちは、硬こう直ちよく。憤ふん怒ぬをたぎらせ、俺に眼光を突き刺さした。

「なんなの……あなた……」

「…………？」

「あなたの記き憶おくは、どうなっているの……そうまでして自分の過去と罪を隠いん蔽ぺいしたいんですか？」

「どういう意味だ」

　訊たずねると、《親和少女》は頭上を指さした。

　いつの間にか巨きよ大だいスクリーンは、秒読みを止めている。だがその数字は、俺が……いや《親和少女》すら予想していなかった数字が点てん滅めつしていた。




　三。三。三。三。三。三。三。三。三。




「三秒後……だと？」
















　俺も思わず呻くと、《親和少女》は腰こしのアクセサリーをじゃらりと鳴らした。

「そうです。あなたの記憶を頼たよりに、私は過去を再現するはずでした。でも私の虚力ネガスペルは、何らかの力によって強制的に妨ぼう害がいされました。そして虚力が再活性した時には、ご覧の通り、三秒後……あなたが失った二秒は見れなかった」

《親和少女》は、血だまりを踏ふみにじった。

「私には分からない。だってあなたたちは、二人とも単なる攻撃領域士。虚力を妨害する能力などないはず。だからこそ疑似異相パラスフイアに引き込み、この虚力を打った。なのに過去を隠かくせるなんて……」

　がつっ！　《親和少女》が血だまりを蹴けった。がつっ！　がつっ！　やり場のない怒いかりを血けつ痕こんにぶつけ、ブーツで踏みにじる。それは子供じみた八つ当たりに見えたが、《親和少女》の靴くつは見る見る鮮血に染まっていく。その行こう為いに、俺は……

「止やめろ！　その血は、俺のかしずきの血だ！　お前にはただの血に見えるかもしれないが……俺にとって大切な人の……一部だ。それ以上、あいつを踏みにじるなら……」

　俺は、領域因子を四し肢しに流した。あいつの鮮血が嬲なぶられた途と端たん、激げき怒どが湧わき、硬直が解ける。すると小春も、目覚めたように紅煉獄三叉剣トライブレードを構えた。

「どきなさい、今すぐそこから。私も、若さまに仕える同じかしずきです。その血潮を……侮ぶ辱じよくするのは許せない」

「許せないのは、私の方です」

《親和少女》も、血だまりに立ったまま応じた。

「たとえ失われた二秒は隠せても、その後の過去は見えました。あれこそ九軍帥ストラテゴ・ナインが隠蔽しようとした事件……もう私にも理解できました。宇牙神さんの罪が……」

「俺の罪……」

「さっきの再現通りですよ……あなたは三年前、多くの人を死に追いやりました。それこそが、この世界の九領域支配を終わらせるかもしれない、秘密なんです」

　脳裏に甦よみがえったのは、さっき見た光景。

　びっしりと交差点を埋うめ尽つくした人々が、俺の胸を締しめ付けた。

「あれはみんな……死んでたのか？　あの人たちは全部、俺が殺したのか？」

「自分の罪すら覚えてないなんて……それとも惚とぼけているんですか？　だとしたら、あなたは人間ではない。自分の罪を目まの当たりにして、まだそんな演技ができるなんて、どんな殺さつ人じん鬼きにもできない芸当です」

《親和少女》は、一歩俺に近づいた。

「認めてください、あなたの殺さつ戮りくを……あの大量死があなたの故意か、それとも術の暴走かは分かりません。その答えこそ失われた二秒にあるはず……でも結局、あなたの殺戮は事実で、だからこそ九軍帥はこの事件を隠蔽したんでしょう」

《親和少女》は、また一歩を踏む。

「私もようやく理解できました。こんな事件が公おおやけになったら、世界を守る立場の九領域の評判はどうなります？　しかもあなたは九軍帥の息子むすこ……瞬またたく間まに悪評は広がり、九領域の権けん威いは失しつ墜つい……その結果、倫理崩壊モラルハザードは加速する」

「加速だって……？」

　俺が問い返すと、《親和少女》は意外そうな瞳ひとみを向けた。

「あなたは、自分たちの置かれた立場も知らないんですか？　九領域がすべての人間に愛され、信しん頼らいされているとでも？　愛されるほどの結果を、残していないくせに」

「…………！」

　嘲ちよう笑しように、小春が踏み込もうとする。その動きを制して、俺は《親和少女》に問うた。

「なら九領域は、どう思われてるんだ。この世界の人たちに……」

「才能を振ふりかざして人類に君臨する暴君。それでいて異相戦争ネガテイヴ・ウオーに負けかけている名目だけの庇ひ護ご者しや」

《親和少女》は、言下に告げた。

「だってそうでしょう。あなたたち領域士イグザルタスは、ただ単に領域因子を多く持つと云いう一点だけで、人類の守護者を名乗っています。そして世界を、九領域中心に動くように組み立て、領域士を崇すう拝はいする意識を刷り込んだ」

「違ちがう、俺たちは才能だけで領域士を名乗っちゃいない」

　俺も、《親和少女》に間合いを詰つめた。

「過酷な修しゆ行ぎようを積み、命を懸かけて世界を守ってきたんだ。君臨するつもりはない」

「そんな領域士は、もういません。今や大半の領派クランが大だい企き業ぎよう化し、異相戦争によって私腹を肥やす者までいる……彼らにとって戦争に勝つ必要はなく、むしろ長引かせて利益を得ようとしています。だから……」

《親和少女》は、白銀の髪を指で梳すいた。

「賢けん明めいな一部の人々は、もう九領域を見放してるんです。あなたたちに世界を任せるぐらいなら、異相ネガスフイアと繫つながった私たち虚力使いに世界を委ゆだねた方がいいと。そして特権的九領域支配を捨て、新たな自由異相社会を作ればいい。そう思う人たちが増えているんです。この意識変革は私たちに言わせれば、倫理崩壊と言うより……」

　高らかに謳うたうように、《親和少女》はその言葉を発した。




「革命です。もうすぐこの世界の秩ちつ序じよは、逆転する」




　俺は、捕ほ縛ばくしたストリート・ギャングを思い出した。あいつらも倫理崩壊の一いつ端たん。けど力を欲しがった理由は理解できる。

　領域因子が乏とぼしい人間は、最初から守られる立場の『一いつ般ぱん人じん』として決定づけられた。それは時として、酷ひどく人間の自尊心を傷つける。領域士として過か酷こくな戦いを強しいられるより、自分には力がないと示される方が、耐たえられないのだ。

　だから虚力に手を出す。領域士になれぬ人間が力を得たいなら、方法はそれしかない。虚力に吞のみ込まれ、怨痕者アンガーに堕おちる危険性もたいした歯止めにはならない。それほど、力とは魅み力りよくがあるものだ。

　しかし、それが……革命……？

　あのストリート・ギャングこそ虐しいたげられた民たみで、俺たち領域士は圧政を敷しく支配者だって言うのか……

「そんな時代ですよ、宇牙神さん」

《親和少女》は、勝ち誇ほこるように微笑ほほえんだ。

「今、あなたの事件が社会に暴ばく露ろされれば、異相へ与くみする人たちはもっと増大するでしょう。故ゆえに九軍帥も隠した。けどもう隠蔽は無理です。私は、あなたの過去を確かめてしまった。この事件を公表すれば、私たちの革命も推進される……あなたは歴史を動かす引き金トリガーになるんですよ」

　俺は、一八世紀のフランス王女マリー・アントワネットを思い出した。

　当時、西せい欧おう最強の女性《神しん智ち》領域士としてフランスを統治していたマリー・アントワネットは、飢き餓がに苦しむ国民に対して『パンが無かったらお菓か子しを食べたらいいのに』と言い放った。その失言によって国民の暴動が巻き起こり、信頼を失ったアントワネットは配下の領域士にも裏切られて公開斬ざん首しゆされ、フランスの王制も潰ついえた。

　だが近年の調査では、アントワネットの失言は事実ではなく、介罪人クリミナルによる捏ねつ造ぞうだと言われている。暴動を扇せん動どうしたのも同様で、アントワネット処しよ刑けいは一八世紀最大の国家転てん覆ぷく異相テロとして認定された。事実、アントワネット死後のフランスでは、国民政府を名乗る介罪人集団が圧政を敷き、数十万に及およぶ無む辜この民を虐ぎやく殺さつしている。

　俺の事件も、真実かどうかは問題ではない。疑ぎ惑わくであっても、流る布ふするだけで効果は生まれる。しかも介罪人ならば、考え得うる限りの歪わい曲きよくや捏造を加え、その効果を最大限以上に引き出すだろう。

　俺はそんな材料を、《親和少女》に渡わたしてしまったのだ。本当に、歴史を動かすかもしれない起き爆ばく剤ざいを……だけど俺は……

「好きにすればいい」

《親和少女》に向かって、俺は言い放った。

「好きなように、ばらまけばいい。君が見せた噓うそを……」

《親和少女》の瞳が、凍こおったように閃ひらめいた。

「私を……噓つきだと言うんですか」

「ああ」

「私が見せた過去が噓だって言うんですか」

「ああ」

《親和少女》の顔から血色が失うせた。元々白磁のような肌はだが、さらに青みを帯び、こらえきれぬ憤ふん怒ぬが奥歯を鳴らしている。

「言ったはずです、私は噓が嫌きらいだって……だからあなたの噓を暴あばきに来た。なのに私の虚力を噓呼ばわりするなんて……冗じよう談だんにしても笑えない。そんな言いがかり、あなたに言う資格は……」

　あるよ、と俺は声に力を込めた。

「俺は、三年前、この交差点にいた。真実を見たのは俺だけだ。だから否定できる。君が見せたのは偽いつわりだ」

「あなたのかしずきが死んだのは、事実でしょう！」

「確かに、事実だ。俺はかしずきを抱だきしめて泣いてた。間違ってない。そこだけは間違ってない」

「だったらどうして……！」

《親和少女》の声が必死さを増している。それでも俺は、突つき放すように告げた。




「そこだけしか合ってないんだよ、俺の記き憶おくと」




「え……」

「若さま……」

《親和少女》と共に、小春も驚きよう愕がくを発する。

　俺は瞑めい目もくし、ゆっくり三年前の光景を思い浮うかべた。

「あんなに大勢の人が死んでたなんて記憶……俺にはない。渋谷の街は、死んじゃいなかった。むしろあの時……」




　俺の記憶には二秒の空白がある。でもその直後に聞こえた無数の声は覚えているのだ。

『やだ、あの人死んでるっ！』

『なに、交通事故？』

『外人だってさ』

『うわー、ありゃ助からねーだろ』

『お巡まわりさん、ほらあそこに……』

『おい、君、大だい丈じよう夫ぶか！』

『今、救急車呼んであげるからね』

『道を空けてくれ！』

『しっかりしろ、君っ！　君っ！』




　その声を聞きながら、俺は気を失ったらしい。目が覚めた時、俺は病院のベッドに横たわってた。それが俺の記憶。街中が死に絶えてたとは思えない。

　でもそれを口にはせず、俺は《親和少女》と向き合った。

「本音を言えば、俺だって少しは自分を疑ってるんだ。自分が何しでかしたか、覚えてないんだからな……けど虚力を信じるぐらいなら、俺は俺を信じる」

「その自信は、どこから来るんですか？」

　慄りつ然ぜんとして、《親和少女》は問うた。

「もし大量殺さつ戮りくを公おおやけにすれば、あなたは周囲から……いいえ、世界中から信頼を失うんですよ？　誰だれからも白眼視され、ネットにはあなたの誹ひ謗ぼう中傷が躍おどる。あなたは、それが怖こわくないんですか？」

「失った信頼は、取り戻もどせばいい。みんなのために戦って、戦って……俺にできるのはそれだけだ。何十年かかってもな」

「できもしない事を、気軽に言わないでください！　何十年かかっても、信頼を取り戻せる保証はないんですよ！　どんな善行を積んでも偽ぎ善ぜんと疑われ、いつまでも信頼なんてされやしません。それでもあなたは……」

　次し第だいに激する《親和少女》に、俺は大きく深呼吸してみせた。

「だったら……俺が死ぬまで戦うのを見届ければいい。たった二秒で、俺の人生は壊こわれたんだ。だったら死ぬまでの残り時間で、どれだけの事ができると思う？　人類全員なんて無茶は言わねえけど、一人か二人……信頼を取り戻せるはずだ」

「人生の残り時間なんて計れません。あなたには一人の信頼を得る時間すらないかもしれないのに」

「俺は、人生に保証なんて求めないよ。たとえ残り時間が少なくても、そのあがきを笑われても、疑われても、かまやしない」

　渇かわいた喉のどが、思いを振り絞しぼった。

「それでも俺は、俺を信じる。たとえ世界に疑われ、たった一人になっても……真実を探して戦い続ける」

　我ながら、無む謀ぼうな覚かく悟ごだった。自分への疑惑とか、九領域の失しつ墜ついとか、九軍帥の息子むすことしての責任とか……そういうしがらみは、あえて忘れた。

　考えたのは、自分にできる事、自分がやるべき事だけ。だとしたら恐おそれる必要はない。今まで通り、命をかけて戦えばいいんだ。そうすればきっと、失ったものを取り戻せるはず……罵ば倒とうや疑念も、俺一人が受け止めればいい……

　だが不意に、俺の左ひだり腕うでを誰かが握にぎった。




「たった一人にはなりません、絶対に」




　小春が、俺の顔を見上げていた。

「私は、若さまを信じ続けます……私がお傍そばにいる限り、お一人ではありません」

　小春の真意は、俺には分からない。かしずきとしてそう言ってくれたのか、それとも俺の苦境に同情してくれたのか。

　でも小春こそ、噓偽りのない女の子だった。

　傍にいると言った以上、絶対に俺の傍にいてくれるはずだ。それが何より頼たのもしく……背負っていた重荷が少しだけ軽く感じる。

　小春は、再び紅煉獄三叉剣を構え、《親和少女》に向き直った。

「若さまは、私がお守りいたします。勿もち論ろん、あなたの流言からも」

「私は、噓なんかついていません。きっとあなたの周囲も、私の話を信じるはず……学校の友達なんてそんな程度でしょう」

《親和少女》も、小春を押し返すような眼光を放った。

「うわべだけでつき合い、仲の良いふりをしてるだけです。だって宇牙神さんは、九軍帥の息子……友達としてつき合えばメリットがある。だからみんな近づいてくるんでしょう？　でも一いつ緒しよにいて損だと分かったら……その人たち、どうするのかしら？」

　まるで比ひ翼よく連れん理りの一件を見たかのように、《親和少女》は微笑んだ。

「友情なんて、ただの幻げん想そう。信頼されてるなんて、ただの自うぬ惚ぼれ。脆もろい噓でできた友達ごっこを、私が壊してあげます」

　だが小春も、きっぱりと断言した。

「いいえ、一年Ａ組は違ちがいます。ユリさまも、森北さんも、伊坐凪先生も……クラスの皆みな様さまも……若さまを信じておられます。それは若さまが、必死に戦われたから……だから皆様も必死に戦ってくれたのです」

「そんな絆きずな、あるはずない」

「あなたが認めずとも、ユリさまや森北さんが戦っているのが、何よりの証あかし」

「だったらその絆、繫つないでみせてください」

《親和少女》の顔に、殺気が走った。

「もうすぐみんな……死ぬはずです」




　その言葉が何を意味するか、俺はすぐに悟さとった。躊ちゆう躇ちよする間はない。

　▼領域因子ポテンシア、活性化完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動。

　四肢に《苦く行ぎよう》をみなぎらせ、俺はかしずきに視線を送った。

「小春！」
















「戻りましょう、今すぐに！」

　小春の腕にも赤い《苦行》の術光オーラ。俺と同じ二つの術をまとって、かしずきは紅煉獄三叉剣を振り回した。

「私たちの時間へ！」

　三つの刃やいばが風車の如ごとく回転すると、渋谷の街角が陽かげ炎ろうのように歪ひずんだ。烈れつ風ぷうを避さけるように《親和少女》が飛び退のき、小春は足あし下もとめがけて紅煉獄三叉剣を叩たたきつける。

　瞬しゆん間かん、アスファルトが紙のように裂さけた。裂け目は大地どころか、空中にも広がり、虚力でできた空間を斬きり裂いていく。

　足下も脆く崩くずれ、俺たちは深い深い闇やみの底へ落ちていく気がした。だが深しん淵えんの一番底では、色とりどりの光が激げき突とつし、鳴動しながら火花を散らしている。

　戦場が呼んでいた。




　　　　＊　＊　＊




　びくんっ！

　痙けい攣れんするように、《親和少女》が覚かく醒せいする。彼女を覆おおっていた黄金の粒りゆう子しも四散すると、《月光騎》が視線を向けた。

「さて、結果はどうだったかな？　僕らが期待する真実を見つけたかい？」

《親和少女》は、何も答えず、眼下の広間を見下ろしていた。

　鮮せん血けつが飛び散ったのは、その瞬間だった。




　　　　＊　＊　＊




《親和少女》の虚力が、黄金の粒子に還かん元げんされ、吹ふき散らされていく。

　その瞬間、俺は〈ヴァインの賢しき耳目〉で大広間の戦せん況きようをつぶさに捉とらえた。

　飛び交う数百の刃は、《月光騎》の虚力。

　防ぎ続けるは、伊坐凪先生の《流刻》術。

　双そう方ほう共に術難度は高いが、わずかに先生が押されている。防ぼう御ぎよ術が破れるのは、時間の問題だ。

　一方、《月光騎》の傍には、《親和少女》もいた。だが虚力を終えたばかりの彼女は呆ぼう然ぜんと立ちつくし、戦況に介かい入にゆうする余よ裕ゆうはない。だったら急げ。今のうちに許容度スロツト七の俺が加勢すれば、均きん衡こうはこちらに傾かたむくはず……だけど、その術戦せん闘とうの背後で……




「きゃあああああああっっ！」




　身体からだを仰のけ反らせ、ユリが叫さけんでた。

　ユリの胸むな元もとを斬ったのは、生ける甲かつ冑ちゆう。容よう赦しやなく大剣を上段から振り下ろしてる。傷口から勢いよく血が噴ふん出しゆつし、ユリはバウンドするように地面に叩きつけられた。

　──ユリっっ！

　さらに生ける甲冑は、大剣を再び振り上げ、倒たおれたユリにとどめの一いち撃げきを見み舞まおうとしていた。術で加速した俺には、その光景がコマ送りのように見えてる。あまりにも残ざん酷こくなスローモーション。

　俺は、考えるより早く走りだし、小春も急せくように〈サロスの勁悍なる四肢〉をまとい、ユリめがけて走り寄る。両手で紅煉獄三叉剣を構え、猛もう然ぜんと旋せん回かい。

「ユリさま、今、参りますっ！」

　だが別の甲冑が、小春の進路に割り込み、大剣を振りかざした。間合いは大剣の方が長く、紅煉獄三叉剣は不利。それを悟ったのか、小春は得え物ものを回転させたまま放った。

「邪じや魔まだてするな！」

　小春の手を離はなれた紅煉獄三叉剣は、甲冑の胴どう体たいを横に薙なぎ、腰こしの辺りで両断した。《月光騎》の虚力にしては、意外にも脆ぜい弱じやく。ぶった斬られた上半身が宙に飛び、甲冑は内側から爆ばく砕さいする。

　しかしその爆発は、過か剰じような爆風と破片を撒まき散らした。最さい期ごの瞬間、敵を巻き添ぞえにするための炸さく裂れつ効果。裂けた金属片が、小春めがけて襲おそいかかる。

　運良く距きよ離りを取って攻こう撃げきしたため、小春は難を逃のがれたが、さらなる甲冑が、俺たちの進路を妨ぼう害がいする。小春は、弧こを描えがいて返ってきた紅煉獄三叉剣を受け止めた。

「若さま、お下がりを！　ここは私が……」

　分かってる。小春のように、遠距離攻撃で仕留めた方が効率が良い。大剣に斬られもせず、炸裂のダメージも負わずに済む。

　けど、この位置からユリを襲う甲冑を打てば、ユリまで爆発に巻き込んでしまう。俺は、小春を抜ぬき去さり、甲冑に肉にく薄はくした。

「命を惜おしんで、命が救えるか！」

　激痛をこらえて、術を組み替かえる。

　▼〈サロスの勁悍なる四肢〉術修正ブースト解除！

　▼〈ヴァインの賢しき耳目〉維い持じ！

　▼▼残り許容度五！




　そして……あれも目覚めた。




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎ。




　金属がこすれるような呻うめき。わずかに漏もれた摩ま擦さつ音に、一いつ瞬しゆんだけ伊坐凪先生が視線を向ける。そして《月光騎》の表情には、好こう奇きが浮うかんだ。

「あれを抜くつもりか、宇牙神リョウト」

　返事もせず、俺は右みぎ腕うでから《苦行》の赤い術光を、左腕から《滅めつ殺さつ》の黒い術光をぶちまけた。耳みみ障ざわりな音は、領域因子化クローズドされた俺の武器が、戦いを求める叫び。まるで飢うえた肉にく食しよく獣じゆう。術の強さに広間が震ふるえ、激げき烈れつな反動に奥歯を嚙かみしめる。

　続いて全身から《創そう成せい》の黄金が炸裂。三つの術光が融ゆう合ごうし、延えん伸しんし、全長三メートルの貴重金属レア・ヘヴイ・メタル製の直刀に実体化する。俺は、第五難度の《滅殺》＋《苦行》＋《創成》の複合領域兵器クロス・アームズ、殺戮神影刀デア・ジエノサイドを両手に握った。

「どけええっ！」

　俺はすれ違いざま、殺戮神影刀を甲冑に叩きつける。巨きよ大だいな刃は、甲冑を易やす々やすと真っ二つに斬り裂いた。

　その直後、甲冑は轟ごう音おんと共に爆砕。白銀の装そう甲こうが、榴りゆう弾だんの如く四散した。それを避ける余裕なんて俺にはない。ただ背中を向け、走り抜ける。何百もの破片が肌はだに突つき刺ささり、どっと血潮があふれ出ても……

　俺は、ユリの間近まで駆かけ寄り、とどめを刺そうとする甲冑の前に躍おどり出た。

「斬らせるかよ、二度も！」

　殺戮神影刀をかざし、大たい剣けんを受け止める。その衝しよう撃げきで右みぎ肩かたの傷も開き、さらに出血。それでも激痛をこらえ、俺は殺戮神影刀に満身の力を込めた。

「くああああああああっっ！」

　叫きよう喚かんと共に、甲冑を押し退のける。〈サロスの勁悍なる四肢〉の膂りよ力りよくにより、甲冑は転がるように数メートルも後退した。

　その間かん隙げきに、殺戮神影刀を振り抜いた。巨大な刀身に圧縮注入された第三難度の《滅殺》個体攻撃術〈アスモデイの残ざん虐ぎやくなる刃やいば〉が、黒い波動となって飛び出す。と同時に、俺は倒れるユリに覆いかぶさった。術をくらって甲冑が吹き飛んだのは、直後。背中にまた無数の破片が突き刺さった。

「が……ぐっ……！」

　もう上半身は、針はり鼠ねずみのように破片だらけだ。

　だが俺の呻きで、ユリも目を見開いた。血に染まった顔で、俺を見上げ、震えだす。無理もない。ユリにしてみれば、騎き士しに斬られた次の瞬間、もう俺の腕にいるような感覚だろう。なのにユリは……

「リョウちゃん、怪け我がしてる……」

　横たわったまま、俺に手を伸のばした。

「だめよ……じっとしてて……今、私が……癒いやしてあげるから……」

　血ち塗ぬられたユリの手に灯ともったのは、《霊れい命めい》の回復術。俺はその手首をつかみ、強ごう引いんにユリ自身の傷口に向けた。

「あのな、言っとくけど、今はお前の傷の方が酷ひどいんだよ。だから、この術は自分に使っとけ」

「だって私……回復の領域士イグザルタスだから……自分は後回しにしないと……」

「いいから早く治せ。お前に死なれると……困るんだよ、いろいろと」

　俺は、ユリの思いを無視して、白い術光をぎゅっと傷口に押し当てた。まるで昨夜ゆうべと同じ……すると回復術を受けたユリは、びくびくんっ！　と小刻みに痙攣した。

「あんっ、強引、リョウちゃん……」

「うるさい……妙みように色っぽい声出すな」

　けど軽口を叩いたのは、その一瞬だけ。

　俺は、殺戮神影刀を杖つえに立ち、玉座の傍そばに立つ《月光騎》を見上げた。

　空中の武器は四○○にも及およぶが、《月光騎》はいったんその突とつ進しんを止め、すべての切っ先を俺に向けている。そして介罪人クリミナルの眼光は、真っ直すぐ殺戮神影刀を射さした。

「もうひとつの君か……なるほど、確かに異相に容赦がない。けどそれで全力じゃないんだろ？　僕は、その剣の最さい凶きようが見たいんだ」

「見たければ、引きずり出せばいい」

「言ったね、後こう悔かいするなよ」

《月光騎》から、極低温の闘とう志しがあふれ出した。冷ややかなくせに、火傷やけどするほどの熱がこもってる。俺は急いで、術を張り続ける伊坐凪先生に並んだ。

「先生、下がってください。ここは俺が」

「あなたの手に負える相手ではないわよ」

「俺には、こいつがあります」

　そう言った途と端たん、四○○の切っ先が一いつ斉せいに突撃を再開した。先生の防御術の裂さけ目めめがけて飛ひ翔しようし、一気に突破するつもりだ。

　俺は、身体中の血が搾しぼり採られるような激痛にもかまわず、殺戮神影刀を大上段から振ふり下ろした。

「喰くってやるよ、全部！」

　叫喚に、殺戮神影刀も応こたえた。




　うおおおおおおおおんんんんんんっっ！




　圧縮注入された第三難度の《滅殺》空間制圧攻撃術〈ロームの苦く悶もんせし波動〉が、咆ほう吼こうと共に躍り出る。黒い術の波動は、伊坐凪先生の防御術に同調、浸しん透とう通過すると、四○○の切っ先をひとつ残らず吞のみ込んだ。

　その威い力りよく、第五難度の武器×第三難度の攻撃術＝第一五難度相当。

　加法式とは異なる、乗法式の術修正システムを組み込んだ殺戮神影刀は、すべての対象武器をことごとく消しよう滅めつさせた。一対四○○の圧あつ倒とう的てき数的劣れつ勢せいを物ともせず。分ぶん裂れつも再生もさせぬほどに。

《月光騎》の呻きが、耳に届いた。

「こうまで残虐か、殺戮神影刀……」

　声に込められていたのは、畏い怖ふと憎ぞう悪お。だが介罪人すら、一撃に驚きよう愕がくしている。その間隙を衝ついて、俺は《月光騎》めがけ……




　けど、それが限界だった。




「ご……ぐっ……」




　俺は、どす黒い血の塊かたまりを吐はいた。

　背中の傷と、殺戮神影刀のせいで、気力も体力も残らず奪うばわれてる。がくがくと震える膝ひざが地に落ち、失血によって目の前が真っ暗になる。もはや得物を握にぎる力もない。

　しかし驚愕から立ち直った《月光騎》は、もう一度、飽ほう和わ攻撃を仕し掛かけてくるはずだ。立て。立ってもう一度、《月光騎》の攻撃を受け止めなければ……




　だが、その時。

　猛然と、紅煉獄三叉剣トライブレードが空中を横切った。

　小春が投とう擲てきした領域兵器アームズは、唸うなりを上げて回転し、《月光騎》に届く。介罪人の胸は、逆ぎやく袈け裟さ懸がけに斬きり裂かれ、空中にごばあっ！　と鮮せん血けつが飛び散った。

　小春は、ブーメランの如ごとく帰投した紅煉獄三叉剣を受け取り、俺に駆け寄ってきた。

「若さまっ！」

　俺は、《月光騎》を睨にらんだ。介罪人は、大量の出血にもかかわらず、倒たおれもせず、苦悶も見せず、ただ俺と小春……そして殺戮神影刀を見下ろしている。

「酷い武器だな、それは……」

「なんだと？」

「使い手である君に、そこまで負担をかけるとはね。しかも君自身ではなく、赤の他人を守るために使うなんて」

「逆だ、介罪人」

　俺は、べっと血ち反吐へどを吐いた。

「だから使うんだよ。己おのれを捨てて、絆きずなを守るのが宇牙神家の戦法だ……ユリが受けた痛み、倍返し程度じゃ済まさねえぞ」

　俺は、必死に立とうとする。勿もち論ろん、殺戮神影刀を杖に立つ力すら残っていない。それでも力を絞るが、手足は震えるだけだ。

　すると不意に、背中にぬくもりを感じた。振り返ればユリ。《霊命》の回復術を、今度こそ俺に押し当て、微笑ほほえんでる。突き刺さった破片がばらばらと床ゆかに落ち、傷口が塞ふさがるのを覚えた。

　そして左右では、小春が紅煉獄三叉剣を構え、森北さんと術精霊アイコンきゅりるが攻撃術の機会を窺うかがってる。さらに俺たち四人を従えるように、伊坐凪先生が前に立った。

「五分ぶの戦いは終わりよ。私の生徒は、あなたたちを誅ちゆう殺さつする力を十分に持っている。罪を認めても、捕ほ縛ばくで許す気はないわ」

「なるほど。しかし僕らは、すでに目的を達しています。《親和少女》は、宇牙神リョウトの過去を確かめたはず……そうだろ？」

《月光騎》は、《親和少女》を一いち瞥べつする。だが沈ちん黙もくしていた少女は、つまらなそうな声で言ったのだ。

「分かりませんでした、彼の過去」

「なんだって？」

「私には、再現できなかったんです。彼が失った二秒を……」

　俺は、《親和少女》と視線を合わせた。

　超ちよう然ぜんとした瞳ひとみが、じっと俺を見つめてる。そこには戦意も激げき怒どもなく、もうこの場での戦いがどうでもいいような、投なげ遣やりにも見える色が浮うかんでいた。

《月光騎》も、初めて動どう揺ようを面おもてに出した。

「再現できなかったって……そんなはずはない。だって君に与あたえられた虚力ネガスペルは……」

「本当なんです。未熟な私には、まだ無理でした。時間と云いう広大な砂さ漠ばくから、砂すな粒つぶのような彼の過去を見つけ出すのは……」

《親和少女》は、俺と向き合ったまま言う。

「でも私は、諦あきらめません。あなたの過去を探るのも、この世界の革命も……」

　その声にも、瞳にも怨えん嗟さはない。すると《月光騎》は、穏おだやかな笑みを取り戻もどした。

「ふーん、そう……なら仕方ないね。ここはひとまず撤てつ退たいかな。もう外には、彼のお友達も近づいてるみたいだし」

「《月光騎》！」

　叫さけんで、俺は前に踏ふみ出そうとする。だがその時にはもう、《月光騎》の肉体は陽かげ炎ろうのように揺ゆらぎ始めていた。

「しかし良いモノを見せてもらったよ。その殺戮神影刀デア・ジエノサイド、乗法式の術修正システムを実装してるようだけど、いったい九領域イグザルト・ナインは、いつそんな物ぶつ騒そうな新技術を実用化したんだ？」

《月光騎》は揺らめきながらも、俺に殺意を向けて言った。

「使い手以上の術が打てる武器なんて、聞いた例ためしがない。そんなモノが量産されたら、我々虚力使いは一人残らず抹まつ殺さつされるだろう。釘ネイルさんのように……」

「なんだと！　じゃあ、お前は奴やつと……！」

「友人だった、とだけ言っておこう。だから君も、その殺戮神影刀も許さない」

《月光騎》はわずかに憤ふん怒ぬを見せ、俺の刃はを睨む。だがすぐに平静を取り戻し、視線を小春に向けた。

「それからかしずきのお嬢じようさん。僕を欺あざむいてここまで突破し、そのうえ身体からだを斬り裂いた御お礼れいも近いうちに。なんだか君にも興味が湧わいてきたよ。宇牙神くん以上にね……」

　小春は紅煉獄三叉剣に力を込めたが、《月光騎》の姿はもう完全に消失していた。渇かわいた笑い声だけを広間に残ざん響きようさせて。

　だが《親和少女》は、まだ俺たちの前にいる。俺に視線を向け、介罪人の少女は、虚力杖ステツキを両手で握りしめた。

「あれが、あなたたちの絆ですか？」

「え？」

「傷ついてるのにお互たがい回復術を譲ゆずり合うなんて……嫌いやらしいお芝しば居い。自分の善良さを見せつけるなんて、偽ぎ善ぜんにもほどがあります」

　俺は、口元の血を拭ぬぐった。

「なんとでも言えばいい。結局、君は自分の信じたいものしか信じないんだろ？　でも俺には、大切な人がたくさんいる。これは絶対に噓うそじゃない」

「命を投げ出せるような人が……たくさん……？」

　それも信じられないように、《親和少女》は頭を振った。

「私には理解できません。そんな人との出会い、あるはずないのに……友情なんてマンガや小説の中にしかなくて、現実にはみんな自分の本心を隠かくして、うわべだけの付き合いで……必要なのは私本人じゃなくて、ただ話を聞いてくれる誰だれかで、私もそれを知ってるのに、なにも……なにも……」

　俺は、呆ぼう然ぜんと独白を聞いていた。小春たちもただ、《親和少女》を見つめるだけ。ただ一人、伊坐凪先生だけが、術杖スタツフの先でこつんと床を叩たたいた。

「理解できないんじゃないわ。出会わなかっただけよ。だからあなたには、彼らのような絆が信じられない」

「…………」

「それとも認めたくないだけかしら……周囲に失望し、あなたが介罪人になった理由を」

　その問いに、《親和少女》は答えなかった。

　だが否定する気配も見せず、介罪人の少女は俺に問いかけた。

「どうして出会えたの……その人たちと……どうして出会ってくれなかったの……もっと早く……私と……」

　その声が、嗚お咽えつに聞こえた。

　叶かなえようのないわがままなのに、無む性しように叶えてあげたくなる。もし彼女が西浜学園にいたら……一年Ａ組にいたら……そうしたら彼女は決して……

　しかし《親和少女》は、冷れい徹てつさを取り戻して俺に告げた。

「あなたなんて、嫌きらいです」

「…………」

「でもあなたの友達は、もっと嫌いです」

　吐き捨てるように言って、《親和少女》は虚力杖を振ふるった。彼女の姿もまた、淡あわくかき消えていく。それでも最後の言葉が、大広間に長く残響した。

「またあなたの噓を確かめに来ます。決して諦めはしません。私たちの闘派セクトは、ずっとあなたを追い続けますから……」

　闘派……それは介罪人集団、罪閥シンジケートの異相側の呼び名。さっき《月光騎》は、《錆びた釘ラステイネイル》の名を出した。みんな、同じ組織なのか……

　だが思考を遮さえぎるように突とつ如じよ、広間に通じる扉とびらが吹ふき飛んだ。爆ばく風ふうから進み出たのは、灰色の髪かみ。聖護院アッシュは、十数人の上級生を連れ、血まみれの俺にずかずかと歩み寄ってきた。

「リョウト、介罪人はどこだ！　まだ遠くには行っておらんだろう！　敵は何人いて、どんな虚力を使うか、詳くわしく説明しろ！　おい、リョウト！　聞いているのか、貴様！」

「お友達ってアッシュかよ」

　俺は、今頃になって疼うずきだした傷に顔をしかめた。

「俺のこんな様子を見ても、『大だい丈じよう夫ぶか』の一言も言わねえぞ。今度、《月光騎》に会ったら訂てい正せいさせないとな。俺の友達リストに、あいつは入ってないって」

　その言葉に答えず、ユリはまた新しい回復術を灯してくれた。森北さんはきゅりるを抱だきながら俺を見つめてる。伊坐凪先生は、携けい帯たい電話でミィさんと話し、一年Ａ組の安否を確認中。

　そして小春は、ずっと俺の傍そばに……




　　　　＊　＊　＊




「はい……はい……分かりました、伊坐凪先生！　御ご無ぶ事じで何よりです！」

　ミィさんは、携帯電話を切ると一年Ａ組に向き直った。

「みんな無事だって！　宇牙神くんも森北さんも！　弥勒寺さんも松下さんも！」

　同時に歓かん声せい。ドリームパークのゲート外で待機していた生徒たちは、一いつ斉せいに抱だき合ったり、ハイタッチで勝利を祝す。たとえ陽動とは云え、一人も仲間を失わず、作戦を成功させた喜びは格別であった。

　そして歓かん喜きを分かち合うように、誰もがリョウトたちの携帯に電話したのだが……

「おい、宇牙神の携帯、繫つながんねーぞ」

「やだ、美空ちゃんの携帯もダメみたーい」

「ここ電波悪いんじゃねーの？」

　苦心するクラスメイトと共に、エルヒコも通話状態の劣れつ悪あくさに顔をしかめた。

「あ、全然出ねーな、宇牙神の奴。せっかく俺の活かつ躍やくを教えてやろうと思ったのに！　ミィさんの携帯はどおよ？」

「う、うん、今からかけてみるよ」

　ミィさんも彼ら同様、携帯電話のメモリを呼び出す。だが彼が最初にかけたのは、宇牙神リョウトの番号ではなかった。




　　　　＊　＊　＊




「どちらだと思われますか、小次郎さま」

　戦崎の視線は、〈フォーラスの水すい晶しよう球〉に映るリョウトを見つめたままだった。

「《親和少女》が再現した過去が本当なのか、それとも若さまの記き憶おくが正しいのか……」

　問いながら《神智》領域士は、今見た光景……渋谷での惨さん状じようが事実かどうか、無数の術を同時に駆く使しして解かい析せきを試みていた。情報分析を担う戦崎には、驚きよう愕がくする暇ひまも、嘆なげく余よ裕ゆうすらも与えられない。ただ現実的に、真相を突つき止める作業に向き合うしかなかった。

　その姿を一瞥すると、相馬小次郎は静かに茶席に座した。

「どっちも気にくわないよ、戦崎。そもそも俺は術暴走を疑ってるんだからな。結局、俺もリョウトと同じように、信じたいものを信じてるのさ」

　すでに彼が発する気き迫はくも、穏やかなものに変わっているが、涼すずやかな表情にはかすかな憤ふん懣まんも浮かんでいた。

　我妻千里はその不興を察し、声を低めた。

「しかし《親和少女》の疑念が正しければ、若さまの記憶は何者かによって工作された可能性がございます。それを為なしたのは、恐おそらく九軍帥……」

「それ以上言うな。もし隠いん蔽ぺいが事実だとしても、介罪人が期待する理由とは限らない。俺たちの知らない事情があるのかもしれん。俺も折を見て、統とう帥すいにお伺うかがいする」

「小次郎さまだけが頼たよりです」

「ならばお前たちは《親和少女》の一味を探れ。この罪閥は、かなり狡こう猾かつだ。それに首しゆ魁かいが姿を見せないのも気にいらん。しかし直接手出しはするなよ。さっきも言ったが、始末をつけるのはリョウト自身だ」

　小次郎が言うと、戦崎の顔も硬かたくなった。

「承知いたしました。しかし相変わらず身内には手厳しいことで……」

「生ぬるい師弟関係など、何の役にも立たんさ。これで命を落とすようなら、リョウトもその程度の領域士だったってワケだ。しかしあいつも、周囲の人すべては守りきれないはず……リョウトを支える絆きずなは、俺たちで守ってやろう」

　戦崎も、それは懸け念ねんしていた。入学以来リョウトには多くの友人が増えている。本来なら望ましい環かん境きようだが、リョウトが襲おそわれるたび巻き添ぞえになるのは、宇牙神家としても看過できない。

　そしてまたもし、リョウトが親しい誰かを失ったら……アクスフォードの悲劇が再び繰くり返されるのだろうか？







　　　【Extra.Phase　異なる二秒へ】







「ぬおっ……はぐっ……むうんっ！」

「ちょっと！　変な声出さないでよ、リョウちゃん！」

　ユリが、イチゴ牛乳を唇くちびるから離はなした。

「まだ無理しなくてもいいじゃない。お弁当食べるの、そんなに大変？」

「ま、まあな……」

　昼休みの教室。俺は、小こ春はる手製の牛肉のアスパラ巻きを必死に口に運んでいた。一週間経たったとは云いえ、ドリームパークでの傷は根深く残っている。ユリの回復術は受けたものの、異相ネガスフイアの力は細さい胞ぼうにこびりつき、指を動かすだけでも激痛がする。まあ、しばらくすれば体内の領域因子ポテンシアが、異相の力を完全に浄じよう化かしてくれるだろう。

　すると隣となりに座る森もり北きたさんの膝ひざで、術精霊アイコンきゅりるが喉のどを鳴らした。

「きゅー、りるりるりるりるりる」

「おとなしくなさい、きゅりる」

　森北さんは、はぐはぐとサンドイッチを食べるきゅりるの髪を撫なでつつ、新しい携帯の説明書を読んでいた。そう、俺たちの携帯はドリームパークの地下水路に水すい没ぼつしちまったので、森北さんも買い換かえたそうだ。

　俺は、その仕草を眺ながめながら、頭の片かた隅すみにあった疑問を口にした。

「あのさ。入学一ヶ月半で許容度スロツト伸のばして領域士イグザルタスになった生徒って、うちのクラスじゃ森北さんだけなんだよね。そんなに頑がん張ばる理由って何？」

「それは……う、ううん、別に……」

「ふぅん。でもおかげで助かったよ。そうだ、森北さんにも何か御お礼れいしないとね」

「いいの、御礼なんて……」

　きゅりるは、急ににへらーと笑い始めた。はて。森北さんの努力には、どんな意味があるんだろ。だが赤面する森北さんに気づき、エルヒコが視線を細めた。

「宇う牙が神じん、俺だけには正直に答えろ」

「嫌いやだ、お前だけには正直に答えたくない」

「ふふ、照れるな、宇牙神。あの日、森北さんとお前は、数時間とは云え二人っきりになったろうが。そこで何があったか、いやナニをしたか、全一年Ａ組が知りたがってるのでとっとと白状しやがれ、このモテ野や郎ろう」

　そう言った途と端たん……ざわ……ざわざわ……

　弁当を食べてたクラスメイトたちが、椅い子すに座ったままさりげなく俺に接近し、『ついに踏ふみ込んだかエルヒコ』『はぐらかされちゃだめよエルヒコくん』『お前だけが頼りだエルヒコ』と応おう援えんメッセージを囁ささやく。

　ああ、また校内恋れん愛あいモードが始まった。全一年生期待の学年キャンプは、介罪人クリミナルのせいで木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされたが、彼氏彼女を作りたい情熱は、未いまだに冷めていない。むしろ学年キャンプが潰つぶれたせいで、今度こそはと、みな意気込んでる。

　でも俺は無気力に、アスパラの肉巻きを口に放ほうりこんだ。

「エルヒコが想像するような事は、何もねえよ。ただ水に流されたんで服乾かわかして……」

「って事は、二人ともジャージを脱ぬいだな」

「森北さんに怪け我がの手当してもらって……」

「ぬおっ！　裸はだかで触ふれ合ったのか！」

「二人であっち行ったりこっち行ったり、結構迷ったけど、広間への階段見つけて……」

「二人であっち触さわったりこっち触ったり、結構迷ったけど、大人への階段昇のぼったのか！」

「昇るかーい！　お前は、俺の話を全然聞いてねえだろ！　怪我してるうえに、介罪人に襲われて、そんな余裕あるか！」
















　森北さんが真っ赤になると、今度はユリがぎごちなく笑った。

「そそそうよね、リョウちゃんに限って、変な事するなんてありえない。だってリョウちゃんの行動は、いつも小春ちゃんが見張ってて……ってあの時は私と一いつ緒しよだっけ。ううん、きっとリョウちゃんの心の中には、いつも小春ちゃんがいて、エッチな事でもしようものなら『若さま、なりません！』って叱しかってくれるはず。そうよ、がんばれ心の中の小春ちゃん、がんばれー」

「なんだその声援？　俺を信じてるのか、信じてないのか全然分かんねーな」

　けど、俺と森北さんを巡めぐる妄もう想そうは、クラス中に伝でん播ぱ。エルヒコの元には、あらためて『俺が誰だれとつき合うのか予想ギャンブル』に賭かけ金をつぎ込む男子が殺さつ到とう。女子は、森北さんに真相を迫せまったり、ユリを励はげましたり。




　その喧けん噪そうを眺めて、小春が口を開いた。

「皆みな様さま、お優しいですね。本当は、若さまに何があったか、訊ききたいはずなのに」

「……だよな」

　俺も、箸はしを止めて答えた。確かに、みんな気になってると思う。なぜ俺が、再び介罪人に狙ねらわれたか……疑似異相パラスフイアの中で何があったのか。

　みんなだって、命をかけて戦ってくれたんだ。知る権利はある。でもそれを振ふりかざすクラスメイトは、一人もいなかった。むしろ教室は、以前のまま。それが何より嬉うれしいし、すまないとも思う。

「もう少ししたら、ちゃんと話すよ。でももし説明したら……」

「より危険な状じよう況きように、巻き込むかもしれない」

「ああ。それにきっとまた……」

《親和少女アフイニテイ》は、俺の前に現れるはずだ。

　結局、一週間経っても、俺が渋しぶ谷やで大勢の人を殺したなんて噂うわさは、世間のどこにも流れていなかった。たとえ真実でなくとも、広めてしまえば俺を追い詰められるのに。

　──確かめてから覆くつがえすつもりかな。

　──この世界を、彼女の革命で。

　俺と《親和少女》は、お互たがいを否定した。どちらが正しいか、俺だって本当は分からない。《親和少女》が見せた過去を噓うそだと否定したけど、少しは虚きよ勢せいも混じってる。そうでもしなければ、俺は絶望しちまうし。

　だけど《親和少女》は、自分を信じきっていた。それを崩くずしたのは、俺とみんなの絆。彼女も気づいたんだ。この世界には、彼女の知らない優しさがあると。

　そして最後に見せた動どう揺ようは、普ふ通つうの女の子が持つ孤こ独どくに見えた。信じられる人と出会っていれば、《親和少女》も介罪人には……




　と思った時、小春が俺の腕うでに触れた。

「確かな答えは、きっと見つかります。若さまが信じた道の先に、必ず……」

　小春の信しん頼らいが、俺を支えてくれる。

　失われた二秒に向き合った時、伝わったぬくもりは忘れない。

　絶対に傍そばにいると言った想おもいも。




　けど俺は、小春の震ふるえも覚えていた。

　過去に立ち会った時、小春は何に怯おびえていたのだろう。

　俺の悲鳴……それとも俺が犯おかした殺さつ戮りく……




　それとも小春の瞳ひとみには、俺とは違ちがう二秒が映っていたのだろうか。




　　　　＊　＊　＊




　夕暮れの桜さくら野の。宇牙神道場の門を、子供たちが飛び出していく。幼少年部に通う未来の領域士たちは、行ぎよう儀ぎ正しく、道場に向かって一礼していった。

「先生、さようなら！」

「千ち里さと先生、失礼しまーす！」

「はい、気をつけて帰るのよ」

　幼少年部師し範はんを務める我あが妻つま千里は、見送る子供たちに手を振った。帰宅する教え子たちがすべて、領域士になるとは限らない。実は領域士に憧あこがれる者が大半で、礼儀作法を習うためだけに通っている子も多い。

　それを知る戦せん崎ざきツカサも門の傍に立ち、ふと昔日に思いを馳はせた。

「あの子たちは幸せだな。九領域イグザルト・ナインの過か酷こくさを経験せず、一いつ般ぱん社会に帰って行く。若さまならあの年頃でもう、初うい陣じんどころか認定誅殺数キルマークが二桁けただったからな」

「そうよね。許容度はともかく、術の正確さは師範級だったわね。だから小こ次じ郎ろうさまがご納なつ得とくされないのも分かるわ。若さまに限って術暴走なんか起こすはずがない」

「だったら何が起きたと思う？　再現されなかった空白の二秒に」

「想像もつかないわ。けど時間を司つかさどる《流りゆう刻こく》の領域士としては、欠落した時間なんて許せない。時間は過去から未来へ途と切ぎれなく流れるもの……誰かが勝手に奪うばったり、隠かくせるものじゃない」

「しかしそれが現実に起きている」

「だから《神しん智ち》と《流刻》が力を合わせるんでしょう。いつかきっと真相は……」

　千里が言いかけた時、道場から三人の子供たちが飛び出してきた。

「押忍おす、戦崎筆頭！」

「千里先生、さようならー」

「（ぺこり）」

　松まつ下した陽よう太た、楓かえで、雪ゆき美みの三人は横一列に並んでお辞儀した。いつも仲良く、真ま面じ目めに修しゆ行ぎようする三人に、千里も一礼する。

「はい、さようなら。陽太、あんた最近がんばってるわね。次の昇しよう級きゆう試験、気ぃ抜ぬくんじゃないわよ」

「押忍、がんばります！」

「ふふふ、陽太兄ちゃんてば、若さまや小春姉さまみたいな強い領域士目指してるんだもんねー。がんばれー」

「（がんばれ、がんばれ）」

　雪美は相変わらず無口のまま、小さな手を握にぎって兄を応援している。

　その姿に、戦崎ですら表情が崩れた。この子たちなら、姉の小春同様、良い領域士になってくれるだろう。その道は決して楽ではないが、戦崎はもう夢想していた。成人したリョウトの傍に、松下四姉弟きようだいが控ひかえ、共に戦う姿を。そしてその五人が、次代の宇牙神家を担って立つ姿を……

　すると不意に陽太が、戦崎と千里を見上げて言った。




「俺、言ってないですから」

「？」

「俺たち、言ってないですから……若さまに……本当の父さんのこと……」




　夕ゆう陽ひが一いつ瞬しゆん、強く射さしたように思えた。

　桜野城の並木が、音もなく風にそよぐ。街の喧噪も一瞬遠のき、静せい寂じやくが辺りに流れた。

　その静寂がしばし続いた後、ようやく楓の声が聞こえてきた。




「小春姉さまに言われた通り、ね？」




　雪美も黙だまってうなずく。

　それは彼ら姉弟だけでかわした約束。

　しかし戦崎と千里も望み、相そう馬ま小次郎も承知している噓。

　戦崎は、久しぶりにその存在を思い出し、陽太にうなずいた。

「それでいいんだ、陽太」

「ええ。若さまにはもう少し、秘密にしておきましょう。あなたたち姉弟の話はね……」

　千里も、ぐりぐりと雪美の頭を撫なでる。

　黙りこくる雪美の髪かみは、以前よりずっと黄金に近づいていた。




　　　　＊　＊　＊




　その夜、森北美み空くが自室のベッドに入ったのは、午前一時頃だった。姉の沙さ織おりと『ラピスラズリ』の後片付けを行い、食事や風ふ呂ろを済ませると、こんな時間になってしまう。

　しかしベッドに潜もぐり込み、明かりを消してもすぐには眠ねむれなかった。目を閉じれば、今日、彼に言われたセリフが頭をよぎる。




『森北さんにも何か御お礼れいしないとね』




　特別、御礼なんていらないのに。でも彼の力になれて、嬉しかった。やっぱり放課後、《星せい練れん》の特別授業を受けておいて良かった。彼の傍にいたいなら、修練士デイサイプルじゃだめ。強くならなければ、彼の力にはなれない。そう思ったからこそ、特訓を受けて領域士に昇格したのだ。こんな理由、誰にも言えないけど。

　だけど本当は、まだ『御礼』の二文字が目の前をちらちらしてる。自分から何かねだるなんて絶対できないし、そもそも彼の前では何も言えないのに。

　そして彼の事を思ううち、彼の傍にいる女の子の事も思い出した。あの夜、露ろ天てん風呂で感じた疑問が、また頭の中を巡り出す。




　──もしかして松下さんは……




　今夜はしばらく、眠れそうになかった。




　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊




　いつものファミレス。窓まど際ぎわのボックス席。時間は深夜二時。

《親和少女アフイニテイ》は、物もの憂うげにメロンソーダのグラスを揺ゆらしていた。緑色の液体に、彼の顔が浮うかぶ。《親和少女》を否定した少年の顔が。

　この一週間、彼の姿が残像のようにちらついている。目を閉じれば、あの日受けた言葉が克こく明めいに甦よみがえってきた。




『結局、君は自分の信じたいものしか信じないんだろ？』




　あの台詞せりふが嫌きらいだった。

　自分だって同じくせに。

　自分だって信じたいものしか信じてないくせに。

　だから言ったのだ、嫌いだと。

　でも今度会ったら、もっと言おう。

　あなたなんか嫌いで嫌いでたまらないと。

　それだけが言いたくて……言いたくて、言いたくて……

　どうしようもなく彼に言いたくて……




《親和少女》は、ざわつく心を誤ご魔ま化かすように、メロンソーダをストローで搔かき混ぜた。

「ところで、お訊ききしたい事があるんです。今回の件なんですけれど」

　同じ闘派セクトメンバーの視線が《親和少女》に集まる。新参の《親和少女》は、緊きん張ちようを抑おさえて問いかけた。

「本当はどちらなんですか？　私が再現した記き憶おくと、宇牙神リョウトが話した記憶……どちらが真実なんですか？」

　問いかけに《月光騎ムーングロウ》が微笑ほほえみ、《ものまね鳥モツキンバード》が煙草たばこを吹ふかす。

　そして《冥界神エル・デイアブロ》は、深遠な眼まな差ざしを《親和少女》に向けた。

「彼の事、もっと知りたい？」

　うなずく《親和少女》に、闘派指導者セクト・リーダーは笑いかけた。

「恋こいしてるみたいだね」







　　　あとがき







　こんにちは、市いち川かわ丈たけ夫おです。

　ありがたくも二巻発売となりました。引き続き一巻から、またはいきなり二巻からお読みくださって、誠まことにありがとうございます。

　二巻では、主人公リョウトの謎なぞに踏ふみ込んでみましたが、ここを語るとネタバレになるので、今回のあとがきはサブテーマ「一年Ａ組に焦しよう点てんを当てる」で始めましょう。




　ずいぶん前から、二巻ではクラスを書こうと決めていました。

　リョウトたちの普段の生活は勿もち論ろん、領域士イグザルタスと修練士デイサイプルの違い、結婚観、死し生せい観、集団戦も書き込んでみましたが如何いかがだったでしょうか。戦時下でも明るく生きる一年Ａ組を読んで「ああこんなクラスに入りたいなあ」と感じていただければ作者冥みよう利りに尽つきます。




　いや書いてる作者自身、「僕もこんな高校生活だったら」と思っているのです。

　なにしろ僕が通かよったのは男子校で、一年Ａ組みたいな華はなやかなやり取りは皆かい無む。しかもなぜか各教室の窓に金かな網あみと鉄てつ格ごう子しが嵌はめられ、学校の塀へいには侵しん入にゆう者しや対策のトゲトゲが付いてて（しかも内向きに！）「脱だつ走そう者しや対策だろ！」とツッコミたくなる学校だったのです。

　まあそんな高校でも男同士仲良く（誤解を招まねく書き方だなあ）過ごしたものの、やはり男女共学を理想として一年Ａ組を創造しましたので、ユリのウザ可愛かわいさや、エルヒコの悪ノリを楽しんでいただければ幸いです。




　最後にイラストを描かいてくださったＳＡＴＯさんにも御お礼れいを。

　真夏のマンガ祭りで初めてお目にかかり、短い時間でしたが本作にまつわるお話も聞けて嬉うれしかったです。今回もありがとうございました。




　では皆みなさんと、またお会いできる日を願って……





　二○○九年　九月　業平橋の路地裏カフェにて　　　　
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